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　笑い女と泣き女は人に憑つく。

　真しん雍よう国こくの貴族階級の家には、生まれた子どもたちにはそれぞれに二人の乳う母ばをつけるしきたりがある。乳母たちは名前を持たず、笑い女と泣き女と呼ばれ、子が成人するまで側に侍はべる。

「椿つばき姫ひめさま──今日こそ歴史の勉強を」

　笑い女と呼ばれる乳母が、今け朝さもまた椿姫を追いかけ回す。

「笑い女が追いついたらね！」

　軽い笑い声と共に、白しら絹ぎぬの着物の裾すそを揺ゆらして、椿姫は部屋から内庭へと走り出る。

　よく練ねられた白絹の中振り袖そで。胸元から裾へと濃淡をつけてぼかしの入った桜の花が描かれている。締しめられた角かく帯おびは緑の、葉の色合い。帯に結んだ紐ひもには笑い女、泣き女の二人巫み女こが守りの呪じゆを封ふうじた赤い呪まじない玉。

　さらにその脇にひとふりの刀を下げている。

　椿姫の刀は、女子の持つ小振りの守り刀ではなく、武将の持つ類たぐいの真剣だ。

　合わせ目は少し緩ゆるめで、着物のその下に、真雍国の有名な職人が腕によりをかけて作りあげた金属仕立ての胸当てが覗のぞく。

　椿姫は物心ついたときから、着物と襦じゆ袢ばんのさらに下に、薄く華きや奢しやにしつらえた、動きやすい白銀の胸当てや臑すね当てを身につけている。人の関節に沿うように計算されて作られたそれは、女の椿姫にはちょうどよい。これ以上に頑丈なものだと、重すぎる。かといってこれより軽くて薄いものだと、身を守れない。

「冗談じゃない。全速力で走る姫さまのあとを、どうして私が追いつけますか！　そんな面倒なことはご免ですよ。そんなに走ると汗で着物が臭くさくなりますから！　あとで着替えなさいましな」

　笑い女の声が遠くなり、椿姫はしてやったりとほくそ笑む。

　椿姫が必死で逃げると、笑い女はすぐにあきらめる。自分の足で走ることが大嫌いなのだそうだ。

　泣き女に至っては、はなから、椿姫を教育しようという意志がない。

「──さて、と」

　内庭まで駆けこんで、椿姫はふと周囲を見渡す。

　うんと両手を空に上げてのびをする。

　色とりどりの紐で高く結ゆい上げられた黒髪に、赤い玉のついた簪かんざし。鳥の飾りが先端からぶら下がり、しゃらしゃらと優しい音をさせて揺れる。

　目尻のくるっと上がった大きな黒い目。生意気そうに尖とがらせた唇くちびる。しなやかなその動きと共に、椿姫の印象は全体に毛並みがよくて元気な猫を思わせるものがある。

　立ち止まり、椿姫は思う。

　勉強を放ほう棄きして逃げたとして──それでは今日は、なにをして過ごそうか。

　愛馬に乗って城の付近を走るか、あるいは城を守る警備隊の訓練風景を眺ながめようか。

　真雍国の城中において、それはいつもの朝の光景だ。

　この国は、山河に囲まれ、抱いだかれた自然の砦とりでだ。

　水と緑の綺き麗れいさを諸国に知られる真雍国。

　面積こそさほど広くはないが、豊富な資源に助けられ、国力を蓄たくわえた。

　三つの直ちよつ轄かつ領りようと二つの自治領とを治おさめる国主は冷血王と謳うたわれる博はく雅が王おう。

　そしてその娘である椿姫は、十六歳。

　幼い頃に母ぼ后こうを亡なくし、博雅王のただひとりの血筋の姫として、相応の教育を施ほどこされなくてはならないわけだが──とにかく毎日毎日、勉強時間になると逃げだし、教師を落とし穴に落としたり、罠にはめたりして追い払っているうちに、教師のなり手がいなくなった。

　とうとう乳母役の笑い女と泣き女という二人巫女が、椿姫の教育係も兼ねることになってしまった。

　いままでの教師たちに比べ、二人巫女はあきらめが早い。そもそもこの二人は生きつ粋すいの『巫女』であって、教師どころか、人間ですらない。

　天人たちが暮らす天山から人界に降りてきただけで、もう充分、苦労はしたのだと言い張っている身の上に、さらに椿姫の教師役なんて面倒事を果たす気など、さらさらないのだ。

　そんなやる気のない二人巫女なのであっというまに振りきることができる。そのため椿姫は最近、かなり自由に毎日を過ごしている。

　そのうち博雅王の耳に入り、お灸きゆうを据すえられるかもしれないが、とりあえず今日もまた自由の身だ。

　頰ほおに当たる風の心地ここちよさに目を細め、椿姫はなんとなく遠くを見つめる。

　いま自分はとても幸福だと思う。そして同時に、なんだかその幸福が、退屈にも思える。

　なにか新しいことが起きないかと期待するような心地。

　がさごそと木々を揺らす音がして、ハッと身構えて椿姫はそちらに視線を向けた。

　茂しげみのあいだからひょこりと突き出た顔は──見慣れた幼おさななじみ、雷らい牙がの顔だった。

　すっきりとしたまなざしが、椿姫を見つけ、細められる。

　陣じん羽ば織おりの胸元と背中には、真雍の国の印とされる鳳ほう凰おうの紋もん。これは城の警備隊の制服だ。

　幼なじみのこの青年は、椿姫のひとつ年上の十七歳。貴族であり、武将でもある家柄に生まれた雷牙は、父母に連れられてよく城に顔を出し、二人はこの庭で意味もなく走り回って遊んだものだ。なにが楽しかったのか、目的もなくただ駆けるだけで楽しかった幼き日。手をつなぐことも楽しく、つないだ手を離して、互いに相手を追いかけ回すこともまた楽しかった。

　雷牙は、他の貴族の子どもらのように、姫と遊び回ることを不ふ遜そんとも窮きゆう屈くつとも感じなかったようだ。

「また変なとこから現れる」

　この内庭は、椿姫の部屋につながっている。

　亡くなった母后が、椿姫がお腹なかにいるあいだ、娘のことを思いながら庭師に指示して作り上げた庭なのだそうだ。椿姫の部屋もそうだが、この庭もまた、外とつ国のものと真雍国のものとが融和された絶妙なさじ加減でしつらえられている。

　椿姫の名前と同じ椿の花があちこちに植うえられ、中央にちいさな池──そこにさらさらと優しく枝を揺らすしだれ柳やなぎ。柔やわらかい下した生ばえの草。柳の下にできる木こ陰かげは大層心地よく、夏場はよくここでうたた寝をする。

　剪せん定ていされた樹木が庭を外から囲いこみ、周囲からの視界を遮さえぎっている。その茂みのあいだに、いまはもう大きくなった身体からだを無理に押しこめて、雷牙は椿姫のもとに訪れる。

「いつものことだろ」

　怒られる意味がわからないというように、涼しげな眉み間けんを曇くもらせ、雷牙は椿姫の前に立つ。長い手足のあちこちに葉がついている。ちいさな頃はそれでよかったが、大きな身体つきになったいまでも、そうやって狭せまいところをくぐり抜けて来られると、庭木の枝が折れることがある。

　もう雷牙はそんな年齢じゃないのだと指摘しようとして──椿姫はぐっとその言葉を飲みこむ。

　椿姫は、雷牙の、そんな鈍どん感かんさに救われているから。雷牙は自分だけが、大きく強く男になっていくこと──育っているということに無む頓とん着ちやくだ。

　雷牙は男で、椿姫は女。

　雷牙はいつのまにか椿姫の背丈を超え、肩幅も胸回りも大きくなり、腕にも足にも椿姫とは違う種類の筋肉がついていた。刀の打ち合いをしているとき、連戦連勝だった椿姫が、雷牙に負け始めたのはいつからだったろう。もちろん雷牙の鍛たん錬れんと努力の結果でもある。だがそれよりも、体格差はいつしか歴然となっていた。

「まあね。でもできるだけ枝を折らないで」

「折ってない。気をつけてる。葉っぱは……落としてしまうけど」

　両手を軽く上げ、真顔で言い返される。

　くすっと口元に笑みが浮かぶ。
















　つられたように雷牙も顔をくしゃりとさせて笑う。背がのびようが、体たい軀くが変わろうが、雷牙の笑顔と目の輝かがやきだけは変わらない。悪いた戯ずらをしかけるときの表情や、短気を起こしたときのへの字になる口の感じも変わらない。

　この茂みには呪術がかけられているのだと、二人巫女は言っている。だから庭のなかにいるときは安心していてよいのだと。茂みをくぐり抜けて訪問できる人間は、つまり、椿姫に危害を加えない。

「でも四し境きよう警備の見習い兵が、こんなところで油を売っていたら怒られるよ？　あんたの父さんは身びいきしないしね」

「むしろ身内にはさらに厳しくする」

　雷牙はそれが誇ほこらしいというように胸を張る。

　四境警備隊は真雍国の国境を守護している。雷牙の父は、以前は警備隊の長だったが、いまは引退し、兵を鍛きたえることを仕事としている。

　雷牙の父には片腕がない。魔物を討とう伐ばつしようとして、返り討うちにあったときの負ふ傷しようなのだそうだ。

　椿姫が生まれたときには、もうとっくに魔物がいた。

　だから魔物がいない世界というのを椿姫は知らない。

　夜の闇やみはとても恐おそろしく、闇のなか、自然のただなかにひとりで分け入ることは死を意味する。魔物たちは人を喰くらうのだ。

　魔物に襲おそわれた者たちで人界に戻ってきた者は数少ない。その少ないなかのひとりが雷牙の父で、つまりそれだけ強かったのだ。腕一本失いはしたが、闘いを制して戻ってきた。けれど魔物との闘いで片腕と共に部下たちを亡くした将軍は、その責を負おって退しりぞいた。

　雷牙はいずれその父親をも凌しのぐ武将となるだろうとはもっぱらの噂うわさだ。実際、いつかそうなることだろうと、椿姫もみている。

「今日は休みなんだよ。だからちょっと椿姫の顔を見に──それに俺のことより、椿姫のほうが問題だ。今日も勉強をさぼってるんだろう？」

「そこになにか問題が？」

　腰に手をあて、胸を張って言い返す。

「だいたい笑い女と泣き女たちすら連れないで、いくら平時だといったって、真雍の姫さまがあまりに無防備だ」

　笑い女も泣き女も、本来は、真雍の北に位置する神山である天てん道どう山ざんの中腹にある、天人が修行を積つむための『狐こ独どく園おん』という寺から遣つかわされる巫女の名だ。

　人の世に、人を超える力を持つ子が誕生したときに遣わされるという女たち。笑い女は吉兆を微笑ほほえんで告げ、泣き女は凶事を慟どう哭こくしながら宣告するという。

「城のなかだもの、危険なことなんてなにひとつないわよ。それに──泣き女は、泣かなかったわ」

「そりゃあ、椿姫の二人巫女は本物なんだとみんなは言うけど」

「信じてないって言うの？　私の笑い女と泣き女を？」

　戦乱の時代にそういう二人の巫女たちが貴族の子を守り、教育を施してきたのだという伝承だけが伝えられ、ゆえに、高貴な血筋を持つ家では、その言い伝えに従って、自分の血筋の直系の子どもたちには二人の乳母をつける。

　人に憑くと言われる笑い女と泣き女だが、いまの真雍国の貴族の家に仕つかえる二人巫女は、家に雇やとわれた偽にせ物ものだ。ただそのように呼ばれているだけの、人の家に生まれ、人の血を持つ、雇われ人。

　ところが──椿姫には、真実の笑い女と泣き女が憑いている。

　彼女たちの予言は本物だ。

「信じてるけど……。ちゃんと椿姫に関わる予言を述べて、笑ったり泣いたりするって聞いてるけど……。それとこれとは別なんだよ」

「どう別なのよ？」

　姫が生まれて三日目に、二人巫女は忽こつ然ぜんと、姫の私室に姿を現したのだという。柔らかい肌着に包まれてぬくぬくと眠る椿姫の寝顔を左右から見下ろし、泣き女は慟哭しながら、椿姫の母の死を予言したのだと聞く。

　滂ぼう沱だの涙と共に泣き女の言葉は溢あふれ、安らかに眠っていた椿姫はぱちりと目を開き、泣き女につられたかのように声をあげて泣きだしたのだそうだ。

　その夜に、椿姫の母は亡くなった。

　とはいえそれらも伝え聞くだけで、椿姫自身には記憶がない。

「椿姫に困ったことが起きるときには泣き女が泣いて予言して、いいことがあったら笑い女が笑って予言するってのは、わかってるし、それはそれでいいんだ。でも──つまり──だからって教師や巫女を振りきって逃げて、城の外に遊びに行くのは、よくないっていう話。泣き女が泣かないから危険はないって、ほいほいと出歩かれるのも、警備する側としては納得いかないし！」

　言い募つのる雷牙の顔を見て、ため息をつく。頭ひとつぶん、上にある視線。長い手足。なにを食べ、どう運動してこんなにすくすくとのびたものやら。

「納得いかないってのは信じてないってことよね」

　雷牙は知らない。

　ある朝、泣き女が、しとどに頰を涙で濡ぬらし『椿姫さまはもう雷牙さまには刀で勝てぬ』と告げ──それきり椿姫は雷牙と刀を交まじえるのをやめたことを。

　勝ったり負けたりしていたからこそ、二人で闘うのが楽しかったのだ。どうやってももう勝てないのなら、闘いは、遊びであっても空むなしい。

　やらねば、この先ずっと負けなのだという結末を知らずに済む。そして泣き女がそう言って泣く以上、どうせ椿姫は負けるのだ。

　二人巫女の予言が決して外はずれないことは、なにより椿姫自身がわかっていた。

　予言されたことはいままでずっと、ぴたりと当たってきたのだ。たとえ雷牙が二人巫女の予言に懐かい疑ぎ的だったとしても。

　泣き女にそう言われたら──もう二度と、雷牙に、勝てない。

　闘わずともわかってしまった結末に、椿姫の心臓がぎゅっとちいさく縮こまり、胸が痛んだ。あの日の椿姫の心の痛みを、雷牙は知らない。

　短く切り揃えられた黒髪がてんでな方向に好き放題に立ち上がっている。その屈くつ託たくのない自由さが、雷牙らしいと思う。椿姫はふと雷牙の頭のてっぺんについた葉に手をのばす。

「それはまあいいけど──普通に正門から入ってくりゃあいいのに」

　つま先立って手を上げる。中振り袖の、袖が、雷牙の胸元をかすめる。すぐ目の前で雷牙が目を見開き、身体を強こわばらせているのに気づき、椿姫はつまみ取った木の葉を雷牙へと突きつけて尋たずねる。

「なに？」

　あからさまに身体を固くしている。どうしてそんな態度を取るのかと逡しゆん巡じゆんする。雷牙はいつになく視線を狼狽うろたえさせて、即答できずに押し黙っている。

　答えられないような、いったいなにが？

「待ってよ。もしかして汗臭い？」

「え？」

　絶句する雷牙を尻目に椿姫は袖を振り回し、自身の腕の匂いをくんくんと嗅かいだ。そんなに走ると汗臭くなると笑い女が言っていた。そういうことか？

　途と端たん、雷牙は笑いだし、椿姫の手から木の葉を取った。

「汗臭いし、男らしいし、変な格好だ」

「変て、どこが？」

「振り袖の、その袖の下から腕当てが見える。せっかく綺麗な着物を着ているのに、その下に武将のつけるようなひと揃いを隠して着てる。おまけに着物の腰に刀を下げて──そんな姫君を俺は他に知らないよ。……っていっても、よその国の姫君をたくさん見てきたわけじゃないけど」

　そうは言いつつ、警備隊に入隊して以降、国境の守護もそうだが──貴族の子として隣国の宴うたげに顔を出したりもしているらしき昨今の雷牙だ。

　つい先月は、泰たい国こくに出向いた。そこには椿姫より年上の、成人したばかりの姫がいる。それは愛らしい姫君だということだ。宴のあいだ、置物のようにちんまりと、王と王妃の後ろに控ひかえて座っていらしたと。口数少なく、たまに語らうその声はささやくようにちいさく、儚はかなかったのだそうだ。

　というのは、雷牙からの報告である。

「うるさい。どうせ私は、お守りせねばならないと、警護の者どもに決意させるような可か憐れんな見てくれじゃあないですよ。ちっちゃな頃から刀を振り回して、警護の大人たちの頭に何度も木刀を打ちつけて、みんなにタンコブを作った姫だ」

　問答無用ご免と叫さけび、隙すきあらば、警護の大人たちの頭を打った。そのときはたいがい雷牙も一緒で、そして雷牙は毎回こっぴどく親に怒られていた。

「そんな姫を俺たちは守らなくちゃならないわけで、まあ……だけど、ほっとする」

　椿姫は上目遣いで雷牙を睨にらみつける。ほっとするとは、どういう意味だ？

「椿姫はずっと同じ椿姫だから、ほっとする」

　雷牙はくり返し、ニッと笑った。ひとつしか年が違わないのに、妙に兄貴風を吹かせた笑み。

「ほっとするって、それどういう……」

　言いかけた椿姫の言葉は中途で止まる。

　ざわっと肌が異変を感じ取る。ちいさな針でツンと頰のあたりを刺してくるかのような視線。それからなにかが空気を切り裂く音。

　こういうときは悠ゆう長ちように、音が鼓こ膜まくを震ふるわすまで待っていてはならないものだ。ハッとして身構えたと同時に、雷牙も同じ気配を感じ取り、二人の視線は同じ方を向く。

　矢が飛んでくる。

　柳やない葉ばの尖った鏃やじりの先端がみるみる視界に迫せまってきている。

「危ないっ」

　ぶんという風を切る音に反応し、椿姫は雷牙を突き飛ばし、下げていた刀を鞘さやから抜き放った。

　刀で矢をなぎ払う。手入れに怠おこたりのない美しい刃が、空中で矢をまっぷたつに叩き切った。宙で折られた矢は力を失い、風に舞う花びらのように行き先も知れずにふたつに散って、落ちていく。

　胸に溜たまった息を吐き、椿姫は横に立つ雷牙を見る。雷牙もまた鞘から抜いた刀を手に持ち、目が合った椿姫に、困こん惑わくしたように眉をひそめて、

「立つ瀬がないな」

　と、つぶやいた。

「立つも座るもあるか。そんなことはどうでも──」

　言い放はなった椿姫は、すぐに大声を張りあげる。

「馬をもて。馬を。泣き女！　笑い女！」

　叫べばすぐに人が来る。城のなか──椿姫は常に守られている。すぐ横に誰がいようといまいと──城中には多数の使用人がおり、間違いがないかと目を光らせている。

　二人巫女は椿姫の命めいに「何なに故ゆえ」は問わない。逃げる椿姫を追うのは面倒がるが、だからといって椿姫から目を離しているというわけではないのだ。

　そして二人巫女は、椿姫が二人巫女の泣き笑いに不ふ審しんを抱かず信じるのと同じく、椿姫の命令には理由と真実があることを知っている。

　椿姫の声を聞きつけた泣き女が、馬を庭に引いてきた。真っ黒な髪をぷつりと肩先で切り揃えた童女のような身なりの泣き女から、馬の手た綱づなを受け取る。切れ長の漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは、なにもかもを見み透すかすような妖あやしい力に満ちている。

　予言を告げるとき以外は無表情な二人巫女は、どこからどう見ても、人形めいている。

　笑い女と泣き女は、双ふた子ごのようによく似ていた。年齢不詳で、そして美しく、なのに出で立ちや振る舞いは童女のよう。唯一違うのは、泣き女は左の目尻にちいさな黒子ほくろがあるということぐらい。

「矢が飛んできた。この庭に」

　泣き女のすぐあとに内庭に顔を出した笑い女が、表情のない顔で首を傾かしげる。

「呪術を破ってと申しますか？　面めん妖ような」

　呪術で守られ、敵意を抱くものは決して懐ふところに引き入れぬようになっているこの城と、この内庭。二人巫女は自分たちの呪術の力に絶大な自信を持っている。

　椿姫は落ちた矢の片割れを顎あごでしゃくって二人巫女に示し、着物の裾を捲まくり上げると鐙あぶみに足をかけ馬に乗る。はだけた着物の裾からのびた足には、なめした革と金属で作った臑すね当て。行儀が悪いとは思わない。二人巫女は、動きやすい着付けを伝授してくれた。着物も襦袢も、いざというときに大おお股またを広げられるような加減で着付けている。

「矢が飛んできた先はこの裏──孔く雀じやく湖こが広がるあたりだ。急ぎ追いかければ、この矢を放った相手が見つかるかもしれない。私は追う。警備の者にもそう伝えて」

　二人巫女は、うなずくと、阿あ吽うんの呼吸で走りだす。

「俺は？」

　慌あわてたのは雷牙だ。

　馬の腹を蹴けり、走るようにうながした椿姫は背中で雷牙に言葉を捨て置く。

「知らない。厩うまやに言うなり、自分の馬を走らせるなり、好きにして。とにかく私は先に行く」

「待て。姫さまが率先してそんなことをしては、俺たちの立場が！」

　絶叫する雷牙に、椿姫は笑い声をあげた。

「大丈夫。私は二は十た歳ちまでは死なない。だから今日も死なない。二人巫女のお墨すみ付きだよ」

　十二歳の誕生日に、二十歳までは椿姫は無事だと、笑い女が笑って告げた。だから椿姫は二十歳までは死なないのだ。

「だからって無茶をしていいってわけじゃない!!」

　雷牙のわめく声を後に残し、椿姫は城の外へと馬を駆かる。







　真雍の都みやこは、孔雀湖のほとりにある。

　かつてはもっと南にあったのを、遷せん都としたのは博雅王だ。

　王の位についたとき、もともと湖こ畔はんにあった自身の城を中心に据え、新しい都を作った。

　新しいものと異国が好きな博雅王は、自分の城の建築を、外つ国の技師たちにすべてまかせた。結果、城は、色いろ硝子ガラスのはいった窓に、木と石とを組み合わせて作られた独特の仕様の建築物となっている。

　真雍国だけではなく、おそらくこの世界にただひとつの建物だ。

「湖の側から矢を放つとは……」

　椿姫は疾しつ駆くする馬の上でひとりごちる。

　こんなときだというのに心地よい。いいや、はっきりいってしまえば、こんなときだからこそ心地よい。

　自分はまだ死なぬ。今朝は泣き女は、泣いていなかった。ここしばらく泣き女は泣き顔を見せない。

　二人巫女は、椿姫の喜怒哀楽の感情に従って予言をするのだと言っていた。

　椿姫がどれほど無む鉄てつ砲ぽうであろうと、まさか自分の死を悲しまないわけはないだろう。泣き女が泣かないということは、姫は死なないということ。

　生命の無事を確信したうえでの、ちょっとした冒険は血が沸わき立つ。

　椿姫は誰よりも勘かんがよく、物音をよく聞き分ける耳を持つ。そして反射神経もたいていの兵士たちよりいいはずだと自惚うぬぼれてもいる。実際、先刻も、矢を射かけられたときに先に反応したのは雷牙ではなく椿姫だった。

　なのに女の身体だというだけで、椿姫は強い兵士にはなれず──警備隊に守護される側なのだ。これで椿姫が男であれば、身分の上で守られなければならないことは多々あろうが、いずれ国を背負って立つ王になるからと、刀にしろ槍にしろもっと研けん鑽さんを積んで強くなれと言われたことだろう。

　が──姫の身ゆえに、椿姫は、兵たちと共に鍛錬はできない。

　それが悔くやしい。

　自分の努力で補おぎなえないものがある。生まれついての差異がある。はなから才覚がなく、そして努力もしないうえでの結果なら、椿姫もこれほど悔しくはなかった。

　──どうして雷牙は兵士になれて、私はなれない？

　そんなに闘うのが好きなのかと問われれば、好き嫌いについては首を傾げるが。刀を振り回すことや、矢を飛ばすことは好きだ。しかしそれと戦いくさは別だ。互いに血を流す戦場で、命のやり取りをしたいのかと問われると──経験のないことはわからないと途方に暮れる。

　ただし向き不向きについてなら、自分のことだからわかっている。椿姫は、闘うことに向いている。この負けん気と、身体能力。

　つまりは腕を試したいのだ。自分は世界のなかで、どれぐらいの位置づけなのか。

　他に位置づけられたい場所がない。踊りは極めたくもなし、この声は歌に向かない。年若い男の声と間違われることの多い、語尾のかすれた低い声。

「というか……そんなになにかで腕試しをしたいなら、もしかして魔物退治でもすればいいのか？」

　自問自答。

　問答を脳内でくり広げながら、矢を射た相手の気配を探り、だいたいこちらではと見当づけて馬を駆っていくうちに、湖のほとりに辿たどり着く。

　意識を研とぎ澄ませて走ってはきたが──ここに至るまでには隠れ潜ひそむ人の気配はなかった。潜んでいなければ、相手は逃げたのだ。

　丈たけの高い草をかき分け、獣道を走る途中、馬の蹄ひづめもしくは人の足跡がないかと目をこらし──気配が残る道を探り探って、走ってきたつもりだ。

　ここは真雍の東。

　東には豊かな水源を誇る孔雀湖。その湖の側に真雍の城がある。

　湖の向こうには森がある。森は深く、暗く──昼でも陽光が届かないのだと聞く。その森を跋ばつ扈こして歩く魔物を退治して回り、その勇ゆう猛もうさを各地に轟とどろかせたのが、椿姫の父である、真雍の現国王──博雅である。

　魔物退治は民を守るためでもあり、国境を挟はさんだ他国を威い嚇かくするためでもある。

　真雍の国主は魔物を討伐できるほどの腕があるのだ、真雍は圧倒的な武力を持つのだと知らしめる。

「血筋からいっても雷牙より私のほうが、なあ」

　決して雷牙の父を侮あなどってはいない。片腕を落としたが魔物を退治した将軍のことを尊敬している。よく切れる刀と同じ、剣けん吞のんな輝きが雷牙の父将軍の内側に隠れている。強い男だと、見る者が見ればすぐにわかる。

　しかし椿姫の父──博雅王は、無傷で魔物を退治してきた。

　どちらが強いかは、それだけで明白ではないか。将軍よりは博雅王。だとしたら、将軍の子よりも博雅王の子。

　けれどそれは言っても詮せんないことなのだ。

　湖のほとりで立ち止まり、馬の首を撫なでながら、椿姫は自分の出で立ちを見下ろす。芦あし毛げのこの馬は椿姫のための馬だ。もとは気性の荒い、暴れ馬だった。月げつ華かと名づけたのは、椿姫。賢い馬で、自分の上に乗る人の力量と性格を見る。何度も何度も振り落とされ、とうとう根こん比くらべで椿姫が勝った。月華から落とされることなく遠乗りをして帰ってきた日の朝、そういえば笑い女は微笑んだ。月華が椿姫さまを受け入れましょうぞと告げ、その宣告のとおりに、月華と椿姫は、その日を境さかいに仲良くなった。

「誰も私に兵を率ひきいて闘えとは言わぬ、か」

　なによりいまは魔物討伐以外は平和な時代だ。戦で領地を増やそうという目論もくろ見みは、各国が虎こ視し眈たん々たんと狙ねらってはいるが、その内面は押し隠し、上品な顔で「外交」とやらを行っている。

　ふ……と肩の力が抜けた。

　目の前には凪ないだ湖面。深い緑の色をした湖の上に、尖った三角の波が立つ。波打ち際ぎわに寄せられた砂じや利りと砂。なんとも暢のん気きな光景だ。

　馬を駆り、追いかけたつもりが、矢を射た相手も見つからない。

　脳内でぐるぐると思考を巡めぐらせるのに熱心で、中途で相手を見逃したのかもしれない。

　自分はなにをむきになっているのかと自じ嘲ちようの笑みが零こぼれる。

　と──月華の耳がピンと立った。顔を上げ筋肉を強ばらせる。月華が神経を尖らせたのと共に、椿姫もまた殺気を嗅ぎとる。

「なにやつっ」

　背後からの視線──粘ねばつくような、冷たい気がごうごうと吹きつけてくる。

　いつのまに後ろを取られたのだと舌打ちする。気配を悟さとらせることなく、後ろに回ったか。もしや相手は弓矢を射た主か？

　手綱を引いて馬を振り向かせようとしたが──久しくないことに月華が椿姫の指示に逆らった。前足を上げて立ち上がり、ひと声いななくと、ぶるりと大きく身体を振るい、椿姫をその背から振り捨てる。

　悲鳴をあげて椿姫は空を振り仰あおいだ。ひねった背中から、地面に落下する。乗り手を落としたまま、月華が走っていく。

　視界の片端に空の青が引っかかる。そこから手前に弓を構える男の姿。漆黒の鎧よろいに身を包み、背中に巨大な刀を負っている。冗談のような巨大な刀だ。

　顔には古びた仮面をつけていた。あれは芝しば居いで使われる、天人の女神の面だ。羽は衣ごろもをつけて舞う美しき乙女おとめの仮面。天界から地上に落ちた乙女。風にたなびく赤い髪。

　男が矢を射る。

　射てすぐに男はこちらに駆けてきた。

　背中の太た刀ちを両手で勢いをつけて抜き、大上段に構えたままで椿姫めがけて走り寄る。陽光が白光りする刃に集まり、ぎらぎらと瞬またたく。

　それらすべては一瞬のことだ。

　あっという短い言葉を吐きだすあいだの出来事なのに、落下する椿姫の目のなかに光景がひとつひとつ焼きつく。

　放たれた矢尻は椿姫の頰をかすめ、ぶんと重たい音をさせて湖水のなかに消えていく。

「な……」

　この至近距離で外したとするなら、腕前のほども知れたもの。刀の腕前も弓矢同様なら、椿姫が勝つ。

　頭をかばって丸めた姿勢で地面に転がる。背中をしたたかに打ちつける。目から火花が散りそうだ。痛みが背から頭、腹へと響ひびく。けれどここで倒れてしまえば、反撃の機会もないままやられるのがおち。

　男が椿姫のすぐ前で足を止める。

　やられる──!!

　椿姫は必死で立ち上がろうとする。片かた肘ひじをつき、足に力を入れたその刹せつ那な──湖の水の一部が膨ふくらんだ。低いところで竜たつ巻まきが舞い上がるような音と、風。先ほどまでは凪ないでいた湖の水の色が黒みを帯おびて変色している。湖水の奥で巨人が息でも吹いているかのように、湖に巨大な泡が立ち、水面が盛り上がる。

　湧わき出る泉となって湖面が黒い水を噴ふき上げた。

　その天頂に、男の放った矢が乗っている。

　突き刺さっている。

　なんともいえない悪臭がいまになって椿姫の鼻をふさぐ。臭においは湖水からやってくる。見れば、吹き上がる水のその一部だけ、色が違う。真っ黒に変色した水が、本来あるはずのない形をもって、ゆるゆると岸辺へと走る。音を立てて立ち上がった波はまるで湖の牙のよう。しかもその牙はぎらぎらと黒い。あの輝きは知っていると椿姫は思う。あれは凶器となる刃の放つ光。命を奪うことのできる力を研けん鑽さんの後に得たものの暗い輝き。

　まがまがしいが──魅み入いられもする。

　豊ほう饒じようの黒。

　黒という色にはすべてが含まれている。あらゆる色をぶちこむと、最後に、色は漆黒に進化して終わる。

　もっとも──それがここまで臭くなければ、美しいと認めてもいいのだがという話。

「魔物だ。──まかせろ」

　駆け寄ってすぐ脇に立った男が、傲ごう岸がんに言い放った。

　脇目も振らない。椿姫のことなど見もしない。

　仮面に覆おおわれているせいで表情は見えないが、声こわ音ねはどことなく浮き立つような響きを伴ともなっている。刀を振るうことが楽しくて仕方がないというような、物ぶつ騒そうで危うい声だ。

「魔物？」

　問い返したときには──椿姫は男に片手で後ろへと押し戻されていた。

　背後にかばわれ、男の広い背中を見上げる。背にくくられた朱色の鞘。金色の房ふさ飾かざり。男の立ち居振る舞いは、舞ぶ踊ようのようだ。一歩足を進めると、片方の肩が下がり、飛んできた波を刀で払う。黒い水だったそれは、切られてはじめて形を持つ。長くて大きな蛭ひるのごとく、その身をくねらせ、波打ち際の砂の上にパタリと落ちる。落下した異物は不快なものが焼ける不快な臭いを発し、瞬く間に消えていく。

　からくりか芝居を見ているようで、椿姫は呆ぼう然ぜんと目の前の出来事をただ凝ぎよう視ししていた。

　湖水に立ち上がる黒い牙との間合いをはかるように、男が足を進める。

　大波となって牙が二人へと這はってくる。足もなければひれもなく、それはただのどろりとした黒い水なのに、牙を剝むいてこちらに寄ってくるように感じられることが不思議だった。立ち上がった大波の背後に飛沫しぶきが散る。飛沫は光を放って瞬き、銀色の裳も裾すそとなり波間に揺れる。

　男の足下を波がすくう。両腕で掲げ持った大太刀の柄えを彩いろどる文様を認め、椿姫はわずかに目をすがめる。呪術文字に太陽の彫ほり。太刀の大きさや、加工の素晴らしさだけではなく──呪まじないまで施されているというのなら、この太刀の持ち主はただ者ではない。

　男の足に波が打ち寄せた。男が素早く跳ちよう躍やくした。

　羽根でも生えているのかと思うほど高く飛び、大波を越え、大太刀を空中で逆さに持ち変えると、切っ先を波の天頂に突き立てる。

　男のその動きの一連の美しさに、椿姫は目を奪われた。

　闘うということはこんなにも激しく、美麗なものだったのか。

　こういう闘い方を椿姫はひとつだけ知っている。

　二人巫女の、踊るような動きと、そこからくりだされる太刀筋。

　男の太刀の刃の煌きらめきに、椿姫の背が慄りつ然ぜんとし震える。隙のない刀の動きは、風ですら切り裂さいてしまえそうに見えた。

　刃先が波に埋うまり──次に男の姿が大波に飲みこまれ消える。

「あ」

　声が漏もれた。

　男はずぶずぶと黒い水のなかに沈んでいく。

　息を飲んだ椿姫は、助すけ太だ刀ちせねばと自分の刀を手に持ち、湖水に足を踏み入れる。ねちゃりとした粘ねん着ちやく質しつの、いつもとは違う感触の水が椿姫の足を捕とらえる。

　大声をあげ、刀を振り上げたとき──激しい音をさせて水が周囲で跳ね回りだした。漆黒のなかに赤と金粉をまぶしたかのような火花がチリチリと瞬く。油のなかに水を落としたがごとく、金と赤が弾はじけて飛んで──黒い水だったものが、ふたつに割れた。

　黒い水の断面は、切り立った崖がけのように尖った肌をつかの間見せて、すぐに崩くずれ落ちていく。切られた断片が蛭のようにくねって消えたのと同じに、大きな水の塊かたまりだったものも、ぶるんと表層を震わせ、あっけなく散っていった。

　気づけば水は引き、元通りの浅い、綺麗な色をした湖水だけが周囲に満ちている。

　後に残ったのは、ずぶ濡れになった赤い髪を頭に貼りつかせた男と、その太刀が仕留めた異物のみ。

「あ……うわ。避よけてっ」

　助けようとして、ひと思いに水の塊を斬りつけるために振り上げた椿姫の刀は、そのまま止まりきらずに勢いづいて振り下ろされていた。

　その先にいたのは、黒い水ではなく、天女の仮面と黒い鎧をつけた赤毛の男だ。

　男がひょいっと身体を傾けた。太刀を構えていた手の、片方の手だけを外し、椿姫の刀をその腕で受ける。鉄でできた、鎖の編みこまれた腕当てと、手てつ甲こう。

　止められた刀の反動が、がちりと椿姫の腕にくる。骨から肉が引き剝はがされるかのような激痛だ。なんだ、この返しはと、椿姫は驚く。痺しびれるような痛みが、柄を握る手から肩に至るまで駆け上ってくる。

　そしてそのまま男は、椿姫の刀を受けた手を、すいと流した。

　──かわされた？

　渾こん身しんの一撃を、たやすくかわされた。

　いや、と思い返す。男の姿を見た瞬間に、力は抜いた。だからあれが自分にとっての必殺の一撃ではない。

　かわされただなんて思いたくない。

「避けたぞ」

　男が、拍ひよう子し抜けがするほど淡々と告げる。低い声には、魔物に対して刀を抜いたときのような、あの躍おどる感情はもう見受けられない。退屈そうな男の声が、椿姫の感情に波を立てた。

　椿姫の剣など、自分にとってはどうということもないのだと、男は態度で語っていた。

　黙って刀を鞘に戻す。だらりと下げた両腕がいつもより重い。

「あなたは誰？　どこの国の者です？　その太刀はなに？　太刀にかけられた呪まじないと、その呪術師は誰？」

　椿姫は黙っていられなくて、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせた。

「私の正体のほうが襲ってきた魔物より一大事なのか」

　男が可お笑かしそうに応じた。

「魔物は……」

　男の足下、湖水に洗われて、ピチピチとちいさく尾を震わせた、面妖なものが太刀に縫ぬい取られて跳ねている。尾びれは魚、鱗うろこが貼りついた全身。けれど胸びれの代わりにちいさな人の手が二本生え、なにより人の顔だ。

　ちいさな尖った歯がみっしり生えた口を開け、そこから臭い息を吐く人面魚。

　次々と奇怪なことが起こる。椿姫の関心は一時的に男から魔物へと移る。

「私は魔物に会ったのははじめてだ」

「こんなに魔物に近いところに暮らしているのに？　湖の向こうの森は魔物だらけだ」

「森には行ったことがない」

　ふうん、と男は興味なさげに声を出す。

「この魔物、まだ生きているの？」

　腰を屈かがめ魔物とやらをよく見ようと覗きこむ。

「生きてる。とどめを刺す前におまえに叩かれたんで、殺しそびれた。おい……あんまり近寄るな。雑ざ魚こだが、魔物は魔物だ。なにをされるか、わからない」

「これは雑魚なの？」

「文字通りの雑魚だ。それでも場合によっては人を湖に引きずりこんで、溺おぼれさせて、喰らうこともできるさ」

「雑魚でもあれだけ力があるの？」

　魔物というものは、侮れないものだと椿姫は思う。小物であれだけ力を振るうなら、力を持った魔物が相手ならどれほどのものか。

　しかし──見た目は悪いが、じっと見てみれば、ぎょろりと突き出た目のあたりに可か愛わいげを感じないわけでもない。なにより「牙を剝いた水」ならば殺しても仕方なく思えるが、人の顔をした魚という、多少は己おのれの理解の範はん疇ちゆうに近い生き物を、無駄に殺すのは気が咎とがめる。

「で、この雑魚をどうするつもり？」

「放つわけにもいかないから、殺すさ」

「あなたは呪術の心得があるわけじゃないの？　呪術で封じたら、魔物の力を殺そいで普通の生き物に変えたりできない？」

「そうできたとして、どうするんだ？」

「飼うことができない？」

　思いついたことを口に出すと、男が仰ぎよう天てんしたような声を出した。

「飼う？　魔物を飼う？」

「獅し子しも虎も鷹たかも野生のままなら人に危害を加えることもあるけれど、手なづけて飼うこともできる。虎を飼っている王家の話を聞いたことがある」

「火か劉りゆう国こくの話だな」

　男がうなずく。虎を飼う国のことを知っているらしい。

　そういえば火劉国で暮らす人の大半は赤毛か茶色の頭髪なのだと聞いている。だとしたらこの男は火劉の国の者なのだろう。

　しかし火劉国は遠い。真雍から湖と森を隔へだてた向こうの国だ。

　森は魔物が蹂じゆう躙りんし、いまや通行する者など誰もいない。そうするとずっと回り道をして、南の国境を越えて真雍に入国することになる。男はそうやって来たのだろうか。

　魔物も見たいが、男の様子も見たい。男の素す性じようを知りたくてならない。話しながらも、椿姫の視線は、上に下にと大忙しだ。

「虎が飼えるなら、魔物だって、研究してみたら飼えるかもしれないわよ」

「そんなことを試してみた奴はいままでいない」

　男が笑いだした。男の佇たたずまいは落ち着いたものだが、笑い声は朗ほがらかで、若い。

　あらためて見れば見るだけ──不詳な男だ。

　そして、強い。

　天女の面が邪魔だと思う。あの面を取り、男の顔を見たい。じりじりとした焼けるような想いが椿姫の胸の内側で生まれる。

　いままでの生涯で、誰かの顔をこんなにも見たいと欲するのは、はじめてのことだ。

「あなたは魔物の専門家ってわけじゃないの？　呪術を使うなら魔物にも詳しいのかと思った」

「討伐はするが飼ったことはない」

「じゃあ私が飼うわ」

「はあ？」

　男が呆あきれた声を出す。椿姫は頓着せず、顎をつんと上げ、男を見返す。

「はじめて見た魔物だもの。試しに飼ってみる。あなたが言うようにこいつは魔物として雑魚だというのなら、いざとなったときにうちの警備隊で仕留めることができるはず。注意事項を教えて。もしもあなたが魔物を飼うにあたり、注意すべきことを知っているのなら、ね」

　話しているうちにも、刀に縫い止められた魔物は、力を失っていく。最初はあちこちを見ていた目の力もとろりと弱まり、焦しよう点てんが定まらなくなっている。しきりに動いていたひれも、いまは思いだしたように、はためくきりだ。

「うちの警備隊？」

「私の庭に矢を射たのは、あなたでしょう？」

　下へ手たな小芝居は打つなと暗に釘を刺し、椿姫は水のなかに手を差し入れる。冷たい水が肌をピリッと刺激する。

「おいっ。本気か？」

　慌てる男を尻目に、椿姫は魔物の尾びれに触れた。さすがに顔の付近に手を差し出すのは、ためらった。あの尖った歯で嚙かまれては困る。そっと撫で、さすってみると──魔物の尾びれがしゅるると畳たたまれた。

「え？」

　目を瞬またたかせる間もなく、魔物は椿姫の手が触れた箇所から、その造形の輪りん郭かくを変える。丸い胴は少しだけのび、尾びれが足に、短かった手はそのまま、それから頭も人のままだが──見開かれたきりだった目に、まぶたの扉ができた。魔物がそっと目を閉じる。

　いまはもう不気味な人面魚ではなく、不格好で丸いが、ちいさな人の形に似た生き物だ。

　なにに一番似ているかというと──子鬼だ。

　尖った牙が口から突き出ている。角はないが、髪もない。つるりと剝はげた頭の子鬼。

「なんだ、こりゃあ」

　男が絶句する。

　椿姫はもうこのときには、この魔物を飼うと心に決めていた。弱った生き物を捨て置くのは気分が悪い。それがたとえ魔物でも。

「この子を飼うわ。だからその太刀を抜いて」

「抜いたら──死ぬかもしれんぞ。人もそうだ。傷口から刃物を抜くと血が噴き出てかえって危ない。こいつの場合、血は出ないだろうがな。噴き出るのは黒い水みたいな、粘つく液体だ」

　男は椿姫を止めなかった。飼うなとは言わず、太刀を抜くことで傷口から零れる体液のことについて言及した。

「試してみて」

　ぐいと男が太刀を引く。椿姫は子鬼の身体の下にそっと手を入れ、抱き上げる。
















　子鬼がかすかに目を瞬かせた。伝わるかどうかはわからないが、

「嚙んだら、もう一度、刀で刺すよ。だから黙って、私にまかせて」

　ささやいて告げると、子鬼が弱々しく目を閉じた。

　湖水から引き上げ、砂の上にその身体を横たえる。男が頭上でまたもや笑っている。低い笑い声が降ってくる。椿姫は、自身の着物の片袖を口でくわえ、白絹を引き裂き、子鬼の胸のあたりから噴き出る黒い水をその絹で止めた。もう片方の袖も破り捨て、ぐるぐると子鬼の胴を絹地で巻く。身体の構造がわからない。人間の止血と同じ感覚で止めればいいのだろうか。見当づけたあたりに強く圧迫をかける。

「助けてあげるからまかせてじゃなく、この期ごに及んで脅おどすのか。まかせてくれなきゃ殺すぞってのは、なかなか言えない。すごい姫だ」

　つぶやかれた台詞せりふに、椿姫は男を睨みつける。笑った理由はそれか。

「魔物って言葉が通じるの？」

「元が人間が混じっている連中だと、ときどき通じるらしい」

「元が人間？」

　聞き返し、子鬼の身体を抱き起こす。そろそろ雷牙あたりが追いつくのではと耳を澄ます。椿姫に遅れを取って、万が一でも椿姫の身になにかがあっては──と、警備の兵は必死でそのあたりを捜し回っていることだろう。

「……あなたって言葉が通じるのね」

　元が人間とはどういう意味だろうと考えている頭の片端で、思考のねじが、くるんと回転する。

「どういう意味だ？」

「真雍の男じゃないわ。その赤い髪。でも真雍の言葉が通じてる。誰に習って覚えたんだろうと思って。どういう必要があって習ったのかしらとか、どういう立場の人間なんだろうとか……聞いて答えてくれるならいろいろ考えなくて済むけれど……」

「なんでも思ったことは口にする主義か？」

　男は笑い声のままそう言い、首を左右にゆっくりと振る。呆れてでもいるかのような態度。口笛を鳴らし、背後を振り返る。いままでどこにいたものか、馬が一頭、駆けてくる。

　男もその馬へと走り寄り、ひらりと身体を翻ひるがえすと馬上の人となる。

　音が聞こえた気がしたのは、椿姫を捜す雷牙の馬の蹄ではなく、この男の馬か。そういえば月華はどこに逃げてしまったのか。月華があちこちを走り回って草を踏み荒らすことで、雷牙たちも見当違いの方向に走っているのかもしれない。

　月華だけを見つけ、椿姫の姿がなかったとき、警備の兵たちはどう思うだろう。

　雷牙は心配するだろうが──なかには喜ぶ人もいるのではと、皮肉な気持ちが湧き上がる。生意気な姫君より、上に掲げるのにふさわしい者は他にいると画策している者もいる。そういった臣下にとっては椿姫の不幸は朗報だ。

「一度目の矢の理由はわからないけど、二度目の矢は、私に対してではなく、この魔物に対して射たのね。私を助けようとしてくれた。ありがとう」

　魔物を飼うだなんてやめろと、たしなめない。おもしろがって笑いはするが、それを馬鹿なと制止しない男の態度が気に入った。

　抱き上げた子鬼は見た目ほど重たくはなかった。けれど、あの黒い水ほどではないが、どうにも臭い。なにかが腐ったときの臭い。

「一度目の矢も、当てようとはしていなかった。そもそも姫君自ら私を追いかけてくるだなんて想像していなかった。あやまるよ」

「当てるつもりのない矢の意味がわからない。なにかの威い嚇かく？」

「……自分でもよくわからない。すまん。でも悪かったとは思うが、おかげでこうして話すことができて私は楽しめた。馬を駆り、刀を持ち、魔物を飼う、命知らずの姫君。──その魔物は雑魚で、いまは弱っているからいいが、回復したら気をつけな」

「大丈夫。とりあえず私はあと四年は死なないから」

「どうして断言できる？」

「私の運命を見る巫女が、そう言った。あと四年は確実に生きる。だからここでは死なない。魔物もきっと飼えるわ。あと四年は無事に」

　男が首を傾げた。

「つまらんな」

「なにが？」

　馬上の男を見上げ、椿姫は聞き返す。

「運命というものがあるとして、その運命のすべてを事前に知ることができるだなんて退屈じゃあないか？　生きるか死ぬかぐらいは自分の好きにしたいもんだ。あと四年は死なないって？　私なら──そんなことを言われて過ごすのは窮屈だ。きっとその運命とやらに逆らいたくなって暴れだす。巫女の言葉を聞かないようにするだろうな」

　暴れるという方法は考えたが、聞かないようにするという方法は考えたことがなかったなと思う。

　笑い女は笑い、泣き女は泣いて運命を告げる者。彼女らに宣告されることを鵜う吞のみにするのが、これまでの椿姫だった。窮屈で、逆らいたくなって違う選択をする人もいるのだと言われていたがゆえに、逆らうこともまた予定された枠組みのなかのことのように思え、それもつまらないと、抵抗したい気持ちは封じていた。

「聞かないでいることはできない。毎日、巫女は私の側にいる」

　それが当然だった。そして椿姫は、二人巫女のことが好きなのだ。共に暮らすことに不都合はない。

「じゃあ巫女に魔物の封じ方を習えばよかろう。そいつ程度なら呪術で力を殺そぐことはできるだろう。飼えるかどうかは、知らんけどな」

　風が吹き、男の赤い髪が揺れる。仮面の奥で、男はどんな表情を浮かべているのだろう。

「その仮面を外して」

「断る」

　男が即答し、馬の手綱を引いた。

「また会える？」

　どうしてそう聞いたのか。椿姫自身にも定かではなかった。気づいたときには言葉は唇にのぼり、男は「どうかな」と応じると、椿姫に背を向け、馬の胴に軽く合図を送り走り去った。
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　怪け我がをした子鬼を抱いて帰る途中で、雷らい牙がと会った。

　月げつ華かを見つけたあとで、半狂乱になって捜さがしていたらしく、椿つばき姫ひめの姿を見つけて無ぶ事じを確認した途と端たん、小こ言ごとの山だ。

　なによりその手のなかに抱かかえているものが最悪だと雷牙は言う。

「でも珍めずらしいじゃない。珍しいものを飼うのって、貴族の証あかしでしょ？　それに見慣れたらだんだん可か愛わいらしく見えてくる」

「可愛くない。おかしいよ、その感覚！」

「それは見慣れるほど見てないからよ。ほら、よく見て」

　ぐいっと子鬼を雷牙の顔の前に突きつけると、顔立ちよりも、魔物の放はなつ異い臭しゆうが鼻についたのか、雷牙は「うえ」と妙な声をあげて顔をそむけた。

「なんだこの臭におい」

「ほら。それがまたいいの。どんなに私が汗臭くても、この子の臭いには負けるから。より臭いものを身近に置くことで、私の臭さを紛まぎらわせる作戦よ」

「……そんな姫君は嫌いやだ」

　げんなりと雷牙が肩を落とす。涙目になっているのがおかしくて、椿姫はくすりと笑い声をあげた。

　言い争いをしている声を頼りに二人巫み女こが椿姫たちを見つけ、笑い女が魔物を、泣き女が雷牙の相手を引き取ってくれ──椿姫は月華に乗ってうるさい雷牙を置き去りにとっとと城に戻ったのだった。

「魔物の大半は、人の妬ねたみや憎しみなどが形になって力を与えられております。はじめは人と遠いものでも、糧かてとして人の憎ぞう悪おを食べて大きく育つうちに、人の言葉のなかの真意を汲くみ取れるようになることが多いのです」

　椿姫の私室の横──二人巫女の部屋のなかに、子鬼の寝ね床どこが作られた。

　笑い女は魔物に対しても容よう赦しやがない。用意した冷たい水で手を冷やし、いままで椿姫が見たことのない軟なん膏こうの瓶びんを取り出し、子鬼の開いた傷口に指を差し入れ、薬を塗ぬりつける。

　傷のなかにめりこんだ指の動きに合わせ、子鬼がびくびくと身体からだを痙けい攣れんさせるのを見て、椿姫はさすがに顔をしかめる。傷の穴をさらにこじ開け、なかをぐちゃぐちゃと指でかき回される痛みを想像すると、身がすくむ。

　泣き女は雷牙と一緒に城のまわりを調べに行った。危害を加えるものが侵入しないようにと防御の呪術をめぐらせた内庭に向けて矢が放たれたのは、巫女たちにとっても一大事である。呪術の破れ目があるならすぐに補修しなくてはと、庭の外から城の周辺に至るまで点検をするらしい。

「本気でこれが回復したら飼うおつもりですか？」

　治ち療りようしながら笑い女が椿姫に問う。

「もしも可能なら。魔物というものがどういうものだかわからない。笑い女と泣き女が私にそれを教えてくれるなら、飼ってみたい。無理かしら？」

　たとえば飼うことでこの魔物が成長し、周囲の人に危害を加える事態がどうしても避さけられないなどと二人巫女に言われれば、おそらくあきらめる。彼女たちの予言は絶対なのだから。

　けれどそう思いながら、いままでにない苦い気持ちがこみ上げてもくる。

　椿姫は自分の毎日を、二人巫女の予兆の声に縛しばられている。

　仮面の男に指摘され、見ないようにしていた自身の不満の心が露あらわになった。他のみんなと同じように、結果を知らないままで、己おのれのそのときどきの欲望に従って生きてみたい。自分の選択の間違いを自分で被かぶる。無理かもしれないと思うようなことを努力で覆くつがえし、勝ち誇ほこる。その両方の感情を、椿姫は、知らない。

　間違うことのない人生。安全だけど、つまらない。

　つまらないと思うことは、恵まれたものの我わが儘ままか？

「無理ではない。でも苦労はする。たとえば──これは人肌を嫌きらう」

「人肌を？」

「かすかに感じられる霊気からして、たぶん元が水すい妖ようでしょう。魔物にも、水みず辺べに生きる魔物と、陸に生きる魔物がいる。水のなかに棲すむ魔物は魚と同じで体温が低い。彼らにとって人の肌は灼しやく熱ねつの塊かたまり。普通に触ふれると火傷やけどをしてしまう。だから触れるときはできるだけ、冷たい水で手を冷やし、肌を傷いためつけないように気を配くばることです。──逆に言えば水の魔物にとっては人の手そのものが凶器。討とう伐ばつのときに自分の熱い手が凶器になると知っていれば、有利。覚えておかれるのも、よいでしょう」

「へえ」

「ひとつ聞きましょう。はじめからこれは、この形でありましたかのう？」

　鋭い目で見つめられ、椿姫は狼狽うろたえ、しばしためらってから応じる。魔物とはどんな生き物なのかの講釈と、この魔物と暮らすための注意点を教えてもらうためには、噓うそをつくことは間違いだ。正直に伝えるべき事項だと判断し、口を開く。

「いいえ。はじめは顔のついた魚だった。でも私が触れた途端、形が変わって、人の形に」

「椿姫さまの手に触れられて、皮膚が灼やけ、火傷をしたから己の形を変えたのでしょうなあ。そのときに魔物は椿姫さまからも気を奪っております。お気づきでしたか？　魔物は人の負ふの感情が好物だ。椿姫さまのなかにあった危あやうい心を魔物は奪って、それを糧かてとして、人の形に己を変えた」

「私から？　それはわからない。負の感情って……それを食べられたなら、私はいまはとっても心健すこやかになってるっていう意味かな」

「それが理り不ふ尽じん。魔物に負の感情を喰くわれても、人はなかなか心安らかにはならないと聞いております。人の感情とは面倒なもの」

「魔物は実は、元が人間って聞いたけど？」

　仮面の男に言われたことを伝えると、笑い女が椿姫を見返した。

「魔物は人とはまったく違う生き物です。それを椿姫さまに教えた人間は、なにかを勘違いされている。──どなたがそれを？」

「忘れたわ。笑い女か泣き女が昔にそう言ってくれたんじゃあないかしら？」

　空とぼけても、すぐに噓はばれることだろう。でも仮面の男のことを伝えたくなくて、椿姫は我ながら苦しいごまかしを口にする。

　怒られる理由が増えるだけだからと、謎の男のことは話さなかった。もちろん魔物に襲おそわれたことも伝えなかった。ただ湖こ畔はんに、この、怪我をして倒れていた子鬼を見つけ、弱っている生き物をたとえ魔物といえど見殺しにはしかねたので連れてきたのだと噓をついた。

　矢を射た人物は取り逃がしてしまったが、魔物を見つけたのだと椿姫は言い張った。それを信じるなら、まだ怪しい人間が徘はい徊かいしているおそれがあるということで、雷牙はすぐに城の付近の警護についた。警備の兵が増員され、いまも城のまわりをぐるぐる回っている。

「だって……魔物についてなんて、怖いという以外に私になにかを教えようとしてくれる人、笑い女か泣き女以外にいるはずがないじゃない」

　噓をつきっぱなしにしていることができない質たちの椿姫は、黙っていればいいものを、ついついそうやって噓を重ねていく。

　二人巫女は、巫女だからもちろん、噓を見抜く。それでも今回は椿姫を問いつめることはしなかった。

「魔物は怖いなどと、私たちはお教えした覚えはございませんがのう。魔物は人とは違う生き物という、それだけのこと。大きな肉食の獣が人を食おうとするのと同じに、魔物の大きいものは人を餌えさにする。弱肉強食というそれだけの話です。ただし、人は人界に、魔物は魔界に暮らすのが世の理ことわり。魔物が人の世に紛まぎれているのは、人の世と魔界との国境が破れているからに相そう違いありません。そして人の世と魔界の国境が破れているからこそ、天人と人の世界もつながりました。私たちがここに来たのには理由がある」

「どんな？」

　理由があるというのならもっと早く知らせてほしかった。

　どうして椿姫に本物の二人巫女が憑ついた？　このままでは、椿姫は目隠しをされ生きていくことになる。自身では見えず、見ようともせず、二人巫女に両手を握にぎられて「こちらに行きんしゃい」とうながされるままに、引きずり回される。

　不幸を事前に知ることが楽だと暢のん気きに笑っていられれば、違うのだろうか。

　どうしていまさらこんなに苦しく、焦しよう燥そうにかられているのかが自分でも不思議だ。今け朝さまでなんともなかったことなのに。

「わかりませんのう」

　どこか他人事の口く調ちようで笑い女がつぶやく。

「巫女たちはいつも他人事なんだから。いつも困ってる私を見てるだけ。予言はしっぱなしで、つらいことがあってもその回避方法なんて教えてくれないし」

　毒づくと、笑い女が平静な顔つきで「そりゃあ、もう」とうなずいた。

「椿姫さまの人生は、椿姫さまのもの。先読みはできても、その代わりに我らが椿姫さまの人生を生きられるわけもない。当然のことでしょうに」

　表情のない二人巫女たちが、こういうときは本気で恨うらめしい。見てるだけ。見てるだけ。彼女たちは美しい顔でただ椿姫を見てるだけ。

「でも、もっと親身になってくれてもいいと思うの」

「我らは人ではなく、天人です。魔物が人の理と違うもので動く生き物なのと同じ、天人も人とは違う生き物。椿姫さまたちが感じるようには、私たちは感じられぬことが多い。心は、ある。けれど行動倫理が違うのです。お慣れくださいまし」

「慣れてるけどね」

　脱力して答えた。二人巫女が天人であり、そのため変人でもあることには慣れている。そんな変人が乳う母ばだった自分が、かなり突とつ飛ぴな姫に育ったこともわかっている。そこに文句はない。

　いや、文句はなかった。今朝までは、そんな自分自身を楽しんでいた。

　文句をつけたくなったのは、ここで寝ている子鬼のせいか？

　あるいは湖で出会った男の言葉のせいか？

「こいつ、私の言葉が伝わるの？　こいつに限らず魔物全般についてだけど」

「細かな部分までは伝わってはおりません。怖いとか、嫌だとか、好きだとか、苦しいだとか──温かいか冷たいか、そういうものが伝わる。異国の、言葉の通じない相手とでも、身振り手振りと顔つきで、悪意があるのかないのかぐらいは伝わるという、ああいう感覚に近い」

　笑い女は治療を終え、子鬼の傷口に布をあてがう。汚れた手を水で洗うと、水みず桶おけに溜ためてあった水がどろりと濁にごっていった。

「けれど魔物も力を持ったものは、まれに人語を解します。そして先ほどのお話からつながっていく。母の乳が子を育て栄養となって血肉になるのと同じに、人の負の感情が魔物を育て魔物の血肉となる。そうすると、魔物たちにとって、人は親でもある。特定のひとりの人間がずっと同じ魔物を育てることはめったにない。めったにはないが──たまにはあるのですよ。そしてその場合、たいてい最後に人は魔物に喰われてしまう。同じ人の想いを喰いつづけた魔物は、その人となりを模も倣ほうする。子が親に似るように」

「……つまり、私はこいつの親になるってこと？」

　椿姫の感情を喰って人面魚から子鬼になった。そしてこのまま飼いつづけていれば、おもに椿姫の気を奪って育つことになる。

「飼えば、そうなりますなあ。私たちの気を魔物は喰わぬ。魔物は案外、食い道楽。私にしろ泣き女にしろ、喰うにはまずいらしいですからのう」

　まずいのか……と思うと笑えてきた。気がおいしいかまずいかで優劣をつけられると思ったことはなかったが、なにに関してでも、自分のほうが評価されるなら少しは嬉うれしい。

　ちいさく噴ふいたら、笑い女が微笑ほほえんだ。

　曇どん天てんに切れ間ができて日が差したかのような笑みと共に、

「椿姫さまは夫を持ちましょうな」

　突然の宣告に椿姫は耳を疑うたがう。

「夫？　なにそれ」

「結婚をされる」

「ちょっと……いつ？」

「さあ、いつでしょうかのう」

　微笑んだまま笑い女は目を細め、鷹おう揚ようにうなずいた。

「時期はこの際、関係ない。さていずれ結婚されるとしたら、それまでに椿姫さまにいろいろとお教えしなくてはならないことが増えましたのう。呪術もそろそろ仕込みましょうか」

　それは嬉しい。呪術はいつか習いたかった。

　しかしこれは、喜んでだけいられる報しらせではない。

「時期は重要だよ。相手が誰かってのも」

　夫に欲しいと望む相手の見当もついていないのに、いきなり結婚の予測を立てられても困る。慌あわてて叫んだ椿姫である。

「責められても、わからぬものは答えられぬ。結婚されるときまでにはさすがに相手も知れましょうが。そんなことより、これを飼うお覚悟があるかどうかだけまず伺うかがおう。魔物の子育てをされる気か？」

　笑い顔のまま笑い女が問う。漆しつ黒こくの眸ひとみがきらりと光る。

　結婚に、子育て？　混乱した椿姫は声を荒げる。

「わかんないよ。そんなこといきなり言われたって！」

「育てぬなら放つのも迷惑じゃ。では殺すかのう」

　笑い女は潔いさぎよい。あっさり言ってのけ、一度手当のために巻いた布を引き剝はがしにかかる。子鬼はぐったりと目を閉じたきり、うめき声ひとつあげないままだ。

「ちょっと……待って。そんなふうにさっくりと殺すとか生かすとか……。ああ、もう、飼うから！」

　慌てた椿姫は笑い女の腕にしがみつく。

「ふむ。……魔物の母となりますか？　まあ気にそまぬ子に育ったときに、親が子を殺すのはよくあることじゃ。反対に、気に食わぬ親を子が殺すこともよくある話。お好きにお育てくださいますように」

　軽く頭を下げ、うやうやしく告げる。

「お好きにって言われても」

　しかもかなり不吉なことを平然と言われてもと、椿姫は頭を抱える。こういうとき、二人巫女はまさしく天人だと思い知る。人らしくないことを言い、実際に人らしくなく、すべての事象を淡々と受け入れる。

「大丈夫。椿姫さまは魔物には喰われません。いまのところ、そうらしい」

「いまのところ、ね」

　思わずつぶやいた。

　とりあえず二は十た歳ちまでは生きるという予言に含まれるのは──二十歳以降はわからないということ。先行き魔物に喰われますと予言されたら、さてそのときはどうするか。

　さすがに「飼う」と言いきった自分が無む鉄てつ砲ぽうすぎるかと、唇くちびるを嚙かみしめる。

　けれど──助けてしまったものに、いま一度、刃やいばを向ける気にはなれなかった。そんな椿姫は甘いのかもしれない。

　知らず漏もれるのは深い嘆たん息そくである。どっと肩に重たい荷が乗ったかのような気がする。

　胸中に溜まる息のすべてを吐きだしたとき、泣き女がやっと部屋に顔を出し、告げた。

「椿姫さま──父君が椿姫さまにお話があるとのこと。執しつ務む室に来ていただけますようにとご伝言を承うけたまわって参りました」







　平和というものは素す晴ばらしいが退屈だ。平和しか知らない椿姫は、過去の戦いくさの物語と歌を聞くといつも思う。戦のときの貴族の挨あい拶さつはどのようなものだったのか。どうであれ、城中においての、どうでもいい儀式としきたりのほぼすべてが、平和と過去の愚ぐ昧まいな貴族と大臣と王家が作りあげたものだと思うと、うんざりと腹が立つ。

　たとえば、肉親であろうと王の目は許しなく直視してはならない。

　開いた扉の外から父王の側まで、椿姫は両の手のひらを上に向けた形で前に突き出し、腰を屈かがめ、うつむいて視線を床に向けたまま、ずりずりとすり足で歩く。自分の手には武器はなにもなく、危害を加えるつもりなどございませんと示す服従の印。そのあと王の足を確認した地点で己の素す性じようを述べ、右に三度、左に三度その場で回転し、次に王の言葉を待つ。

「顔を上げよ」

　父王の声を聞き、椿姫は即座に顔を上げる。そして許可もされていないのに父王の目を見る。

　父の博はく雅が王おうはそんな椿姫の不ぶ躾しつけさを、おもしろそうな表情で眺ながめている。目が合うと太く形の良い眉まゆが器用に上下に動いた。端正な顔立ちだが、すべてにおいて男らしく、無ぶ骨こつだ。猛たけ々だけしさが渦うず巻く強い光の双そう眸ぼう。大きな口に、がっしりとした顎あご。まだやっと三十八歳の若き王。

　椿姫と博雅王の外見の相そう似じは耳の形ぐらいだ。椿姫は亡なき母にうりふたつらしい。しかし博雅王だけは「椿姫は、后きさきにはまったく似ていない」と言い張る。曰いわく、后の葵あおいは儚はかない風ふ情ぜいのたおやかな絶世の美女だったが、椿姫はただのじゃじゃ馬だ。豪ごう快かいに笑いながらの台詞せりふなのだが、聞いた臣下は誰も心から笑い飛ばさないのがなんだか微妙だ。

　じゃじゃ馬なのは否定できず、そして城中の意向としては、じゃじゃ馬姫のことが不満らしい。

「美しい着物だ。が、汚れておるな。それに奇妙な形だ」

　子鬼の手当てにと、袖そでを破ったきりの白しら絹ぎぬに桜模も様よう。さらに、どたばたと暴れているうちに膝ひざまで脇の縫ぬい目がほどけ、そのほうが動きやすくてありがたいと下着の襦じゆ袢ばんも含め、左右対称に縫い目を力尽くでほどいてしまった。細帯も邪じや魔まにならぬようにと平らにならす形で締しめ、硝子ガラス玉だまをはめた紐ひもで留めている。

　二人巫女は王に会うのなら着替えろなどとは言わなかった。そして椿姫も思いつかなかった。そんな姫であり、そんな乳母たちである。城中で、椿姫の周囲だけ浮いているのはよくわかっている。

「汚れも模様とお思いください。それにものの形は少しずつ変化していくものです。なにによらず」

　つんと顎を上げ、言い返す。

「困った姫だ」

　博雅は笑う。

「第一、これはとても動きやすい」

　脇が破れた裾すそを持ち上げ、ひらひらと布端を振り回す。
















「そのようだ。くるくると、よく回っておった。わしの前で回る速度をおまえは毎回更新している。そのうち独こ楽まより早く回れるようになるな。あそこまでぐるぐる回るのは、おまえ以外には誰もおらん。よくぞ目が回らないなといつも感心する」

　とぼけた口調で博雅王が言う。

「父君……目は回るし、余計なことは早く済ませたいの。あんな挨拶は無意味だわ。なくしてしまってもよいのではないかしら？」

「そうでもないぞ？　自分の目の前であらゆる人間が等しくくるくる回ってみせるのを見るのは、存外、愉ゆ快かいだ」

「回ってるほうはあんまり楽しくないわ」

　人払いしていなければ、こんな話し方はできないだろう。父と子といえど、真しん雍ようの王とその臣下のひとりという立場となる。王にあの口の利ききようはなんだと、大臣たちが非難を浴びせる。直じかにではなく、陰かげでこそこそと。

「……だろうな。では怒らず、どうしてこんなしきたりを過去の王と宰さい領りようが作ったのか、推察をするとよい。父と子であってもしきたりのとおりに振る舞わねばならなかったことの意味も含めて」

「それは……」

　このしきたりができたのがいつかは定かではないが、きっと王は、臣下の反逆を怖おそれていたのだろう。手を空からにして会う相手としか話せないような王とその臣下たちという関係性がかつてあったのだ。父と子においても、その関係性は同じだったのだ。

「真雍はずっと平和だったわけではない。わしの祖父は外との戦で亡くなり、わしの父は──」

　公然の秘密。博雅王の父王は、毒殺されたのだとささやかれている。臣下のひとりが、まだ年若い王子を王に擁よう立りつし、その背後で若き王を操あやつって陰の実力者になることを画かく策さくした。

　そして博雅は十八歳で王となった。

　博雅王が最初に行ったのは、父王を暗殺した臣下の斬ざん首しゆだった。

　博雅王は、若き日、無能なふりをして過ごしていた。秀ひいでたところのなにひとつない王子だと周囲に思わせた。当時、王は複数の后を持ち、複数の王子が生まれていたが、優秀な王子たちは、不思議と、次々と死んでいった。

「けど……いまは違うわ。不要なしきたりはなくしてしまえばいい」

　博雅王は后をひとりしか持たなかった。正妃は、姫をひとりだけ産んで、現世を後にした。真雍に王子は不在。しかし、後こう宮きゆうの后たちの生んだ血筋を辿たどれば、男が複数残されている。血というものだけを王位の証にし、それを男子にのみ受け継ぐものと規定すれば──博雅王の亡きあとを継ぐのは、いまは日陰の後宮生まれの御み子こたちだ。いずれもそれぞれいい歳になっている。

「すべてをなくすと、あとが困る。おまえとわしだけがしきたりから逃のがれられるなんて、そんなゆるい話はとおらぬ。血がつながるものも、その血の濃い薄いに限らず、みんな一様に同じ振る舞いを王に示さなくては」

　博雅王は、王として立ったときに臣下の粛しゆく正せいを行った。その行いにより「冷血王」という名をささやかれている。己のために大臣たちを軒のき並なみあの世へ送りつけ、それから国政に手をつけた。

　血も涙もない王だと民と臣下に噂うわさされるが、椿姫にとっては、父王は温かい血の流れる普通の親だ。人は物事の表層にしか目を向けない。その裏側にある真実を見ようとせず、表面だけを取りざたし、おもしろおかしく風評を流す。

「私だったらなくすわ」

　椿姫は毅き然ぜんとして言いきる。

「まったくおまえは葵には似ておらんのう」

　博雅王は困こん惑わくの表情を浮かべ、首を左右にゆっくりと振りながら椅い子すに腰を下ろす。軽く手を叩くと、隣室にいた宰さい相しようが「お呼びでございましょうか」と顔を覗のぞかせる。

　声をかけながらも顔はうつむき、視線は床。

　宰相は、博雅王が王になったときに、その地位についた。現在、王室の側近である者たちはみんなそうだ。そしてそのほとんどが外とつ国の血の流れを汲くんだ者たちだった。

　そもそも真雍の城は、もともとはこの地ではなく、天てん道どう山ざんを背後に控ひかえて建っていた。

　先代の王が城をここに移したのち、都みやことしたのは博雅王からのことである。

　しょっちゅう城を抜け出て町を徘徊し、ならず者たちとも通じる、しようのない王子だったと聞いている。十代の頃から旅をして回り、異国風の出で立ちで、ふらふらと遊び歩いていた風来坊で、どうやったところであの王子には政治はできぬし国も守れぬと、臣下がみんな口を揃えたのだそうだ。あれは、駄だ目めだ、と。気まぐれに過ぎる、と。

　しかし、外つ国と町とで拾い集めた人材が、いまや博雅王を盛もり立てているのだ。

　宰相のオルガは博雅王と同じくまだ若い。四十を越えたばかりの年頃だ。金色の髪に青い目の帰化人だ。

「うむ。先刻の書面をこちらに」

　博雅王にうながされ、オルガもまた手を差しのばしたままですり足で進む。違うのは、指さし図ずされた書面が片手に握られていることだ。

　オルガも博雅王と椿姫の手前でくるくると回る。右に三度。左に三度。なるほどオルガの回転はゆっくりだ。これに比べたら自分の回り具合はよほどめまぐるしいなと椿姫は思う。

「顔を上げよ」

　オルガが顔を上げうやうやしく書面を博雅王に渡す。

「火か劉りゆう国こくから使者が来た。我が国との縁組みを所しよ望もうだそうだ。というわけで、おまえ、正直に言えば真雍にもそろそろ飽あきがきただろうから、ちょっと嫁に行かぬか？」

　ちょっとそのへんに、気分転換に遠乗りに出ればいいだろう程度の気安さでそう言われ、椿姫は一瞬、息を飲む。

　笑い女の告げたとおりだ。どうやら結婚するらしい。

「誰のもとに嫁に？」

　事前に巫女に言われていたせいで驚きよう愕がくは少ない。咄とつ嗟さにそう聞き返すと、オルガがなんとも言いようのない感じで顔を歪ゆがめてみせたのが視線の端に映うつる。呆あきれたような笑いと感かん歎たんと。

「火劉の王からの申し出だ。あちらは第二王子の冬とう威い殿との縁組みを望んでおる」

「その使者は？」

「もう帰った」

「私に会わずに？」

　椿姫はおもむろに腕組みをし、博雅王とオルガとを睨にらみつける。顔も見ないで嫁に迎えようというのか。

「使者は、文書を手渡すことが務つとめ。おまえの顔を見るのはまた別な相手がよこされるのさ」

「まどろっこしい……」

「それが王家であるということで、それが国と国との婚こん姻いんだ。火劉は真雍と同盟を結びたい。なぜなら泰たい国こくが昨今怪しい動きをしているからだ。泰国の国主は野心家だ。泰国はずっと真雍と睨みあっている。真雍が万が一にでも落とされたなら、真雍の次に、泰国の標的になるのは火劉国」

「なんで？　それって馬ば鹿かな話じゃない？　私が火劉の王だったら、真雍と同盟を結ぶより泰国と結ぶわ。泰国と火劉とで挟はさみ撃うちにしたら、いくら西の関が難所であっても、同時の攻撃に真雍が耐えきれるわけがない。兵力が分散されれば、いずれは真雍も落ちるでしよう。西の関は守るのにたやすく、攻めるのに困難。でも、もうひとつ別の国が加わるのなら、また話は違う」

　なにかしら物言いをつけたいだけで、思いついたことを口にする。つまり火劉に嫁になど行きたくないから屁へ理り屈くつをこね、火劉の王の考えとやらをこきおろそうとした。

「そうだ。だからおまえ嫁に行け」

　けれど返ってきた答えは、椿姫の目論見もくろみとは真逆なものだ。

「え？」

「火劉国と泰国とで同盟が結ばれたら真雍が困る。泰に嫁入りさせるか、火劉に嫁入りさせるか、どちらかをずっと考えていた。そうしたら先に火劉から声がかかった。だから火劉に嫁に行けばいい」

　椿姫は組んだ腕をほどき、立ち尽くす。

「では真雍の次の王はどうなるんですか？」

　漠然とだが自分が立つのだと思いこんでいた。女王が国を治めたという前例はないが、椿姫がそうしてはならないという掟おきてもない。周囲は反対したとしても、父王は椿姫が、国主になりたいと告げれば、後押しをしてくれるはずだと信じていた。

　なのに博雅王は、あっさりと、他国に嫁に出ろと言う。あんまりだ。

「とりあえずわしはしばらく死なぬ。そのあいだに考えておく」

「嫌です」

　考えるより先に思いが口を開かせる。予言されていて、あらかじめ結婚話があるらしいとわかっていたが、それとこれとは別だ。どうやら自分は結婚するらしい。笑い女が笑っていたから、これは自分にとって良い話らしい。頭では、わかる。しかし心では、わかりたくない。

　はじめて──心が、二人巫女の予言を心底、拒否した。

　納得できない。その運命を信じたくないし、できるものなら覆くつがえしたい。

　頭のなかがカッと熱くなる。燃えるようなこの感情は、怒りだ。椿姫は、博雅王と、さらに自身の運命というものに対しても、怒っていた。

「そりゃあ嫌だろう。見たこともない男に嫁とつぐんだ。だが考えてみろ。見たこともない国に公然と行ける。おまえの見けん聞ぶんが広がる。おまえはいまだ真雍の、しかもこの城と、都の付近しか知らないではないか。そのままこの地で、そうやって暮らしていくことで満足か？」

「不満です。でも……それとこれとは別よ」

「嫌がっても知らぬ、嫁げ。これは命令だ」

「噓。父君は私にそんな理不尽な命令なんて……」

　下せないはずだと告げようとしたが、途中で舌の動きが止まる。

　本当に？　父は、父である前に、真雍の王だ。

「なにをいまさら、わしは冷血王と言われる男だ。娘が相手でも情をのみ優先はせぬさ」

　案の定の返答に、椿姫は唇を嚙みしめる。この場合、博雅王の決定を翻ひるがえさせるものは、情ではなく、理ことわりだ。けれどその理にあたるものを、椿姫はなにひとつ思いつけない。自分が火劉に嫁ぐことで真雍が不利益を被こうむるだろう、なにかの理由。

　もっとそれぞれの国情や国益について調べておけばよかった。普段から意識して習い親しみ、己の考えを持っておくべきだった。

　いまさらの後悔。

「でも父君は冷血ではないわ」

「そうか？　わしは冷血王という呼び名を気に入っているよ。真実、わしがどんな人間かなどどうでもいいのだよ。冷血王──いい名前じゃないか。穏おん和わ王よりは歌になりやすそうだ」

「歌になろうと、なるまいと、どうでもいいわ」

　こんな話をしたいわけじゃないのに、どうしてこんな言い争いを？

「後世にわしは冷血王として名を残すのさ。詩人が冷血王のための歌を作り、冷血王が冷血王であるがゆえの伝承が語り継つがれる。わしが死んだのちもずっとずっと、わしは物語のなかに印を刻きざんで、語り継がれる」

「死んだあとのことなどどうでもいいわ。それに私は自分の呼び名なら自分で作る」

「なるほど。じゃあおまえはことあるごとに我が名を名乗れ。そんなものは名乗った者勝ちだ。おまえが自らを勝利の女神と名乗り、戦に出て、その勢いで勝ち戦が一度でもあれば、以降、人はおまえを勝利の女神と呼ぶだろうさ。で、おまえはどう呼ばれたい？」

「呼ばれたいのは……そんなことは考えたことないわよ！　そんなことはどうでもいい！　ただ私は結婚なんていまはまだしたくないっていうだけ！」

　とうとう癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なってしまった。博雅王が薄い笑みを浮かべ、椿姫を見返す。

「いますぐ嫁に行けとは言っておらん。向こうからの使者はすぐに帰った。宴うたげを開いてもてなそうと伝えたが、火劉の王に文書を渡したらそのまま至急戻れと厳げん命めいされたのだとよ。短気な王の子息である、第二王子もまた短気だと噂で聞く。同じく短気なおまえと気が合うだろう」

「短気同士だと喧けん嘩かになるに決まってる」

　とにかく文句をつけたいので言い返す。博雅王は眉を持ち上げ、鷹揚にうなずく。

「一理ある。──まあそれはあとで考えよう。なにせ相手の王子がどんな男だか、噂でしか知らん。年は二十一歳とおまえより年上だ」

「二十一歳でもう結婚？　早すぎるわよ」

「そうか？　十六歳のおまえとはつりあうかと思うが？　わしとて、可か愛わいい娘を、親の自分と歳の近い中年王子に嫁がせたくはない」

「私だって父君と同じぐらいの歳の人は……そういう問題じゃなくって、つまり私も、その火劉の第二王子も、まだ結婚なんてしなくてもいいんじゃないかっていうことを……」

「いずれするなら、いましてもいい」

　椿姫の反論を博雅王はひと言で封ふうじた。

「火劉の第二王子は社交は嫌いらしく、あまり外には出てこない。これから返礼の使者を火劉に送る。使者が火劉に辿りつくのは、ひと月の後だ。こちらからはおまえの絵姿を送ろう。それに対して相手がまた絵姿なり、もしくは本人が出向いてくるなりする。それからおまえがなにを嫁ぎ先に持って行くか、対して相手から真雍に贈おくってくれるものはなにかの取り決めをし、結婚はそれ以降。ざっと六月はかかるだろう。心の準備ができる時間はたんとある」

「断るという選せん択たく肢しは？」

「ない」

「どうして？」

「それはおまえが女だからだ。この国に女王が立ったことはない。おまえが真雍のためにできることは、女として、他国に嫁に出て同盟を結ぶことぐらいだ」

　椿姫は拳こぶしを握りしめる。爪が手のひらに食いこみ、痛い。でもいまは痛いぐらいでちょうどいい。苦痛で気持ちがしゃんとして、泣いたり、わめいたりしないでいられる。

　女にできることは嫁に出ることぐらいだと父に断定されたことが屈くつ辱じよくだった。女にできるのはその身体の切り売りぐらいだと言われたような気になる。知恵や武力など女にはないも同然。だから王にはなれないという侮ぶ蔑べつと感じ、目の前が怒りで真っ赤に染そまる。

「つまり、私自身が求められているわけでもないのね？　私が、真雍の姫で、女だから嫁にこいっていう意味よね？　火劉の王子は、私が美人だろうと不ぶ細さい工くだろうと、じゃじゃ馬だろうと変わり者だろうと女らしかろうとどうだっていいってことね」

　せめて使者も椿姫の顔かたちと、魂の在処ありかぐらい見て帰れと思う。椿姫を見ずに、博雅王を見て帰国した使者に対しても憤いきどおる。

　どいつもこいつも馬鹿にしている。

「おまえが不細工だとは欠片かけらも思っておらんだろうよ。真雍の姫が美しいのは諸国が承知。美しすぎるがゆえに面倒を怖おそれ、王は城に姫君を閉じこめているのだと思われている。年の割には頭が回り、しかも生意気でじゃじゃ馬すぎるから隠しているのだとは誰も思うておらん」

　博雅王は、椿姫の顎に手を添え顔を持ち上げた。

「嫁に行き、火劉から泰を討うて。そのとき真雍は火劉に同盟国として援軍を送る」

　予想外の話に、椿姫は目を見開く。

「火劉は代々、直系の長子が王になる。第一王子が存命な限り、第二王子は気楽なものだ。火劉の第二王子は特に変わった男らしいし、おまえと馬が合うだろう。聞く話から推察するに、第一王子は凡ぼん庸ようだ。凡庸だからこそ臣下に好かれる。臣下と貴族は、自分たちの国策に従って施し政せいする王を尊とうとぶ。王とは、人形の頭だ。国という人形の手足は臣下と貴族、そして民。頭はいくつでもすげ替えられるものだ。手足と胴体さえ健在ならば、な。間抜けな王は、自分が人形の頭ではなく、人間の頭であると自惚うぬぼれる。人の頭なら胴から落ちれば、その人は命を落とすが──たいがいの国は、王という頭が取れても、すげ替えれば国は続くものだ。覚えておけ。王とはその程度のもの。おまえを真雍の女王になどと、だからわしは願わぬ」

　聞き捨てならないことをさらりと告げ、博雅王は笑う。

「父君は人形の頭のような王じゃないわ」

　椿姫の顎をつかむ博雅王の指に力がこもる。

「さて、どうかな？　もしも父を評価しようとするのなら、おまえは見聞を広めてから、あらためて王としてのこの父を見直せ。そのあとでならおまえの話も聞こう。おまえはまだ十六歳で、なにも知らない。──椿姫、火劉の第二王子は九つのときに泰国で人ひと質じちとして三年ほど過ごしたことがあるそうだ」

「人質？」

「表向きは、使者であり、異国の文化を知るために学びに出向いたとなっている。しかし、内実は、人質だ。人質だから、なにか問題があれば殺される。九歳で人質として他国に渡り、味方は数人しかいない。おまえに想像できるか？」

　一瞬、気を飲まれたが──しかしよく考えれば椿姫の現状が似たようなものではないか。十六歳で「結婚」という名目で他国に人質に出される一歩手前。

「想像してみなくても、もしも結婚したら、私にはとても身近に感じられる境遇でしょうね」

　毒づくと、博雅王が満面の笑みになる。

「そうだ。おまえは利発だのう。──国に何人かの王子がいれば、そうやって、時期に応じて人質を差し出すのも外交だ。真雍に王子はおらず、姫がひとりいる。嫁ぐのもまた、外交のひとつだ」

「だから断れないというの？」

「断る理由がない。──第一王子は戦は苦手そうだが、第二王子は必要な戦なら仕掛ける男だ。さあ、その利発な頭で考えてみろ」

　考えた。しかし特にこれという断るための理由も浮かばず、かといって第二王子が戦上手らしいという情報から推察されるものがなにかも不明なままだ。

　椿姫は眉み間けんにしわを寄せ、沈黙する。

　そうか。椿姫の父は──冷血王だ。いまのいままで合が点てんのいかなかった名の由来が腑ふに落ちる。博雅王は国を広げるためにならば、理性によって、血を凍らせる。娘の椿姫すら駒こまとして動かす。

　父の新たな側面を知り、魅み入いられたようになって視線を引き剝がせずにいた。

「おまえは女だ。女だからこそ、できることをやってこい」

　低い声で恫どう喝かつするようにそう言われた。

　今度の「女だから」は、椿姫には理由がわからなかった。貶おとしめられているのではないのは真っ向から睨みつけるような視線で、推察できる。

「おまえは自分ではその真価を把は握あくしていないが、大層、美しい。美しさは、人の武器にもなり得るのだ。刀や弓矢だけではなく、美もまた武器であり、防具になる」

　博雅王の手が離れ、椿姫はそれまでずっと自分が息を詰めていたことにやっと気づいた。父の気迫に負け、緊張していた。握りしめていた拳が自然とほどけ、深く呼吸する。胸のなかになまぬるい空気が入りこむ。息を吸いこんでも、椿姫の胸はまだどこか息苦しいままだった。







　言い含められたまま執務室を出た。椿姫の混乱は収まらない。椿姫と博雅王のやり取りを、オルガは傍かたわらで平静な顔つきで眺めていた。オルガにとってはあれがいつもの博雅王なのだと、その表情から知ることができた。娘の椿姫にはわからない、王の顔。

「王は人形の首」

　つぶやきが唇から零こぼれる。

　博雅王は「王とはその程度のもの」と思いながら、王の椅子に座るのか。そして国を広げようとしているのか。十六歳の椿姫には、父王のその意志が、どこから湧わいてくるものかがわからない。

　何な故ぜそこまでしなくてはならないのか。

　椿姫という娘を、よく知りもしない男に嫁がせてまで、国というものは広げていかねばならないものなのか？　泰国のいまの王が俗物らしいとは聞いている。泰国と真雍がいつも睨みあい、歴史的に、互いに相手を自国の領土にしようとせめぎあってきた過去も二人巫女に習って知っている。

　わからないといえば──美しさが武器になるということも。美が人の武器となり防具となると言われても、椿姫にはわからない。

　女だから刀がうまく使えない。女だから男相手に力では勝てない。それならば、わかる。そして椿姫はずっとその事実を悔くやしいと思っていた。女であることに不満はないが、性差によっての身体の違いと、表に現れる事実に対して、ふがいなく、やるせない気持ちを抱きつづけていた。

　なのにいまそれまでとは違う観点で「女であること」を見よと博雅王に突きつけられた。

　しかも婚姻という人生の重大事と同時にだ。

　どうしても冷静に考えることができず、狼狽うろたえた心模様のまま、椿姫は自室のある城の離れへと廊下を歩いていた。

　城は中央に天守が設もうけられ、博雅王の執務室もそこにある。天守のある棟むねを中心とし、蜘く蛛もの張り巡めぐらす巣のように、回廊が周囲にのびている。その湖側に至る回廊の先に椿姫の部屋と内庭とがある。

　見聞を広めろという父王の言葉はありがたい。それが、嫁に行くついでにという言葉と共に語られなければ、椿姫はどれほど歓喜したことだろう。他国に行き、他国の暮らしぶりを見てみたい。できれば貴族の生活ではなく、民の暮らしに紛れてみたい。かつては博雅王がそうやって忍んで民たちの様子を見て回ったのだと聞いていたからこそ、そのうち自分もお忍びで街の人びとと話す機会があればいいと願っていた。

　二人巫女の目を盗んで城を出ることがかなわずに、いまに至る。

　でも、どうして自分は、二人巫女に見つかって叱しかられながらも、城を抜け出ようと挑戦しつづけなかったのだろうといまさらほぞを嚙む。二人巫女の宣告する運命に疑問を抱かず、予言のままにその道を歩いてきた日々。つまり、椿姫は二人巫女の支配を抜け出したいと、感じたことはなかったのだ。

　それだけではなく──なにひとつ自ら学ぼうとはしてこなかった。博雅王を説得できるだけの理論もなく、王の顔を見せた父の迫力に負けて、たいした反論もできずに部屋を追い払われた。

　とぼとぼと肩を落として歩いているうちに、またもや、だんだん腹が立ってきた。

　今度の苛いら立だちは自分自身に対してだ。のほほんと、与えられただけのもので満足し、なにひとつ我が手でつかもうと努力してこなかったいままでの自分の甘さに怒りが湧く。

　知らない男のもとに嫁げと言われて、言いなりにならざるを得ないのは──自分自身のだらしなさゆえだ。他の誰が悪いのでもなく、結局、欲求を押し通す力を持たない自分が悪い。

　なにが、じゃじゃ馬だ。お転てん婆ばだ。そう言われて少しだけ、その気になっていた。

　本物のじゃじゃ馬ならばもっと気骨に一本、太い芯が通っているはずだ。いざ自分の未来を決めようという局面で、流されて、言いなりになるしかない自分が悲しい。

　考えていたら、目の奥と鼻の奥がつんと熱くなった。じんわりと痛む。涙が零れそうになり、椿姫は歩きながらごしごしと手の甲でまぶたを拭ぬぐう。

　泣くものか。こんなことで泣いてたまるか。

　けれど涙が頰ほおを伝う。

　おかしい。泣き女はなにも告げなかったのに、椿姫は、久しぶりに泣いている。それともこれは悔し涙だからか。悲しい涙を泣き女は告げるが、悲しみ以外の涙は予言しないはずだ。笑いが常に幸福によってもたらされるものではなく、自じ嘲ちようや、他人や自身をごまかすための偽の笑いがあるように、涙をもたらす感情もただひとつとは限らない。悔しいときや怒りに満ちて涙が溢あふれるときもある。人の心は複雑だと思う。

　そんなことを思考しながらも、涙が次々と溢れてくる。これを止めるためになにをしたらいいのか。椿姫は立ち止まり、目を擦こすり上げてから、無理やり、笑みの顔を形作る。

　深呼吸をひとつ。さらに、もうひとつ。

　しゃくり上げるほどの涙でなくてよかった。こうやって、ごまかしていたら、どうにか涙も止まりそうだ。目を瞬しばたたかせ、遠くを見つめる。

　いまは誰にも会いたくない。ろくな顔をしていない。泣き顔で目が腫はれているなんてと両手で顔を覆おおって、もうひとつさらに深呼吸して落ち着こうとしたとき、背後から人が駆かけ寄って来る足音が聞こえた。

「椿姫さま──こちらにいらっしゃいましたか。お探しいたしました」

　馴な染じみのある声こわ音ね。椿姫は顔を覆っていた手を少しだけずらし、指の隙すき間まから相手を眺め、吐息をつく。

「雷牙」

　二人きりのときの砕くだけた話し方と、いまは別だ。誰に見咎とがめられるかわからないから、雷牙もそれなりに他人行儀。自分より身分の高い相手の目を直視してはならないという儀礼にのっとり、椿姫の足下を凝視しながら語りだす。

「申し訳ございません。警備の者が付近を捜索しましたが、不ふ審しんな人物は見あたりませんでした」

「もう逃げたんでしょう」

　両手を脇に垂たらし、あっさりと言う。矢を射た相手は、天女の仮面をつけたふざけた男。そしてその男はとっくに立ち去った。その事実を椿姫が隠しているから、警備の者たちが走り回っていたのだ。

　雷牙が膝をつき頭こうべを垂れる。椿姫にとっては許しの台詞だったが、雷牙は、不審者を取り逃がした失態を責められたと受け取ったようだ。

「あー、あのね。そんなふうにしなくていいから。だって結局、私は怪我もしてないし、それにいまはそれどころじゃないし」

　嫁に行くか、行かないかで頭がいっぱいで、不審者のことなどすぽんと脳から抜け落ちてしまっていた椿姫だ。

「いえ。それに矢を射られただけではなく、城の倉から、天女の面が盗まれたと──」

「天女の面？」

　椿姫は驚いて聞き返す。魔物から助けてくれた赤い髪の男は──天女の面をつけていた。あれはもしかしてこの城から盗んだもの？

「芝しば居いで使われる天人の女神の？」

　返事を求めるつもりもなく、ぽつりと、つぶやく。

「そうです。俺は詳くわしいことは知らないけれど、なんだか曰いわくのある品物だったらしくて、倉の鍵かぎが壊こわされて開いていたのはなにより警備隊の目が行き届かなかったことだと……」

　倉のなかに収められているもののことなど、椿姫は知らない。

　ただし倉のなかに収められたものすべてに、巫女たちが呪術をかけていることは知っている。財宝や宝石だけではなく、倉のなかのガラクタに至るまで、封じの鍵の呪まじないをかけているので、その鍵を巫女たちの手によって解かないことには──倉のものを手にした人間は、それを持って国の外には行けないはずだった。

　つまり盗んだ人物は、その盗んだ品物を捨てるか返すかしない限り、真雍の国境の外には行けないようになっている。

　これは王族だけが知る事実。

「では、私の巫女たちはいまなにをしているの？　城のまわりにかけた呪術に破れ目ができたのではと調べに行ったのは知ってる。そのあとの報告を聞きそびれたわ」

　泣き女に王の執務室に行くようにと告げられ、そのまま部屋を出た。

　倉の鍵まで壊され、なかのものを盗まれたとあっては、警備隊もさることながら守護の呪術をかけた巫女たちも慌てているのではと思う。

「巫女たちはお二人ともにお部屋に戻られました。あの……椿姫さまがお連れになったものを……介かい抱ほうして……」

「ああ、あの魔物ね」

「はあ。なにかいろいろと忙しそうにされていました。警備隊には、破れ目はできていなかったとの報告を受けております。ですからあの矢と不審者は、危害を加えるような脅きよう威いではなかったのだと巫女たちが……でもそれならば壊れた鍵と盗みは内部のものの仕し業わざになってしまうし……」

「ならばそれでもういいわ」

　盗まれたのだとして、その盗んだ相手を椿姫は知っている。天女の面の価値についてはわからないが、あとで巫女なり、博雅王なりに尋たずねればいい。

　男は森を駆けていった。盗人を捕まえるためには森へ行けばいい。

　森のなかを男はただひたすらさまよっているはずだ。面を被ったままでは、真雍の国の外には出られないのだから。

「しかし──」

　まっすぐな資質の雷牙には、納得のいかない顚てん末まつらしい。感情のまま顔を上げた雷牙は、椿姫の表情に気づき顔色を変える。

「椿姫……さま？」

　心配そうな面おも持もちで気き遣づかう声をかけられて──椿姫のなかでもやもやとしていた感情に火がついた。自分はいま泣いた顔をしている。よりによって雷牙にこの顔は見られたくなかった。

　悔しい。情けない。腑に落ちない。幼なじみの雷牙は、己の意志で警備兵の地位についた。同じに学び、過ごしてきたのに、どうして自分は、自分の意志で、生きていく道筋を決められないのか。どうして？

「雷牙──なにも言わずに刀を取って」

　言い放ったときにはすでに椿姫は自分の刀の柄えを握り、鞘さやから引き抜いていた。

　敏びん捷しようさでは勝まさる。ただ力が足りない。打ち合いになれば、やられる。

「え」

「刀を取らないと、あなたが怪我をする。私は真剣よ。本気で私と闘って」

　張りのある声で不ふ遜そんに告げる。これは命令だ。逃げることを許さない。

　椿姫は振り上げた刀を頭上から振り下ろす。雷牙が身を翻ひるがえし、それを避よける。重ねて刀を振り下ろし、足下をなぎ払う。雷牙の手は自身の刀の柄に触れもせず、ただ逃げ回る。ひらりと飛んだその足下を、椿姫の刀が一いつ閃せんする。半はん袴ばかまの裾が音を立てて揺れる。切っ先が布地を裂さき、捲まくれ上がる。

「刀を抜いて！　これは命令よ」

　隙をつこうと探るが、驚いたことに今日の雷牙には隙がない。真剣を振り回されているのなら当然か。好きこのんで皮膚を切り裂かれたいと思う人はいない。

　命令という言葉に反応し、雷牙が刀を鞘から抜いた。横に払った椿姫の刀を、雷牙の刀が受け止め、払う。刹せつ那な、刃が嚙み合う音がして、ちいさな火花が散った。椿姫の手に、強い衝撃が走り抜ける。力まかせに払われた反動が、指の骨を震ふるわせる。

　椿姫は払いのけられた直後、雷牙の次の攻撃にそなえ身を構えた。打って、打って、打って、打つのが雷牙の常だ。しかしくるだろうと予測した雷牙の次のひと振りは、こない。真っ正面に刀を構えたまま、静かに佇たたずみ、椿姫を見返す。

「なにをしているのですか！」

　互いに打ちに出る隙がなく、睨み合っていたら、背後から怒鳴り声が聞こえてきた。女官のひとりが打ち合う椿姫と雷牙に気づいたらしい。天守につづく回廊なのだから、見つからないほうがおかしい。

　雷牙の集中が途切れたのを感じた。構えを解き、片手でだらりと刀を下げ持つ。走り寄る女官の足音を椿姫は背中で聞いている。後ろから、来る。でもいまは──目の前の雷牙。

　隙が、できた。

　足を前に出し、刀を相手へと叩きつける。

　勝てるかもと感じたときに、胸が高鳴った。

　負けるだろうという予言が覆くつがえるかもしれない。もしかしたら椿姫は、椿姫としての今後を選択できるのかもしれない。すべての運命が定められているわけではないのかもしれない。

　が──雷牙は椿姫を避けて後ろへと下がり、片手持ちの刀でぎりぎりと椿姫の刀を受け止め、空あいた片側の手で椿姫の両手をつかみ取る。強い力で引き寄せられ、手首がじんと痺しびれた。そのまま手首を捻ひねられ、椿姫は持っていた刀を取り落とす。床に落ちた刀の立てたけたたましい音が、鼓こ膜まくに叩きつけられる。その音が、運命の鐘かねだと思えた。高こう揚ようした感情が破は裂れつし、見るまにしぼんでいく。

「負けたわ。雷牙は、強くなったのね」

　言葉が零れる。我ながら陰いん鬱うつな声だ。

　かつての雷牙の闘い方は、単純で、頭を使わない剣術だった。正面から相手の力を受け止め、押し返すだけの力まかせの無ぶ骨こつな剣。いかにも雷牙らしい闘い。いつのまにか雷牙は技術に長たけ、押し戻すだけの方法ではなく、己が引き、相手を引き回す術すべをも身につけたのだ。

「ありがとうございます。強くなろうと努力してきました」

　ならばそのあいだ自分はなにをしていたのかと、椿姫は自身に問う。

　雷牙が精しよう進じんしていた期間、椿姫はなにかを学ぼうとしてきたのだろうか。いいや、なにもしてこなかった。

　雷牙は椿姫から手を離し、刀を鞘に収めると、腰を屈めて床に落ちた椿姫の刀を取り上げた。両手で捧ささげ持ち、頭を垂れて椿姫の前に跪ひざまずく。

　その手の荒れようにハッとする。硬かたくなった皮膚。あちこちについた傷跡。手のひらや指の皮膚が変容するほど雷牙は努力してきたのだ。本気であるということは、目に見える結果をもたらす。

　目め頭がしらがまた熱くなる。今度こそ本当に悲しかった。

　愚ぐ昧まいで、幸福と平和に浸されて、ただ我が儘に生きていた自分自身のあり方が悲しく思えた。努力してきたつもりだった。自分なりに身体も鍛きたえた。でもそれだけでは足りない。そんな程度では足りなかったのだ。

　女官が怒り顔で雷牙を睨み据え、これは何事かと問いただすのを椿姫は片手を上げて制した。

「私がこの者に相手をするように命じた。雷牙にはなんの落ち度もない」

　鷹おう揚ように告げ、雷牙から刀を受け取り、腰に下げた鞘に戻す。

　しきたりどおりに女官もまた椿姫の顔を直には見ない。このまま女官と雷牙をここに置いて去れば、雷牙が叱られることは必須だ。

　まだなにか言いたげな女官に、ここはこのまま去るようにと命じ、雷牙にはついてくるようにと告げる。

　前を向いて歩く。悲しみが椿姫の眸ひとみから溢れ、涙が零れ落ちるが、もう拭う気もしない。この悲しさは、愚かだった自分への罰だ。仕方ない。

　しばらく無言で歩いていた。それでもすぐ後ろを雷牙がつき従ってきてくれているのは、わかっていた。なにも言わない配慮に感謝する。鈍どん感かんなのに、雷牙はときどきとても繊細だ。下へ手たな言葉を選んで告げるのではなく、ただ側にいてくれる。その温かさと友情がありがたい。

　椿姫は身の程を知らぬ努力不足の馬鹿だが、それでも、こうやって黙って後ろを歩いてくれる優しい幼なじみがいる。

「雷牙、ひとつ聞くわ。──私は美しい？」

　後ろを見ずに尋ねた。

「はい。椿姫さまはとてもお美しいです。この世界の誰よりも美しい女性だと思っています」

　間かん髪はつ入れずの即答に、椿姫は笑う。泣き顔で、笑う。

「それは言いすぎ」

　椿姫は笑いながら、美しさが武器と防具になるというのなら、では自分はそれを手に持とうと決意していた。そして自分の足で歩く。学ぶことはたくさんある。







　とりあえず、行くべきなのは──森だった。

　ひとりで行くと言えば雷牙が反対するだろう。だから椿姫は泣き女ひとりを従えて、雷牙には噓をついて森へと走った。

　雷牙も緊急で隊に呼び戻されて忙しい。不審者に、矢に、盗難となれば──警備隊の人間は休みだなんて言ってはいられない。しかも人間は見つからなかったが、見知らぬ馬が一頭、城の近くで見つかったのだという。どこから迷ってきた馬かは不明だが、もしかしたら不審者が乗っていた馬ではないかということで、さらに警備の人間が増員されたとのことだ。

　くれぐれも気をつけるようにと椿姫に念を押し、雷牙は去っていった。

　そして、しおらしい顔でうなずいた直後に、泣き女を誘い森へと走った椿姫である。

　盗まれたらしい面をつけた男を森で見たと巫女たちに言うと、なるほど、と首しゆ肯こうした。森での出来事の真実を隠していたのは、とうに見破られていたらしい。

「天女の面って盗まれるだけの価値があるの？」

　月華を走らせながら泣き女に尋ねる。

「その盗ぬす人つとが森にいるのだとすれば、そうでしょう。あれは天人になりすますための面。人の匂いを消す呪まじないがかけられているので、魔物に嗅かぎ回られず、気配を消せる。魔物だらけの森に行くにはよい品物」

「なんでそんなものがうちの倉にあるのよ」

「なにをおっしゃる。どんなものでも、真雍の城の倉にはございます。なにせ国王の倉ですからのう」

「あるのはいいけど──つまりどうしてそんなすごいものがあるなら、私に教えてくれないのよ！」

「それは椿姫さまが尋ねないからです。倉にあるものにしろ、しまわれた古書にしろ、教師や臣下や私たちに聞いてくだされば教えますのに」

　つまりは──勉強不足だということか。たしかに椿姫は、なにひとつ学ぼうとはしてこなかった。

　言い返す言葉をなくし、唇を引き結ぶ。

　湖のほとり──男が魔物に刃を突き立てたあたりを抜け、さらに森へと足を踏み入れる。

「ああ、あそこに」

　先に男を見つけたのは、泣き女だった。馬を止め、空を指さす。

「よく見てくだされ。まっすぐ向かいに立つ、あの大きな木の真ん中らへん。木の上じゃ。枝振りのいいあの枝に、腰掛けている男の姿が見えますまいか？」

　大きな木は見えた。しかし茂った葉と枝が揺れるだけで、男の姿は椿姫には見えない。

「男？」

　立ち止まり、目をすがめて凝ぎよう視しする。

　するといままでは木の葉と枝の重なりにしか見えなかった陰が、みるみる明確な形を生じ、枝に腰掛ける男の姿へと変化した。

　天女の面をつけた男がひとり、足下を見下ろしている。片膝を抱え、もう片方の足はだらりと枝から下に垂らし、無防備な様だ。

　天女の面と背中の刀に見覚えがある。赤い髪。孔く雀じやく湖こで魔物を見つけ、斬りつけた男。

「あの男、刀にも呪じゆがかけられている」

　泣き女がささやく。

　そういえば刀に、呪術の文もん様ようが彫ほられていた。太陽と呪術文字。おそらく魔物を消滅させるためのなんらかの呪まじない。

「たぶん大太刀には魔斬りの呪がかけられている。さらにあの面には魔封じの呪が。封じというより──人ではなくなるための呪いですが。わざわざあれを倉のなかから盗むとは、かの者も相当の術者やも？」

「術者だとしても盗人よ」

　椿姫がそう言ったとき──男が跳んだ。

「あ……」

　ひらりと木の枝から飛び、降り立つと、男は森の草を踏む。迷うことなく椿姫たちのほうへと歩いてくる。

　天女の面に覆われ、男の表情は見えない。目のところに開いたふたつの穴の向こうから、男がこちらを凝視しているのだと思うと、どうしてか背中が粟あわ立だった。

　椿姫は脅おびえる必要はなく、なにひとつ悪いこともしていないのに──むしろ相手こそが盗人だというのに、男の発する空気があまりにも強大で、威圧される。

「また会ったな。こんなところでなんだが──私は道に迷ったようだ。おかしな話なんだ。わかっているはずの、森から抜ける道がわからなくなった。もしも知っているなら、教えてくれるか？」

　軽い口調で男が尋ねてくる。魔物の巣くう森ではなく、都の平らな道を問うような気安さだった。

「馬はどこにやったの？」

　椿姫もまた椿姫で、まず言うべきなのはそれではないだろうということを最初に尋ねてしまう。迷い馬が見つかったと雷牙が話していた、その馬は？

「魔物の気配に脅えるのがかわいそうで、放した」

「ほう。つまり徒歩で森抜けをしようとされたのか？」

　泣き女が馬から降り、興味深げに尋ねる。椿姫もまた月華から降り、手た綱づなを握ったまま、そろそろと男へと近づく。

「そのために真雍の城の倉からこの面を拝借した。あれは気の良い馬だ。真雍に来るだけで一生分の勇気を使い果たしたみたいだったから、帰りは自由にしてやろうと思ってな。手綱を放して、好きにしろとささやいたら、あっというまに逃げていった。ちょっとは好かれていたと思ったのに、私への信頼より、魔物への恐怖のほうが強かったらしい。私もまだまだ修業が足りないな」

　笑い声で男が告げる。

「盗むつもりで倉の鍵を壊した、と？」

「借りただけだ。用が済めばきちんとお返しするつもりだ。それに──相応の金と借用書を倉のなかに置いたはずだが？」

「詳しいことは聞いておりませんのでのう。鍵を壊したのはその太刀で？」

　背中の太刀へとちらりと視線を向けると、男がうなずく。

「魔斬りの強い呪のかけられた大太刀では、あの程度の守護の鍵ならたしかに壊れるか。悪意がなく心底借りるだけのつもりなら、倉の戸も人を通すか。──悪意だけを封じると、善は通り抜ける。厄やつ介かいだのう」

　泣き女が詠えい嘆たんし、椿姫は疑問を口にする。

「……善だろうと盗人は盗人なのに？」

「こだわるなあ。姫さまは、意外とけちくさいな」

　男がぼそりと言う。

「なに、それ。どういう意味？」

「たかが仮面ひとつで、真雍の姫とその乳母が馬に乗って森まで追ってくる。そんなに言うならお返しするさ」

　男がからりとした笑い声をあげ、面を外はずす。からかうような物言いにむっとした椿姫だったが、面の下から現れた男の素顔を見た途端、文句を言う気をなくしてしまう。

　面を外した男の姿──強い光を放つ濃い茶色の双眸は自信に溢れ、血に飢えた獣のように爛らん々らんと瞬またたいている。形よく整った高い鼻。不遜そうな厚い唇と、そのあいだから零れた白い歯。男のすべてが、美しい肉食の獣を思わせた。

　美しく、そして獰どう猛もうな、圧倒的な力を纏まとう男。

　男の素顔に見とれたことに狼狽うろたえ、椿姫は視線を地面へと落とす。柔やわらかい草がさやさやと足下で揺ゆれている。踏まれた草がぷんと青臭い匂いを立ち上げる。

「……いいわよ。貸してあげるわよ」

　踏みしめた草の匂いを嗅いだとき、椿姫の頭にひらめくものがあった。

「迷ったと言ったわよね？　でも森を抜けて真雍に来たとも言った。つまりあなたはこの森を抜ける道を知っているということ？」

「おおよその方角と道筋を知っている。道しるべを残して真雍に抜けたし、そのまま戻ればいいはずだった。……そのつもり、だった。けれどいまは迷っているところだから、なんとも言えないがな」

　飄ひよう々ひようとした言い方が少ししゃくに障さわる。魔物の森で迷っているのに、どうしてこんなに堂々としているのだろう。脅えの欠片もない。それだけ男は強いということか。

「あなたは火劉から来た、火劉の人よね」

「どうしてそう思う？」

「その髪。赤い髪。それから茶色の目。火劉への道を知っているのなら、私はあなたを雇やとい入れるわ。その代償としてその面をあなたにお渡しします」

　天女の面をつけて歩くことで、男は道に迷った。つまり面に施された呪術は効果を発している。面を持って逃げることは不可能。その事実については伏せておこう。

　説明せず、旅のはじまりに、面の呪術を巫女たちにこっそり解いてもらえばいい。

　泣き女が余計なことを告げねばいいがと、様子を窺うかがう。もちろん泣き女はいつもどおりの平静な顔だ。なんの表情もない、綺き麗れいな顔。

「おい。私の話をきちんと聞いているのか？　私は迷ったのだと言っている。迷子になるような男に道案内を頼む？　本気か？」

　呆れたように男が言う。椿姫は肩をすくめ、言い返した。

「本気よ。私は無む謀ぼうな姫なの。そして、私は森を抜けたいの。だからあなたも私と一緒に旅をしない？」
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　月日が、風景の上に載のる、薄皮を剝はがした。

　同じ景色が違うものへと変化する瞬間がある。いままで見えていなかったものに気づく。淡あわい色合いの紗しやにかかった曖あい昧まいな光景の、その上を覆おおっていた薄うす膜まくが剝がれるとき、人の内側が成長する。知らなかった世界と感情が、目の前に映うつる。それはとても素す晴ばらしく、そして大層、痛い。

　椿つばき姫ひめにも、全能であり絶対であると信じていた自分の至らなさを知る時期がきたのだ。

　椿姫は自分の無力さを思い知ったが、同時に、だからこそ前に進もうと胸を張るだけの気き概がいを持つ人間だった。そして、女だ。

　では──そんな自分になにができる？

「魔物を拾うだけじゃ飽きたらず、迷子も拾うのか。森に落ちてるものはなんでも拾うのか？　どういう姫だ」

　道案内として雇やとい入れる契約がなされたあとで、男は呆あきれた声こわ音ねでそうぼやいた。

　泣き女は、問われても「さて。このような姫でございますよ」としか応じない。

「このようなって……」

「あなたさまが見られるその、ありのままの姫様でいらっしゃる。それに魔物はともかく、あなたさまは迷子というにはちと薹とうが立っている。強しいて言えば迷い男」

「違いない。子ではないな。しかし迷ってる男をあえて道案内にしたいだなんて、酔すい狂きようすぎる。乳う母ばなら少しはたしなめたらどうなのだ？」

「たしなめられた程度で聞くような姫じゃないのですよ」

「なるほど」

　そこで納得されてしまうのではかなわない。意外と気が合うらしい、男と泣き女の会話に割って入り、椿姫は「とにかく」と、話をまとめた。

「とにかくもう一度、ここに来るから。森を抜ける旅たび支じ度たくをしてくるから、それまでここで待っていて。いいわね？　逃げたりしたら承知しないから」

「逃げないさ。おまえといるとおもしろいものが見られそうだからな」

　めっぽう楽しげに男がそう請うけ負おった。

「でも支度がどれぐらいかかるか、いまはちょっとわからない。すぐこられるようにしてみるけど。本当なら一緒に城に戻ってくれると嬉うれしいけど」

「さっきも言ったが、私は矢を射た不ふ審しん人物で、さらに倉から呪術の道具を盗み出した男だ。どの面つら下げて城に行ける？　ここで待つのが一番だ」

　警備隊が必死に探索し、警備に力を入れている最中に、その原因となった男を連れ帰ってかくまうのはたしかに危険すぎる。危険といえば──もう、なにもかもが危険な考えなのだが。

「名前は？」

　別れ際ぎわ──さすがに共に旅をするなら、名前ぐらいは教えてくれるだろうと思ったのに、

「盗ぬす人つとでいい」

　男は澄ました顔でそう答えた。

「姫さまがそう私を名づけた。善人であろうと、動機がどうであろうと、盗人は盗人だ。そう呼べばいい」

　面を外はずした男の表情は闊かつ達たつで、いっそ憎らしい。あれほど見たいと望んだ男の素顔だったが、これなら天女の面に隠してもらっていたほうがましだった。

　男がなにか言うたびに、からかうような光が、眸ひとみの奥に灯ともる。なにを笑われているのか──きっと自分の無茶なところや、浅せん慮りよさを笑っているのだろうと思いつく。

　命知らずの姫と、最初の出会いで男は椿姫をそう呼んだ。

「わかったわ。じゃあそう呼ばせてもらうわ。これからよろしくね、盗人さん」

　嫌みを盛大にこめて笑顔で告げたが、椿姫の皮肉は盗人男には欠片かけらも届かなかったようだ。野性味のある美び貌ぼうに大きな笑みを浮かべ、男がうなずいた。







　怪あやしい盗人男を森に残し、一旦、城へと戻った椿姫だった。

　すぐに博はく雅が王おうが執しつ務むを行っている部屋へと向かう。

　仕事中だという臣下の制止を振りきり、強行突破。

　書面を広げ、思案中だった博雅王が、強引に部屋に入ってきた椿姫の様子に顔を上げる。

「父上。嫁とつぐのは納得したわ。でも、嫁ぐにしても相手の顔が見たいの。私は火か劉りゆうに相手の顔を見に行くわ。出しゆつ立たつの許可を」

　勢いこんで、博雅王に告げていた。

　これが椿姫にとっては最大限の譲じよう歩ほだ。返礼を使者に頼むぐらいなら自分の足で火劉に言葉を届けに行く。

「本気か？」

　博雅王は椿姫の申し出に笑いだす。

「本気です。わざわざ使者を仕立てて絵姿のやり取りをするより、そちらのほうが手早いわ。私の顔を見せに行き、その、火劉国の第二王子の顔をこの目でしっかりと見て──ついでに闘いを挑いどんで、私に勝てるような男だったら、納得して火劉に嫁ぎます」

「そういえば雷らい牙がと回廊でやりあったそうだな」

　からかうような笑みと共に博雅王が言う。

　女官に口止めをするのを、すっかり忘れていた。どうせ内緒にするようにと命じても、尾ひれがついて話はすぐに広まっただろうが。それにしたってつい先刻のことなのに。噂うわさがまわるのは、なんとも早い。

「その話はおっしゃらないでください。私は雷牙に負けました」

　そして泣いた。泣き女が以前に宣告したとおりの結果を迎むかえた。つまり、椿姫は二人巫み女この予言から逃のがれられない。だとしても、どうにかあがいて、自分の足で歩くと決めた想いは変わらない。

「なるほど。しかしおまえはとっくに雷牙には勝っているはず。立ち合いがどうあろうと関係ない。あれはおまえの命令を違たがえることは決してなかろう。おまえは雷牙の上に立つ者だ」

「私が真しん雍ようの姫の地位にあるのは、父君が真雍の王として立ったから。父君はその手で冷血王の名を勝ち取った。でも私は、父の子として生まれた以外に、まだなにひとつしてやいない。それでも雷牙は私に跪ひざまずく。そういうのも勝ちだと言えるんでしょうか？　私はなにひとつ自分で手に入れてはいないのに」

　吐き捨てるように言い返すと、博雅王が目を見開く。

「雷牙はおまえがどんな身分であろうと、おまえがおまえである限り、おまえに勝つことはなかろう」

　椿姫は博雅王の言葉に首を傾かしげる。

「雷牙はたしかに優しいから、女の私を力で負かそうとはしないでしょうね。身分に敬意を表して、おためごかしにわざと負けたりもしない。そういうところが雷牙の良さだけど、ときどきとても忌いま々いましいの」

「そういう意味ではないが……まあ、よいわ。つまりおまえは自分の手でなにかをつかみに行くと、そう言うわけだな？」

「はい。もし火劉の王子が、私が嫁ぐに足る人物と納得できたら、私にできるだけの力を傾かたむけて──私は火劉の王子と、泰たいとを取りに行きます。父君が自分が信頼できる臣下を得て、この国を自身の手でつかんだように、私もまた私の信頼できる者を探し、自分の力で国を取る努力をしてみるわ。ですから父君、もしも私のこの野望が潰ついえ、たとえば泰で私が散ったら、娘である私の意志を継ついで父君が火劉と同盟を結び、泰に侵攻を」

　低く言う。

　椿姫は考えた。己おのれがどこへ進むのかと、その足取りを。

　もっとも考えがまとまったのは、森からの帰り道である。

　森で迷う男を見て──森を抜けて別の国にも行けるのだと思いついた。

　森を抜けて辿たどりつくのは火劉の国。その火劉の国には、椿姫に求婚をしてきた王子がいるのだという。

　断るにしろ、応じるにしろ、顔ぐらい見たいというのは──当然の願いではないだろうか？

　椿姫が結婚せざるを得ないのは、国同士のしがらみによるものだ。姫としての仕事。女としての仕事。

　だとしたら──負ける戦いくさはしたくない。無む駄だに散るような企たくらみの手て駒ごまにも、なりたくない。

　泰の国主は野心家で浅せん慮りよだと聞く。そして政治も下へ手ただ。自国の兵を強化することをのみ夢想した挙げ句、民から財を吸い上げすぎた。民は圧政に苦しみ、王は信頼を失っている。人心の荒れた国は乱れる。乱れた国に攻め入るのは、たやすい。ただし表向き、平和がつづいている現状では、攻め入るにも大義名分が必要だ。そうしなければ民がついてこない。他国も大儀がないと真雍と同盟を結びづらい。

　真雍の王が泰を攻めるのは、時期尚しよう早そう。現状は、平和を乱すだけの理由がない。攻められ、守るために闘うのならまだしも、こちらから討って出るには相応の理由がいる。戦争は国を疲ひ弊へいさせる。

　しかし火劉の第二王子とその妻となった真雍の血を引く姫が、無む鉄てつ砲ぽうに泰に攻め入り、もしも泰が落ちたらそれは幸運。万が一そこで第二王子と椿姫が命を落としたら、子の仇かたきを討うつという理由は、攻めるに足りる理由となる。

　そのために嫁ぐならば、それもいい。

　うまくいけば自分の手で、武ぶ勲くんをたてられる。失敗したら父の博雅王に相応の口実を贈おくることができる。

　なにもせず、なにも見ず、城の奥で「美しい女の我が身」とやらを磨みがきたてるよりは、椿姫の気性に合っている未来ではないか。

　父王は、椿姫という器うつわの中身を知っているのだと、熟じゆく考こうした末、思いついた。椿姫は女であるがゆえに、嫁ぎ先で、殺気立った火劉の第二王子に引きずられ浮き足だった被害者のふりもできる。そんな悲劇の姫の仇を討つのは冷血王。うまく芝しば居いができるかは謎なぞだが、やってみるだけの価値はある。

　第二王子とやらに会ってみよう。

　結婚なんてするものかと憤いきどおったのは、間違いだった。

「──自分でそれを考えたのか？」

　椿姫が絶命したら口実にしてくれという言葉に、博雅王も声を潜ひそめる。

「はい。私は冷血王の娘ですから」

　自分がもしも父王の立場だったらと考えた。国と国の関わりを考えた。火劉の第二王子が人質として幼い頃に泰国で過ごしていたということの意味も考えた。付け焼き刃だが、国同士の情勢を二人巫女に習った。戦というものについて、二人巫女に確認をした。

　椿姫が火劉に嫁ぎ、泰国に攻め入った先のことを思考した結論が、これだ。

　どうやらこの推察は、的まと外はずれではなかったらしい。

　博雅王が椿姫を見据え、ふとつぶやく。

「──おまえが娘でよかった。おまえが男だったら、わしは、育ったおまえに脅おびえて過ごしたかもしれん」

　それを聞く椿姫の胸中は複雑だ。とりあえずの言葉を返す。

「褒ほめ言葉と受け取っておきます」

　博雅王の端たん正せいな顔がほころぶ。椿姫もつられて笑顔になる。

「褒めていただいたので、褒ほう美びをねだらせてください」

　娘の顔になり、椿姫が言う。

「なんだ？　なにをねだられるのかな」

「まず最初にお願いしました、私自身が火劉に向かうことに対する許可を」

「別にいいが、すでにうちから使者は出ている。いまからおまえが支度をしても出立は早くて明日。使者が着き、数日遅れて姫が着くことを、おまえが間抜けと感じないのであれば行くがよかろう。──どうせおまえは止めても出て行く。二人巫女がついていくなら危険もない。そういうことだろう？」

「使者より早くに辿りつく予定です。だって間抜けと思われたくないもの」

　即座にそう言い返すと、博雅王が眉まゆをひそめる。

「火劉まではひと月。でも湖を辿って森を抜ければ半月で辿りつきます。森を避さけて遠回りをして、ひと月かけて火劉国に着く使者より、半月早く着いてみせるわ」

「森には魔物が棲すむ」

　博雅王の眉み間けんのしわが深くなる。

「それがなにか？　森を抜けようと決めた後も、泣き女は泣きません。つまり私は泣くような未来に遭あわないの。そしてもちろん二人巫女も連れて行く」

「しかし……」

　未来を予知する巫女たちがいれば、椿姫の危険はあらかじめ予告される。わかっていても、だからといってあえて危険な森を抜けてもよいと、そう言うのはさすがの博雅王もためらうらしい。

「父君。魔物の棲む森すら抜けられないのなら、どうやって泰国に攻め入ることができるの？　私が王子なら、父君は魔物の森を抜けることをきっと許可するわ！」

「だがおまえは姫だ」

「そう。そして博雅王の娘として生まれた姫は──私はね、森抜けを許してくれないなら結婚もしないと決めたの。わかる？　父君、父君は私に、女だから国のためにできるのは嫁ぐことぐらいだと言ったの。そして私は、女として私にできるのは己の身分の切り売りぐらいしかないと、父君にそう言われたと受け取ったの」

「椿姫──わしはそんなことを言ったつもりはないぞ」

　慌あわてたように博雅王が言い募つのる。

「言おうと、言うまいと、そう受け取ったの。だから私は、私の身体からだを差し出すことで自分の命運を賭かける勝負に出ようと思ったの。森を抜けることに許可を。──許可などなくても、私は出て行くけれど」

　顎あごを突き上げ、つんとして博雅王を見返す。

「──なるほど。おまえはわしが許可をしなくても森を抜けるな。おまえをこの城に押しとどめてきたのは二人巫女の力だ。あの巫女たちが、おまえと共に森抜けをしようと告げたのなら、誰もおまえを止められない。父のわしでも──王の命令でも」

　重たいため息と一緒に、博雅王がそう言った。苦悩に満ちた眸ひとみの奥に煩はん悶もんがかいま見える。王としてではなく、父として、娘の身を憂うれいている。どさりと音をさせて椅い子すに座りこんだ父王の姿が、一気に年老いたように見え、椿姫の胸がチクリと痛む。

　自分は、愛されていないわけではないのだ。ただ父は、父である前に、博雅王なのだ。それだけだ。

　いつか自分もまた、椿姫であることより、一国の王女であることや王妃であることを重んじる立場になることもあるのだろうか。

　国を統すべるということの重じゆう責せきを思う。王とは、人形の頭。大事なのは、手足であり、胴体である国民と臣下だ。頭は、時期がくればすげ替え可能。博雅王はそう言った。そしていつすげ替えられても悔くいのないことを、国のためにしようとしている。

「ありがとう。父君」

　優美に一礼をし、つづいて椿姫はもうひとつの褒美をねだる。

「それから、私の子に名づけをお願いしたいの」

　博雅王は、椅子の上で驚いたように跳ね上がった。立ち上がり、椿姫の顔に自身の顔を近づけ、まじまじと凝ぎよう視しする。

「おまえの子──と、いま言ったか？　結婚ですらまだなのに」

「そう。結婚すらまだなのに、私にどういうわけか子ができたのよ。──笑い女、泣き女、あの子をここに連れてきて。父君に顔を見せてあげて」

　つづきの間まに控ひかえていた二人巫女が、椿姫の声に応じ、籠かごに入れた魔物を捧ささげ持ち、ものすごい速さのすり足で近づいてくる。椿姫の所作もめまぐるしく速いほうだが、二人巫女のそれは冗談かというように速い。あっというまに博雅王の前に辿りつき、そしてくるくるくると回転をする。

「私より速い」

　椿姫ですら仰ぎよう天てんする。あまりの素す早ばやさに、二人巫女の目が回らないかが心配になった。博雅王も目を白黒させている。

　手に捧げ持たれた籠が、そのまま空を飛んでしまいそうな勢いでぶんぶん回る。

　ぴたりと停止し、籠を捧げ持った格かつ好こうで頭を下げる二人巫女。さすがの博雅王も二人巫女の勢いに気け圧おされたか、少しの間、沈黙した。巫女たちは王の言葉を待っている。

「か、顔を上げよ」

　二人巫女は視線を上げて、博雅王へと籠を差し出した。籠のなかには布に包まれ、眠る子鬼がいる。巫女たちの治ち療りようの成果か、健すこやかな寝息をたてて、ただひたすら子鬼は眠りつづけている。

「これは──子どもではない。魔物じゃないか」

　しげしげと籠の中身を検分してから、博雅王がやっと言葉を発した。

「はい。目を開けますと虹こう彩さいのない、ひと色に染そまる濃く深い緑色の美しいまなこです。人の目ではございませんがのう、けれどそれはもう美しゅうて」

「孔く雀じやく湖この、湖水の色と同じでございます。王もきっとこの子の目は、お気に召めすはず」

　二人巫女が交互に答え、子鬼のはいった籠を床に置く。

「拾ったの。まだ子どもだし、育てようと思って」

　椿姫が傍かたわらでそう声をかけると、博雅王がぎょっとした顔で椿姫を凝視する。

「しかしこれは魔物だ」

「火劉では虎を飼っているという話を聞いたわ。虎も魔物も人に危害を与えるという意味では似たようなものよ。それに二人巫女が、私が飼いたいなら飼ってもいいって言ってる。だから父君に名前をもらいたいの」

「わしに……か。わしが名づけたら、こいつを外に放はなてないではないか」

　博雅王に名前をもらったものは、すべて真雍の民人として国に守られる。動物に至るまで、その時代の王に名づけられたものは、名前という呪術のもとに、真雍の国につながれる。そういうしきたりになっている。

　だから椿姫は、あえて博雅王に魔物を見せた。

　王に名前をつけてもらえたら、どこで、誰が、どのように「魔物と共に暮らすなど言語道断」と非難したとしても、名づけられたものはその名により、真雍に存在を許される。

「そう。こいつはそのうち大きくなる。小さいうちは隠せても、大きくなったら無理でしょう？　だから父君、名前をつけて。その名のもとに、この子は、真雍に居場所をもらえるわ」

「魔物に名づけなど……」

「魔物だから名づけてもらいたいのよ。それぐらいの褒美があってもいいと思うの。だって私は、まだ十六歳なのに、顔も見たことのない王子のところに嫁に行くのよ？」

　だんだん婚こん姻いんが、駆け引きの駒のひとつになってきた。結婚するから、あれをしてくれ、これを認めてくれ──いくらでも駄だ々だをこねられる。どこまで我わが儘ままを認めさせることができるかが、椿姫は楽しくなってきた。

「歳は関係ない。わしは十八歳で王の座についた。が──もちろん、わしがおまえに酷こくなことを命じているのは、わかっているよ。二人巫女は魔物について、どう思われる？」

　椿姫のことなら、椿姫自身よりよく知っている二人巫女である。

　魔物と共に暮らすことが椿姫にとって吉兆なのか、凶なのか。問わずとも、ここにこうして二人巫女が籠を持って出てきた時点で、おおよそ返事は決まっている。それでもやはり博雅王は問うた。

　運命というものが決まっているとして、あらかじめそれがわかる立場にいたとしても、それでも、そのときどきで、人は自身や周囲に事の正否を尋たずねるものなのだ。椿姫もそうだし、博雅王とてそうだ。父が二人巫女に、困こん惑わくに満ちた顔つきで尋ねる様子に、なぜだか椿姫は安あん堵どする。

　自分だけが惑まどっているわけでもないのだと思える。

「どうとも思いませぬ。ただ椿姫さまのお望みのままにと」

　いつになく殊しゆ勝しようなふりをして二人巫女が頭こうべを垂たれる。

　と──魔物が、寝顔のまま微笑ほほえんだ。

「あ」

　その場にいる四人が同時に短い声をあげる。

　予想外なことに──魔物の笑みを見て、椿姫の心がすっと晴れた。屈くつ託たくのない柔やわらかな笑顔に、つられたように自分の唇くちびるにも笑みがのぼる。

　魔物とはいえ──いまや人の子と同じような姿形だ。そしてしばし共に過ごしているうちに、なんだか情が移ったようだ。

「私は──この子を育てたいの」

　つぶやいた椿姫の声音には、妙な実感がこもっていた。

　とうとう博雅王は同意した。

「笑い女と泣き女が認めるのなら、これは椿姫に悪いものをもたらす者ではなかろう。名づけよう。ただしわしのほうでも条件がある。魔物にも名前をつけるが、二人巫女にもわしが名前を与えよう」

「なんと！」

「私たちには名前などないものですのに!?」

　二人巫女は平静な顔のまま、驚きを口にする。予言するときにしか表情の生まれない二人の美び貌ぼうの女を、博雅王が交互に見やり、告げる。

「知っている。名づけられるということは、この世界につながるということ。天人であれば現世につながる名は不要。だが──それでは、わしが困る。万が一、これが椿姫に危害を与えることがあれば、そのときは二人巫女の命をもらうぐらいの誓せい約やくが欲しい。誓ちかいは無理だとしても、誓いの代わりに、わしにおまえたちの名前をくれまいか？」

　二人巫女は顔を見合わせた。

「まあ──名前をつけられた天人もいままで数多くおりましたし……」

「ただし私たちは人に憑つくもの。王に名づけられたとしても、我らの魂たましいは椿姫さまに結ばれる。椿姫さまがご存命の限り、我らは椿姫さまのお側に侍はべるが、王のために動くかと問われると、名づけられた身の上でも、決して動かない」

「それでもよろしいか？」

　博雅王は二人巫女にまっすぐに目を見つめられ、聞き返された。

「それでよい。わしのためではなく、椿姫のために側にいてくれ」

　それでいいならと、二人巫女がうなずいた。博雅王は腕を組み、しばし二人巫女の全身を眺ながめてから口を開く。

「真雍では女人は花の名前をつけると美しく育ち、幸福になると言われているが──当たり前の花の名では、二人巫女にふさわしくないだろう」

　それから片手を挙げ、重々しく宣言する。

「決めた。笑い女──おまえに六りつ花かの名を授さずけよう」

　笑い女が慎つつましく目を伏せる。

「泣き女──おまえに雪せつ花かの名を授けよう」

　泣き女も同様に目を伏せる。

　六花も雪花もそれぞれに、花の文字がはいっているが、その正体は雪である。花であって、花ではない名称は、二人巫女の本質に合っているといえなくもない。

「そしてこやつ……こやつは男か、女か？」

　籠に眠る子鬼に視線を向け、博雅王はためらった。

「魔物に性別はございません。強しいていえば、椿姫さまの側に侍って育つなら、おそらく女人に似ていきましょう。魔物は育てるものに擬ぎ態たいしますゆえ」

「では星せい華かの名を授けよう」

　二人巫女の名づけより、思考の時間が短い。あっさりと伝えられ、二人巫女が静かに言う。

「椿姫さまの愛馬の名前と似ておりますなあ」

　いかにも手抜きではと言いたげな巫女たちに、博雅王は慌あわてたように手を振った。

「そんなことはない。気にするな。ところでもうひとつ条件がある」

　放置しておくと博雅王の条件はどんどん増えていく。椿姫は口を尖とがらせ、父王に「これ以上さらになにを？」と聞き返す。

「火劉に向かう旅にはオルガも連れて行くように」

「どうしてですか？」

　問いかけると、博雅王が苦笑を浮かべた。

「考えてみよ。おまえと、六花と、雪花と、そしてその星華で火劉に行くとして、森はどうにか抜け出たとして、いったい誰が火劉の国で相手の王と宰さい相しよう、王子たちに対して外交ができる？」

　ひとりひとりの顔を指さし、博雅王が告げた。

「外交……ですか。それは私が……どうにか……」

　しどろもどろに椿姫が応じる。六花と雪花と星華は論外。

「もしもおまえが不ぶ調ちよう法ほうな振る舞いをしたら、同盟も婚姻もなしで、火劉と真雍が戦になる。王として命じる。オルガを連れて行け。そしてオルガには旅立つ前の準備が必要だ。執務もいくつか振り分けねばならん。どうせおまえたちのことだ。いますぐ行くつもりでいたのだろうが、せめて半日時間をくれ。できるなら出立は明日の朝に……」

　命じられたものを振り払うのはたやすいが、頭を下げられると、椿姫は弱い。特に博雅王に頼まれたなら、それはそれは弱い。椿姫は、むう、と口を尖らせたまま、仕方なく首しゆ肯こうした。







　そして椿姫と六花と雪花は、着物の裾すそを破いていた。出立のための準備のひとつだ。椿姫の着物と襦じゆ袢ばんの裾を、脇の縫ぬい目でほどく。

「椿姫──椿姫、おまえ火劉の王子に決闘を申しこみに行くって……」

　雷牙がけたたましい足音をたてて椿姫の部屋に駆けこみ──女三人がもくもくと着物の裾をほどいている姿を見て停止する。

「なにしてるんだ？」

　着物と襦袢の山が床に築きずかれている。おもに木も綿めんや麻の着物。なかには絹きぬの着物もある。豪ごう華かな刺し繡しゆうに、きらびやかな石を縫ぬいこんだ華やかな着物もある。それぞれの裾の縫い目をほどく女たちを、雷牙が怪け訝げんそうに凝視する。

「着物の裾をほどいてるの」

　太もものぎりぎりまで脇が裂さけた着物を着てみたら、その動きやすさに開眼した椿姫であった。なので旅支度として、また、今後の普段着用としても、その形状を自分用に採用することにした。ゆえに女三人で着物の裾をほどいている。

　ちなみにそう説明する椿姫がいま着ている衣装もとっくにその仕様になっている。

　雷牙の視線が、椅子に腰掛けて手を動かす椿姫の着物の脇あたりをさまよう。さらに、椅子の横に置かれた籠で眠る子鬼を見つけ、難しい顔つきになる。

　子鬼と椿姫とを交互に見比べてから、二人巫女が淡々と着物をほどいている様子へと視線を渡らせ、はあ、と重たいため息を吐きだす。

　言いたいことはたくさんありそうだ。しかし二人巫女がいる場で口論すると、巫女たちの茶々入れでなにがなにやらわからなくなることを、長いつきあいで知っているので、ぐっと言葉を押しとどめたのだろう。

　雷牙の煩はん悶もんは本当にわかりやすい。なにもかもが顔や声に出る。

　椿姫は困惑顔の雷牙の様子がおかしくて、うつむいてちいさく笑った。笑顔を見つけられると怒られそうな気がするので、見えないようにと気を配る。

　雷牙はこほんと軽く咳せき払ばらいをしてから、

「なぜ着物の裾をほどいてる？」

　と聞いてきた。魔物については着物の裾問題を解決してからになるらしい。

「そうすると動きやすいってことがわかったからよ。馬にも乗りやすい。裾を短く切るか、もしくは男たちと同じに袴はかまを着るのはどうかと思ったんだけど──六花と雪花が、見た目は大事だって主張するから。真雍の女たちが畑仕事をするときに履はくことがある足まわりが分かれている衣装もいいなと思ったんだけど、六花と雪花が、そんな色気のない格好で結婚の返事を届けに行くのはだめだと反対するし」

「六花と雪花って誰だ？」

「笑い女と泣き女の名前。父君に頼んで名づけてもらったの」

「え。……名づけって」

「それはまた後ほどゆっくりと。それより雷牙さま、どうなされた？　椿姫さまが決闘とな？」

　目を白黒させている雷牙に、六花がそもそもここに来た理由を尋ねる。

「お、おお、そのことよ。椿姫が火劉の王子に結婚を申しこまれたって、城で噂になっていて」

　椿姫は動かしていた手を止め、雷牙のやけに興奮している面おも持もちを眺める。

「もうその話が伝わっているの？　誰が広めるのかしらね」

　ぼそりとつぶやく。椿姫が他国に嫁いだら、博雅王のあとの王座をめぐって勢力争いがはじまるのだろう。誰がうきうきとその噂を流したのかが気になるところだ。

「その噂は本当なのか？　真実、椿姫は結婚を申しこまれた？」

「そうよ。その準備のために着物をほどいているの」

「そのためにしてるのが着物の裾をほどくことって──じゃあ、顔も見ないで申しこまれた結婚に椿姫が腹を立てて、返事の代わりに椿姫が単身火劉に乗りこんで、王子に決闘を申しこみ、こてんぱんに痛めつけてくるといきまいているっていう噂も真実なんだな？　返礼のために着飾る姫は当たり前だが、動きやすい衣装になるように手を入れる姫ってのは、闘う意欲満々ってことでいいのか？」

「……おおまかには合ってるわね」

　複雑な心境になる椿姫である。隠し事ができないのが城中と、貴族社会というものなのか。

「わかった。椿姫、俺もおまえと共に火劉に行く」

　雷牙が拳こぶしをぐっと握りしめ、そう言った。

「は？」

「王の許可は取ってある。親父おやじの許可ももらった。警備隊の隊長の許可は、王が取ってくれると請け負ってくれた。あとは椿姫が、認めてくれるだけだ。俺を連れて行ってくれ」

「そんなこと言われても……」

　椿姫は困惑し、二人巫女に助けを求める。が、巫女たちは相変わらず、興味ありげに眸ひとみを煌めかせ、ただ二人を見ているだけだった。

「俺が警備隊に入隊したのは、この国や博雅王のためというより──おまえの側でおまえを守りたかったからだ。そのために強くなろうと努力してきた。なのに、おまえが自分の名誉をかけて他国に決闘を申しこみに行くそのときに、暢のん気きに真雍にいてたまるか。黙って待ってなんていられない」

　激げつ高こうしたようにそうまくしたてると、雷牙は己の刀を鞘さやごと腰から抜き、両手で刀を捧げ持って椿姫の足下に膝ひざをついた。片方の膝を床につき、刀を椿姫へと差し上げ、真しん摯しな表情を向ける。思いつめたようなまなざしが、まっすぐに椿姫の眸に飛びこんでくる。

「雷牙？」

「俺は、俺の名めい誉よにかけて椿姫さまをお守りします。俺の忠誠を受け取っていただけますか？」
















　膝をついて、刀の魂を捧げる忠誠は、めったにするものじゃないと、警備隊に入隊してすぐに習うものだと聞いている。この相手なら忠誠を捧げられると心に響いたそのときに、相手に刀を鞘ごと差し出すのだと。一部では形けい骸がい化かした誓いの儀式だが、椿姫はその刀の魂を相手に託たくすという儀式に淡あわい憧あこがれを抱いていた。

　物語のなかで、決死の戦いの直前に、力を謳うたわれた強い兵が、王の前に刀を差し出す。

　命も魂もすべて捧げ、君のために闘うという誓い。その信頼に足りるだけの王であるのだと認められた王だけが、その誓いを兵に与えられる。この場合、王が兵を選択するのではなく、兵たちが自らの主あるじになるべき王を選ぶのだ。

　博雅王の前に跪ひざまずく兵は多数いるだろう。

　けれど──椿姫の足下で膝をつき、刀を差し出す兵がいたとは。

　いつになく生き真ま面じ目めな顔をして、それでいて不安に眉間を曇くもらせた雷牙が、床に膝をついた姿勢のままで椿姫の返答を待っていた。

「雷牙、私は王じゃない」

「知っている。でもそれがどうした？　俺にとっては椿姫だけが、俺の名誉と命と刀の魂を捧げる主だ。もうずっと前からそう思ってきた。もしおまえが火劉に行くなら、俺も行く。駄目だと言われても、押しかける」

　雷牙の台詞のひとつひとつが椿姫の胸に迫せまり、心を震ふるわせる。

　どうしようもないぐらいにありがたく、嬉しい申し出だった。雷牙に挑いどみ負けたあの日、黙って椿姫の後ろをただついてきてくれたことを思い出す。雷牙はいつでも椿姫の後ろを黙って歩いてきてくれるというのか。

　本物の味方。

　椿姫の胸がじんわりと熱くなる。

　唐突に巫女たちの声が室内に響いた。

「やれ……雷牙さまと椿姫さまは、おかしなところが似ておりますのう。強情な」

「ここで置き去りにしても、ほんに雷牙さまは、真雍を捨ててでも椿姫さまを追いかけていらっしゃるでしょう。ならば雷牙さまの今後のためにも、その刀を受け取りなされ」

　巫女のささやきにうながされたのではない。

　気づけば椿姫は雷牙の刀を受け取っていた。立ち上がり、儀式にのっとって鞘から刀を抜こうとし──途中で止める。

　まだ、駄目だ。本気で主君を選択し、刀を捧げ持ってくれた雷牙に対し、自分はまだ若く、そして心もとない存在でしかない。まだ胸を張れるだけの賢さも強さもなく、これという武器も持たず、がむしゃらに前に進もうと策を練ねるだけの存在。

　椿姫は鞘のまま掲げ持ち、それを雷牙の手元へと返す。

「ありがとう。いまはまだ私は雷牙の誓いを受け取れるだけの器がないから、このまま返すわ。でも気持ちは嬉しい。とても嬉しい。いつか私にそれだけの力がついたら、この刀を受け入れられると思う」

「椿姫……？」

「だって私、雷牙に負けたばかりだよ？　雷牙に勝てるものなんてまだなにも持ってない。なのに刀なんて受け取れない。でも、そうやって誓いを立ててもいいぐらい、私の味方でいてくれる、それはありがたく受け止める。雷牙が味方してくれたら心強い。もしもできるなら、一緒に火劉に行ってください。私から頼むわ。でも、森を抜けて行くことにしているから、無理強じいはしない。森は魔物の巣そう窟くつだから」

「森を抜けて決闘に行くのか？　おまえって本当に無茶だな」

　噂話のなかでは、森を抜けていくという部分が伝わっていなかったようだ。雷牙が呆あつ気けに取られた顔になる。

　さて、雷牙を同行してもいいものなのかと、椿姫は口にしたあとで少しだけ不安を抱く。思わず二人巫女の様子を見る。泣き女──雪花が表情を変えていないだろうか。雷牙が怪け我がをしたり、危ない目にあったら椿姫は間違いなく号ごう泣きゆうする。しかもそれが自分のせいだったりしたら……。

　考えただけで背中がぞっと寒くなった。自分の要請に応こたえたために、雷牙になにかが起きたら？

　けれど雷牙はいつもどおりの能天気に明るい声で、きっぱりと返事をした。

「行くに決まってるだろ。湖だって森だって山だって海だって、おまえが行くなら、俺も行くよ」

「雷牙は最高の友達で、兄貴分だわ。ありがとう。さあ、もう立って」

　手を差し出すと、雷牙が一瞬、不服げに唇を尖らせる。きらきらと瞬く眸ひとみ。

　雷牙は刀を受け取り片手で持つと、もう片方の手を椿姫の手のひらに載せる。温かい、血の通かよった肌。雷牙の手のひらはいつも温かい。というより熱いぐらいだ。

　自身のために誰かが危険にさらされることの脅きよう威いが、いまはじめて椿姫の心に浮かんだ。この手が冷たくなったらどうしようと、縁起でもない考えが脳のう裏りを過よぎる。城は巫女たちの呪術に守られ安全だった。椿姫は、おてんば姫として知られながらも、実際はやはり深しん窓そうの姫君でしかなかったのだ。

　戦う兵たちの命のやり取りを実感しないまま、戦や、国盗りについて考えていた。嫁に行き、泰国に兵を送り出し、国を取れという博雅王の言葉が、あらためてまがまがしいものとして胸の内に暗い影を落とす。博雅王はその望みがどういう重さを持っているのかを知りながら口にし、あのとき椿姫は、真実の重さを意識しないままうなずいた。

　すべてが、大好きな幼なじみが椿姫に刀を捧げたことによって、身近になった。

　王ならば、あるいは兵たちを率いる長たちならば、常時こんな不安を抱いているのだろうか。もしも自分が愚おろかだったら大切な人の命が消えることもあり得る。自分が弱ければ、自分の下にいる人びとがその弱さの犠牲になるかもしれない。

「本当に一緒に森を抜けてくれるの？」

　椿姫はあらためて雷牙を見上げ、問いかけた。今度の言い方は心模も様ようがそのまま出て、心配そうな弱い聞き方になっている。

「もちろん。ところで──その指どうした？」

「指？」

　雷牙が椿姫の左手にそっと触れる。壊れものに触るような触れ方だ。

　雷牙にうながされ自分の指をしげしげと見る。左の薬指の爪が真っ黒に染まっている。今朝までは普通の色の爪だったと思うがと、首を傾げ、六花と雪花を見やる。

「ほお。爪が黒い。しかもみごとな漆しつ黒こくじゃ」

　感嘆したような六花の声に、雪花の声が被かぶさる。

「魔物の育て子がその指から椿姫さまの暗さや弱さを吸い取っているからでしょうな。魔物を育てるのだから、魔が憑くのも当然。黒く染まるのが爪でようございました」

「なに平然と恐ろしいこと言うんだよ。魔が憑くのが当然って、冗談じゃないぞ。だからそんな奴、捨ててこいって言ってるのに」

　雷牙のまなじりがつり上がる。

「魔が憑くの……それにしては綺き麗れいな色ね」

　あらためて椿姫は自分の爪を見る。黒く光る薬指の爪。そこだけ染料を塗ぬりつけたような漆黒で、つやつやと輝いている。

「綺麗な色って、椿姫も椿姫だ。他人事みたいな言い方するな。魔が憑いてるんだぞ？」

「いまさらなにが憑こうと別にいいじゃない。私には、すでに変な巫女が二人も憑いてるんだもの。それに当分、私は死なないらしいし」

「あのなあ──その魔物、そいつは置いていくんだよな？」

　雷牙がちらりと足下の籠を見てつぶやく。

「連れてくわよ。私の養い子ですもの」

　即答すると、雷牙は目を瞬しばたたかせて天を仰あおいだ。

　さて、どうやって雷牙を丸めこもうかと椿姫は考える。育てると決めてしまったものは、もう捨て置けない。魔物を身内にすると決めたのだ。一度、決意したことは、翻ひるがえさないのが数少ない椿姫の長所。頑固と言い換えれば短所でもあるが。

　雷牙には、上から高飛車に言うより、下した手てに出るほうが効果があることは熟知している。だてにつきあいは長くないのだ。

　椿姫は、今度は心のなかで舌をぺろりと出しつつ、か弱い声音と表情でそのままつづけた。

「……雷牙は私の兄のようなものよね。だからこの子は、雷牙にとっては甥おいか姪めいのようなものなのよ。優しくしてあげてね」

「う……」

「だって怪我をして弱っているこの子のこと、私は放っておけないわ。なにより父君にこの子の名前までもらったのだし」

「博雅王に名前を？」

　目を見開いて仰天した雷牙に笑い返す。

「そう。星華というの。いい名でしょう？」

　王の権威は絶大で、だからその名をけなしたらただではおかないぞという脅おどしを忍ばせつつそう言うと、雷牙は、脱力した状態で、

「ああ、いい名だ。そうか。博雅王が……博雅王になあ」

　と、うわごとのようにつぶやいたのだった。
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　空を突き刺すように先端を尖とがらせた杉の間を馬たちが駆かける。

　旅立ちは唐とう突とつで、別れはあまりにも呆あつ気けなかった。てきぱきと所用をこなしたオルガがふらりと椿つばき姫ひめの部屋へと現れ「では参りましょう」とだけ告げた。

　博はく雅が王おうは承知のことだから挨あい拶さつもなしでいいと言う。いくらなんでもそれはと抵抗したのは椿姫だけで、二人巫み女こは面倒なことは嫌いな質たちだから、だったら早く出しゆつ立たついたしましょうと、椿姫をやいやい追いたてた。

　雷らい牙がをすぐに迎むかえにやり、城のみんなに見送られることもなく、孔く雀じやく湖このぐるりを走りつづけて森へと抜ける。

　宰さい相しようなどという立派な役目の人間と一緒に旅だなんて、気が重いと感じていた椿姫だったが──城から湖のほとりを並足で歩いているあいだの会話で、予想以上に気がふさぎはじめた。

　オルガは森抜けの旅のあいだに、徹底的に椿姫に教育を施ほどこすつもりだと息巻まいたのだ。

「椿姫さまには火か劉りゆうの文化と歴史についてのおさらいと、火劉においての簡単な会話程度なら聞き取れるように、また貴族社会の礼儀についてなども教えながら旅をするようにと博雅王からきつく言われております」

　オルガがしれっと言ってのける。

　金色の長い髪を後ろで束ねた四十過ぎの男を、椿姫はむっつりと眺ながめる。

　父の博雅王も、年よりも華はなやぎ、若々しく見えるが──オルガも同様だった。

　まだまだ現役で闘えるぞと、常に若者たちを威い圧あつして回るような雰ふん囲い気きがある。冷たい目線で睨にらまれたら、並の十六歳なら気け圧おされて押し黙ってしまうだろう。

　けれど椿姫は並の十六歳ではない。

　が──これまでの教師たちより、オルガのほうがずっと手て強ごわそうだ。城のなかなら逃げ隠れもできるが、森を一緒に旅しているのに、勉強したくないからといって逃走するわけにはいかない。

　オルガの青い目は、魔物の目よりももっと淡あわい色だ。真しん雍ようの国びとたちは、黒か、せいぜいが茶色の目を持つ。青や緑といった色合いの目は、外とつ国びとの印だ。

　間近でオルガの顔立ちを見ると、外つ国の人間なのだなという事実をしみじみと感じてしまう。目の色も肌も、髪までも、真雍の人よりずっと薄い。日にさらして色を抜いていったような肌や眸ひとみに髪。陽光を受けると、そのどれもが日を反射し、きらきらと輝かがやいた。

「だいたいオルガは博雅王に、とっとと仕事を終わらせて旅立たないと椿姫さまがぶち切れて暴あばれだすからと言われ、寝ないで働いてきたのです。なんとも、けなげなオルガであることだ！」

　自じ画が自じ賛さんしだしたのを椿姫は呆気に取られて聞いていた。オルガは容姿は端たん麗れいで美しいが、性格にはもしかして難なんがある？

「なのでオルガはこの旅で椿姫さまを一人前の悪女にしてみせますとも。それこそが博雅王の目論見もくろみ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりどこか虚こ空くうを眺ながめ、オルガがうっとりとつぶやいた。

　オルガと二人きりで話したことなどいままで一度もなかった。オルガは博雅王の片腕であり、宰相で、賢かしこい切れ者。そして椿姫にとっては関係のない世界にいる大人のひとり。

　それがこうして話をし、共に旅をすることが不思議で仕方がない。

「悪女……？　私を？」

　オルガは椿姫が想定していたほど大人ではないのではないかという危き惧ぐを抱かかえつつ、ぼそぼそと尋たずねる。なんだかオルガの目つきは尋じん常じようじゃない。黙っていたら端たん正せいな男前の中年紳しん士しなのに。

「もしかしたら違ったかもしれません。オルガは帰き化か人じんなので、いまだにときどき真雍の言葉を間違えます。悪女？　貴婦人？　とにかくそんなようなものになればいいのです椿姫さまが」

「悪女と貴婦人て、すごく違うと思うけど」

「女であるという部分は違いないじゃないですか。男以外のものになればいいのです」

「むしろ男になるほうが難しいと思うのだけど？」

「そうですか？　オルガそのところはよくわからない。とにかく椿姫さまの出来が悪い場合は、雷牙さんにすべて罰ばつ則そくを押しつけますから！」

「なんで雷牙に」

「それは椿姫さまが自分の痛みより他人の痛みに弱いからです。自分が罰せられるのは意外と平気なので、その場合は手を抜く。だからあなたは城では教師から逃げて、自分の嫌いな教科は無視して過ごしてきた。でも、罰則を雷牙さんに押しつけることになったら、あなたはきっと手を抜かなくなる。自分のせいで雷牙さんが痛い目にあうのは嫌いやだから。でしょう？」

「う……そう、かも」

　逃げてきたというのは、正しい。あまりの逃げっぷりに、とうとう最後は二人巫女だけが教師となって残ったぐらいだ。

「でも格闘技や剣術の稽けい古こはちゃんとしてきたわ」

「舞ぶ踊ようと楽器と歴史と礼儀作法と語学は逃げてましたがね。まあ大丈夫ですよ。オルガはいい教師で、椿姫さまは、やればできる子ですから。火劉に行くまでの半月で人並み以上にしておけと博雅王からのお達しです」

　ぎろりと横にいる椿姫を睨みつけ、ニッと笑う。なんだかやたらに楽しげだ。

　結局、オルガは、父に押しつけられたお目付け役というところなのだろうか。森抜けは巫女の力でどうにかできそうだが、火劉国に辿たどりついて以降の、向こうの貴族や王たちとの渉しよう外がいは、巫女や椿姫では心もとない。雷牙はもちろん渉外向きの男ではなく、まだ年若い。そして魔物の星せい華かはいまだ眠りつづけたままだ。

　月げつ華かに乗った椿姫は、子鬼の星華の収まった籠かごを背中にくくりつけている。

　オルガは背負い子を見ても顔色ひとつ変えなかった。事前に博雅王に聞いていたからだとしても、ここまで感情を露あらわにしないのはたいしたものだ。

　巫女と比べても遜そん色しよくない。巫女はしかし天人であり、呪術家で──ただの人の子のオルガが巫女と同じような佇たたずまいなのは、考えてみれば不ぶ気き味みな気もする。

　オルガの演説を聴いているうちに、森のはずれに到達した。

　森のはずれには──仮面の男がいた。逃げだすのは仮面にかけられた呪まじないのせいで無理だとわかってはいたが、それでもはたしてそこで男が待っているのかどうか、気が気ではなかった椿姫だ。

「怪あやしい男が……」

　オルガが、椿姫の隣に馬を寄せてつぶやいた。

　進む先に人の姿を見つけ、自然とそれぞれの馬を止める。

「大丈夫よ。知り合いなの」

「知り合い？」

「そう。ここで待ち合わせていたの」

「待ち合わせ？　でもあの仮面は……」

　今度聞き返してきたのは雷牙だった。一行は、人数分の馬に、さらに荷を背負わせた馬がもう一頭。迷い馬として捕ほ獲かくされた馬を、頼んで、引いてきてもらった。雷牙は自身が馬に乗りながら、荷を乗せた馬の引き綱つなをさらに引いているので、椿姫より先に走っていくことができずにいる。

「うちの倉にあったものらしいわね。私があの人にあげたの」

「姫さまが勝手に？　それを私たちに伝えもせずに？」

　オルガの声が尖り、椿姫は肩をすくめ、愛馬の月華の腹を軽くこづく。走れの合図。叱しつ責せきを避さけ、男へと向かう。慌あわてて雷牙とオルガが椿姫の後に続く。

　一番に男のもとに辿りつき、馬を降りると椿姫は男に小声で問うた。

「なんで仮面つけてるのよ。あからさまに怪しいじゃないの」

　まさか盗んだ仮面をつけて待っているとは思わなかった。一度は素顔を見せたというのに、あえてまた隠す意図もわからない。

「──宰相に、警備隊の人間まで連れてくるってことは、盗ぬす人つとを捕まえるためなんだろう？

　あからさまに怪しいほうが捕まえるのにちょうどいいんじゃないのか？」

　物もの憂うげな声で男が言う。捕らえられると決めつけているがゆえの諦てい観かんなのか。

　男がどんな顔つきでその台詞せりふを言ったのか──表情が見えない。椿姫が男をだましたのだと思っているらしい。そんなことは欠片かけらも考えていなかった。噓うそをついて、捕まえるつもりだったのだと誤解されている？

「捕まえるために来たわけじゃないわ。森を抜けるのにあなたの助けが欲しいだけよ」

　男が椿姫を見下ろした。仮面の奥に隠れた茶色い眸ひとみ。疑うたぐるように椿姫の目を覗のぞきこむ。

「私はね、自慢じゃないけど噓をつくとか計略とか、そんな面倒なことしないわよ。捕まえたいなら、あの場であなたに挑いどんで、縄をかけて城に連れて行ったわ！」

「自慢しているように聞こえるが」

　しかし返ってきたのは、思いのほか、飄ひよう々ひようとした声だった。

　思わず椿姫はまじまじと相手の顔を見てしまった。どれほど見ても──天女の仮面なのが腹が立つ。

　昨日は昨日で、仮面のほうが素顔よりずっといいと思った瞬間があったが──かといって仮面で覆おおわれるのもまた苛いら立だつのだ。どういうことだ。男の態度や口く調ちようは、いちいち椿姫の心の内側を、おかしな具合に引っかくようだ。

　痛いような、痒かゆいような、なんとも具合の悪い感情が、男と対たい峙じすると自然と湧わいてくる。

「正直なのだな。わかったよ。悪わる巧だくみをしないのと、できないのとは違う。姫さまのはしないんじゃなく、おそらく、できないんだな。──疑うたがって、悪かった」

　男がそうつけ足し、絶句した椿姫に背を向けて、後から来たオルガや雷牙に対し、戦う意志のないことを表明するために、両手を上げた。六りつ花かと雪せつ花かもしずしずと後ろをついてきている。彼女たちはいつもどおり、どんな出来事にも動じない。

　驚いたことに──男は両手を前に出し、馬上のオルガたちに向けて、くるくると回った。貴族同士のしきたり。身分が下の者が上の者に対して見せる行い。しかもその姿は優美ですらあった。いつもなら滑こつ稽けいに見える一連の動作だが、男が行った挨拶はまるで舞踊のように見えた。

　挨拶を終え、目を伏せてうつむく男を、オルガと雷牙が馬上から見つめる。男は、オルガたちの言葉を待っている。雷牙の手が腰に下げた刀にのび、椿姫は思わず息を飲む。この男は椿姫が道案内を頼んだ仲間なのだと口を開きかけたとき──オルガが静かに雷牙の腕に触れた。

「雷牙さん、なりません。礼を尽くしてもらった相手には礼を返さねばなりません」

「でも顔を仮面で隠した怪しい男ですよ？　しかもあの男の背中には剣があります」

　緊きん迫ぱくした雷牙の声。素顔を隠した謎の男に不ふ審しんを抱き、男の持つ剣に危機感を抱いているようだ。たしかに常人では扱えないような大剣を背負う男の存在は、武人としては見過ごせないものだろう。

「椿姫さまはあの男のすぐ傍かたわらにいらっしゃる。あなたの刀が男に届くより、男の剣が椿姫さまの身体からだに向かうほうが早い。──名を知らぬ仮面の男、顔を上げてください」

　オルガはピシリとそう言い返し、語りながら馬を降りた。すたすたと男へと歩み寄る。

　顔を上げた男の仮面を、オルガは目を瞬しばたたかせて眺め──淡い笑みを浮かべた。

「見覚えがある。私たちはどこかでお会いしたことがございますか？」

　オルガの頓とん狂きような質問を、椿姫は呆気に取られて聞いていた。城の倉のなかにあった仮面だもの、見覚えがあるはずだ。

「さて？　天女の面は真雍の倉のなかで宰相とお会いしたことがあったのかもしれません」

　答える男の返事もまたとぼけている。

「あなたの名前は？」

「盗人とお呼びください。この仮面こそが私が盗人である証明です」

「嫌いやです。天女さんと呼びましょう」

　オルガが妙にきっばりと言いきった。

「え」

「天女面だから天女さん。その面をつけているあいだ、あなたは天女さんです。──で、椿姫さま、天女さんとここで待ちあわせた理由は？」

　突然、話を振られ、椿姫は慌てて説明をする。

「この人、森に詳くわしいって言うから。それで森を抜ける道案内に雇やとったの。その……仮面を支し度たく金きん代わりに渡して！」

　なにか言いたそうにしている雷牙の口が動く前に、さらに言う。

「そのとき泣き女も側にいたの。ね、雪花？」

「はい。側におりました」

「どうして……止めないんだよ。どうしてみんな椿姫のやることを止めないんだよ。まったくもう」

　雷牙がぼそぼそと小声でつぶやき、

「我らの役目は止めることではなく、見ているだけですので」

　いつものことだが──雪花がそう胸を張ったのだった。







　迷い馬を盗人あらため「天女さん」に手渡した。

　オルガは男のことをまったく気にしなかった。それが椿姫には意外だった。当然ながら雷牙はかなり不ふ機き嫌げんになった。六花と雪花は特になんの意見もなく──ただし、仮面にかけられた呪術を解くために少しの時間、森のはずれで休きゆう憩けいを取った一行である。

　男が、頑かたくなに仮面を外はずさなかったことだけが問題だったが、巫女が仮面に触れ、逆さ呪文を唱となえて、呪術の鍵かぎを開く。

「なるほど。それで迷子になったのか」

　詳細を明かされた男が、嘆たん息そくする。

「天女さん、天女のくせに椿姫さまごときの策略にはまり、召しかえられるはめになるとは情けない」

　オルガが真顔でそう告げる。つい先刻、出会って、形式ばった挨拶をかわしていた二人だったのに、いつのまにかやたらに仲良しになっている。

　和わ気き藹あい々あいな展開は、雷牙にとっては不満なようで、椿姫たちの会話には加わらず、押し黙ってずっと仮面の男を睨みつけている。

　警備兵としては、立場上、当然のことだろうと思うので椿姫もなにも言わない。

　なにより雷牙は、ずっと自分たちが追いかけて捜さがしていた不審者を、椿姫が知っていて隠していたことに腹を立てているに違いない。せっかく守ろうとしてくれている城の警護の者たちに対して、裏切るような行為だったなといまさら反省する。

　旅に出る前に打ち明けるべきだったろうか。でも打ち明けたら、きっと雷牙は、男を捕まえようとしたことだろう。

　椿姫は──男を真雍の警備隊に捕まえさせたくはなかったのだ。

　その理由は、自分でもわからない。

　わからないことはうまく説明できない。

　だから雷牙に伝えるのを怠おこたった。

　オルガに、椿姫さまごとき……と表現されたことはさておいて、策略というほどのものをめぐらせたわけではないと申し開きをする椿姫だった。

「本当のことを隠しただけで、噓はついてないです」

　それは半分は雷牙への言い訳でもある。だましたつもりはない。噓はついていない。隠していただけだ。

「……なんというかそれ以前に、オルガさん、その天女さんてやめて欲しいんですが」

　黙って聞いていた男がそう言う。

「そうですか。嫌がると楽しいのでもっと呼ぶ。それがオルガというものです」

　オルガが満面に笑みを讃たたえ、返した。

　男が首を巡めぐらせて椿姫のほうを見た。視線が交差する。男はおそらく仮面の向こうで笑っている。それを感じて、椿姫も、笑った。

「姫さま、隙すきあり！」

　ふいにオルガの手がのびて、椿姫の頭をガツンと殴なぐりつけた。

「な……なんで」

　痛む頭をさすりながら抗議する。

　雷牙が背後で息を飲んでいるのがわかる。

「夜だけじゃなく昼も気を抜かない。ついでに言えば、雷牙さんも、いつでも椿姫さまに打ちかかっていいですからね？　隙があれば打ってください」

　オルガが腰をねじって後ろの雷牙にもきっぱりと宣言する。

「はあ？　でも」

　さすがに雷牙も、オルガのことは無視できず言葉を返す。

「火劉の第二王子に決闘を挑いどみに行く姫君が、並より弱かったら真雍の恥です。国こく辱じよくです。それに決闘に勝ったら椿姫さまはご結婚なさらないわけです。わかりますか？　そう言われたら雷牙さん、ビシバシと椿姫さまを、森にいるあいだに鍛きたえる気になってきませんか？」

　オルガがつづける。

「火劉の第二王子に……決闘？」

　仮面の男が小声でつぶやく。

「な……なによ」

　咎とがめられたような気がし、椿姫は無意味に大声を張りあげる。

「お……おおおお、そうか！」

　しかも椿姫たちとは無関係に、雷牙が目を見張り、叫さけんだ。なにがそんなに興奮させたのか。

「決闘に勝ったら結婚しなくてもいい？　いったいそれはどういう話だ？」

　仮面の男が困こん惑わくしたようにつづける。

　それがどういう話なのかは──椿姫もわからない。そもそも、人ひと質じち代わりに火劉に嫁とつぎ、そのまま泰たい国こくを取りにいくという壮そう大だいな計画はいったいどこに？　この旅はその計画の前ぜん哨しよう戦せんだったはずなのだが……。

「たやすくなんてないですよ。火劉の第二王子はね、強いんです」

　オルガがしたり顔で言う。

「……強いかはさておき、決闘ってのはなんだ？」

「この椿姫さまは、武勇の誉ほまれの高い冬とう威い王子に決闘を申しこむために森を抜けるんですよ。いまの椿姫さまじゃ、瞬殺されます。強いわけでもないのに決闘に行く姫を笑いものになどしたくないこの私の臣下としての優しさに、皆さん、感かん涙るいにむせび泣いてもいいですよ？」

　意味は通っているが、言い方がなんだか微妙だ。

「結婚じゃなく、決闘？　それは結婚を申しこんだ王子にとっては、たしかにむせび泣けるような話だな」

　仮面の男は最初は呆ぼう然ぜんとし──次にはげらげらと笑いだしていた。

「なにがおかしいのよ」

「そりゃあおかしいさ。いや……本当に真雍の姫は無茶苦茶だな。おまけに臣下まですごいもんだ」

「いやいや、天女さん、それほどでも」

　なぜかオルガが恥じらって謙けん遜そんした。

「それ……褒ほめ言葉じゃないと思う」

　椿姫のつぶやきはオルガの耳には届かないようだ。

「そうか。椿姫さまを鍛えあげねば。いまのままだと国辱とは!?」

　なにに反応したのか、二人巫女まで盛りあがっている。表情はいつもの平静なままだが、心なしか声が弾はずんで聞こえる。
















「椿姫さまに私たちのすべてをこの半月で捧ささげなければのう」

「よし、椿姫さまには新しく棒術をも飲みこんでいただき」

　どこからどう取り出したのかわからない、短い棒が六花の手に握られ、ひょいと前を向いたまま後ろへと投げ渡す。

「うわ。いきなり投げないで！」

　叫びながらも椿姫は頭上から降ってきた棒を受け取る。次に雪花もまた同じように似たような棒を背後に投げ、椿姫は慌てて先に受け取った棒を懐ふところにしまうと、投げられた新たな棒を受け取る。

　棒を二本渡された。

「椿姫さまの背はもうそれ以上のびそうもなく、長刀は不利。あれは上うわ背ぜいがあり、体格のよい男の武器」

「されど長刀は円えん軌き道どう。高い位置で振り回す場合、低い位置には届かぬもの。そのとき椿姫さまの、低い身体が有利にもなる。そのような動きをお教えしましょう。長刀を振り回す男の懐に飛びこみ、短刀で斬りつける技も覚えたほうがよろしかろうと」

「……なるほど」

　納得し、二本の棒を懐に入れつつ──椿姫は宣告とは逆に首を傾かしげ、つぶやく。

「ねえ、それはそれでいいけど、ありがたいんだけど……いまさらな気がするんだけど。別にこの森抜けに合わせて教えなくても、みんな、城にいるあいだに私に教えてくれてれば……」

「聞く耳がないときには教えても無む駄だですでのう」

「面倒なことからは逃げて、好きなことだけしようとなさっていた椿姫さまには、誰も新しいことなど教えられませんでしたじゃろう」

　六花と雪花がそう言った。耳に痛い台詞だ。城にいるあいだに、もっと真剣に教わろうと向きあっていれば、現状は違ったのだろうか。嫁に行くしか術すべがないなどと言われることなく、真雍の王女として立って、国を広げるに足りる人材として、博雅王に認められる未来もあり得たのか。

「さて、参りましょうか」

　笑いが収まったところで──誰がというでもなく、それぞれの馬の手た綱づなを手に取った。

　椿姫も籠に収めた魔物の子を背負い、愛馬月華へとまたがる。

　まず先に道案内の仮面の男が、そして六花と雪花が後ろにつづく。速度を上げた二人との距離が開かぬように、椿姫も月華の馬体を軽く蹴ける。背筋をのばし、走りだすと──「隙あり！」の声と共に、頭上に痛みが走り、目から火花が散った。

「雷牙ああああああ！」

　咄とつ嗟さに腰を反転し、懐の棒を雷牙へと投げつける。

　この旅は、椿姫が当初予想したのとはまったく別な部分でとても過か酷こくな旅になりそうだった。







　昼が過ぎ、夕暮れになる。

　馬たちも少し休ませようと休憩を取ることにする。馬体から鞍くらを外はずし、ねぎらいの声をかける。森の奥はしんとし、草の匂いがむせかえるようだ。

　干した果物を口に入れ、嚙かみしめる。ずっと背負っていた籠を下ろし、こんこんと寝たきりの子鬼の様子をしばし眺める。尻と足と肩が痛い。半日を少し過ぎたぐらいでこんなに身体のあちこちが痛いのだから、数日経過したあとの自分を思うと目眩めまいがしそうな椿姫だ。

　乗馬が好きだといったって、毎日ずっと乗りづくめで走らせたことなどないのだ。自分は、自分で思っていたよりずっと「お姫さま」だった。それを自覚することから、新たな毎日がはじまる。

「椿姫、大丈夫か？　少し休むといい」

　馬から降りた雷牙が椿姫へと声をかける。雷牙も、オルガも、まだ走ることができそうだ。けれど体力的に、椿姫がすでにへとへとになっている。途中途中で、隙あり、と打たれたことを割り引いても──この旅団のなかで一番旅に不慣れで疲ひ弊へいがすぐに出てしまうのは、椿姫だ。

　痛みは、自身への課題につながる。足りない部分を知ることで、補おぎなおうと努力もできる。

「大丈夫。でも雷牙に打たれた頭はけっこう痛いわね。後ろからの攻撃って、反則だと思うの」

　少しだけ抗議する。数回やられることで、馬上で常時、前後左右に気を張るコツをつかんだ気もするが──これが毎日つづくと、気力がもつかわからない。

　とんだ修業の旅となっている。が、ずっと互いに気が張り、いちいち笑ったり怒ったりしているので、魔物との遭そう遇ぐうに脅おびえる暇ひまもないのは、ありがたい。

「──雷牙、怒ってる？」

　なにに対してと聞かなくても、雷牙には伝わるはずだ。

「怒ってる。そのぶん、思いきり打たせてもらった」

「うん。そうだと思った。すごく痛かったし」

　しかしどうしてこんなに暢のん気きな旅になっているのか。魔物の巣そう窟くつなのだからもっと緊きん迫ぱくした旅になるものだと思いこんでいた。

「でも仕方ない、姫さまの命令は、たとえ間違った命令だったとしても受け入れなくちゃならないのが俺たちの使命だから」

　自じ嘲ちようするような響きを含ませ、雷牙が言う。

「そんな……そんなこと」

「隠すとか、だますとか、気にすることでもないのさ。椿姫はお姫さまだからな。臣下のひとりに過ぎない俺に、いちいちなにかを説明する必要なんてないし、意見を聞くこともない。そういうことさ」

　椿姫は言葉を失う。椿姫は真雍の姫で、雷牙は臣下。でも、いままで雷牙は自分に対して身構えることなく接してくれていると信じていたのに。

　今回のも、怒りはするだろうがすぐに気を取り直し笑い飛ばしてくれると、どこかで高をくくっていた。けれど雷牙の態度は、椿姫が思っていたものよりずっと頑かたくななものだった。

　雷牙は椿姫と視線を合わせてくれない。

　途方に暮れ、唇くちびるを嚙みしめる椿姫の頭にコツンと小さなものが当たる。

「痛っ」

　声をあげ、なにが当たったのかと地面を見る。足下に落ちているのは小さな蓋ふた付きの陶器の瓶びんだった。拾い上げ、手に載のせる。

「隙あり」

　男の声に、振り返る。仮面をつけたままの男が軽く顎あごをしゃくり、つづけた。

「軟なん膏こう。俺の愛用の品だ。やるよ。ずっと馬に乗りつづけて尻が痛むんだろ？」

　ずけずけとそう指摘され、椿姫の頰ほおが熱くなった。たしかに長時間同じ姿勢で馬に乗っていたためか、すれたようになってあちこちの皮ひ膚ふがじんじんと痛んでいる。

　でも──「尻」とは、面と向かって言われたくない。

「いまはまだ赤くなってるぐらいだろうが、水ぶくれになったり、皮が剝むけたりしたらもっと痛む。尻や臑すねの皮が剝ける前に、それを塗ぬっておくといい」

　赤くなるとか、皮が剝けるというのも言われたくない。場所が場所だから、いたたまれない。

　と──雷牙が椿姫の手から瓶をひったくると、男へと突き返した。

「お返しします」

「どうしてだ？　言っとくが、これは私の師し匠しようからもらった秘伝の軟膏だ。私がひよっこのときからずっと使ってる。効きき目に関しては太たい鼓こ判ばんを押す代しろ物ものだぜ？」

「正体不明の方がすすめる薬なんて、そんな危ないものを椿姫さまに使わせるわけには参りません。薬でしたらうちには二人巫女がおりますから」

　低い声で恫どう喝かつするように雷牙が告げる。

「いい部下だ。用心深いのはいいことだ」

　男はそれ以上食い下がることはなく、あっさり瓶を懐にしまった。

「それでも、もし巫女たちの薬が効かなかったときは、言ってくれ。いつでもやるよ。これは本当にいい薬なんだから」

「結構です」

　雷牙の冷たい言い方も一切気にならないようで、男は屈くつ託たくなく椿姫の肩をぽんと叩いた。

「降りたあとに、痛む箇か所しよに薬を塗って軽く揉もんでやるといい。こうやって毎日、馬に乗って長旅してりゃあいずれ皮膚も固くなる。俺やそこの出来のいい兵士みたいにな。ひと皮もふた皮も剝けて丈夫になるさ。痛むだろうけど、じきに慣なれる。気長にいこうぜ」

「あ……」

　ふっと椿姫のなかの羞しゆう恥ちが消えた。片かた肘ひじ張っていた余計な力も、消えた気がした。

　それは「自分にもそんな過去があった」という、男のさりげない告白のおかげだ。

　雷牙に睨まれても男は意に介さず、飄々とした態度を崩くずさなかった。朗ほがらかに言ってのけ、背を向ける。

「だから……馬じゃなく椿姫には別の乗り物をご用意しますと言ったのに」

　馬での移動は椿姫の身体の負担になるから、他の移動手段をという提案を蹴ったのは椿姫だった。魔物のいる森を、籠にしまわれ、その籠をさらに別の人間に掲げてもらって移動するなんてまっぴらだった。馬に引いてもらう車という提案も蹴った。

　大人数と、大荷物で森を抜けるのは馬鹿な振る舞いだ。

　椿姫は馬に乗れる。みんなが馬で森を抜けるなら、椿姫も馬に乗り、森を抜ける。

　そう決めた。だからいまさら同じことを蒸むし返されたくなかった。

　自分が「お姫さま」なのは、わかった。でも「お姫さま」扱いなどされたくなかった。

　どうして雷牙は、あの男のように「じきに慣れる」と言ってくれないのか。椿姫を気き遣づかってくれるのは同じだが──男と雷牙の態度はまったく違う。

「二人巫女に薬をもらってくるわ」

　椿姫はそう言って、怒った顔のままの雷牙から遠ざかる。







　六花に頼んで薬をもらった。ついでに柔やわらかい草のある場所で寝そべり、手や足を軽く揉んでもらう。

　傍かたわらには、馬を休ませ──さらに籠のなかで眠る魔物の子ども。

「……痛っ」

　軟膏を塗ってもらったあとで衣服を整える。痛む臀でん部ぶの様子を見た六花が、告げる。

「でも水ぶくれにはなっておりませんから、よろしゅうございました。軟膏で処方してもそのうち皮が剝けますでしょうが……そうやって皮が剝けることで皮膚が丈夫になって慣れていくものです。我が慢まんなさってください」

　仮面の男と同じことを言う。

「いつになったら慣れるのかしら」

「たった半日で弱音でございますか？」

　六花の台詞に、椿姫は力なく返す。

「そんなことないけど……」

「たった半日ちょっとでこんなにタンコブだらけになるとは、お転てん婆ば姫などと名乗るのもおこがましいほどのとんだオタンコナス姫ですよ」

　頭上から降ってくるのは、オルガの声だ。オルガはぺたりと椿姫の横に座る。

「オタンコナス姫、星華を抱いてもいいですか？」

　手足がちょうど出るように加工された籠に手をのばし、いまにも抱き上げようとしている。

「触ってもいいけど……ええと、気をつけて。なにかしないという保証はないから」

　危害は加えないだろうとは思うが、所しよ詮せんは魔物だ。赤子の姿で寝たきりだから、その点はいまのところ安心だが。

「なにをされても特に気にはしないから気遣い無用。万が一食べられるとか殺されるとかしたら、なんとかなりそうなときだけ助けようと尽じん力りよくしてくれると嬉しいが、もう無理ってぐらい痛々しいことになったらそのままとどめをさして、ついでにできれば残さず食わせてやってくれ。せっかく食べられるのなら骨まで食われたほうが、無駄のない死に方な気がして安心かと思う。でも生きたまま食われるのは嫌だなあ」

　淡々と、とても物ぶつ騒そうなことをつぶやく。

　オルガが籠から星華を抱え上げた。人の赤子を抱くように、そっと胸元に押しあて、後頭部を手のひらで撫なでつける。

「……怖くないんですか？」

　椿姫はとっくにそういった感情が麻ま痺ひしているが、普通ならば、魔物が相手ならば怖がって当然だろう。

「怖い。でも気になる。だから仕方ない。この機会を逃のがしたら生きたちいさな魔物の赤子の養育に関わることはなさそうだし、だったら積極的に関わらないとオルガとして生まれた意味なしだ」

「よくぞ申された。生まれた意味を日々問うて生きるとは、あっぱれ」

　六花が巫女らしく立派なことを言っているが──全体的になにかが間違っている気がする。

「まったくオルガはあっぱれです。ふむ。星華はたった半日で顔立ちが変わりましたね。いまは強引に言い張れば、人の子だと言い張れなくもない顔になってる。牙もなくなってるし、目と鼻と口の感じがかなり人の赤子に似てきた。頭にうぶ毛が生はえてきて、つるつるじゃなくなってきている。なにより、どうしてなんですかね。星華は、椿姫さまと面おも差ざしが似ている。私の気のせい？」

「いいや。魔物は育てる人に似ていくものだからのう。擬ぎ態たいする。ゆえにいずれ、星華は、椿姫さまそっくりに育つことだろうよ」

　椿姫が応こたえるより先に六花が応えた。

「なるほど。影かげ武む者しやに仕立てることができるかも。椿姫さまは良い拾いものをしましたね」

　にっこりとオルガは笑い、

「おおっ。オルガはいいことを思いつきましたよ。いまから椿姫さまに学ばせるより、この星華をみっちりとしごいて真雍の姫君たる振る舞いを学ばせたほうが楽かもしれない。むしろ星華が真雍の姫になればいい」

　星華を高く抱え上げ、そう告げた。

　ちらっとオルガの様子を窺うかがうと、その目は本気。さらに六花が「それは名案」と拍はく手しゆ喝かつ采さいしている。椿姫の肩に疲労がどっしりとのしかかり、ほうっと息を吐いてうつむくと──「隙あり！」の声と共に椿姫の頭上に棒が叩きつけられた。







　気づいたときには眠っていた。オルガと六花があれこれ言い合うのを聞いているうちに、睡魔に肩を叩かれ──目覚めたときにはすでに日は落ち、木々のあいだに縄をつなぎ、布の幕まくが張られ、野や営えいの準備が済んでいた。

　たき火に火が灯ともり、そこでくつくつと鍋が煮えている。火が爆はぜる音がする。

　夢のなかのようだと、おぼろに思う。すぐ側にたき火の炎が踊る。

　開いた目に映る景色は、見たことのない風景。空を仰あおぐと星がひとつ、ふたつと、まばらに散っている。ぼんやりと半身を起こすと、身体にかけられていた羽は織おりが落ちた。羽織は、オルガのものだ。

　横に仮面の男がいた。白い天女の面に炎の影がちらちらと踊る。

「目覚めたか？　だったらなにか食べたほうがいい。粥かゆができている」

　男は歩き、椀わんを用意すると火にかけてある鍋から粥をすくってよこした。ひとつを椿姫に、そしてもうひとつは自分で食べるのかと思いきや──星華の前に屈かがみこみ、匙さじですくった粥に息を吹きかけ冷まし、口元へと運ぶ。

「星華は……人間の食べるものは食べないわ」

　どうやら星華に粥を食べさせるつもりらしい。

「そうなのか？　生きてるんなら、なにか食べないとならないだろう？　ましてこいつはどんどん育ってる。湖で見たやつと同じ生き物だとは思えないぐらいだ」

「人の気を食べるって……」

「でも食べたぞ」

「え？」

　星華がぱちりと目を開け、あむあむと匙から粥をすすっている。口の端に米粒がついている。椿姫は驚き、近づいて、その様子を眺めた。無心に粥を食べている。もぐもぐと動くちいさな口と、こちらを見返すつぶらな眸ひとみを見ているうちに──温かいものが胸に湧き上がってくる。

「おまえ……口が開いてる」

　じっと見ていると、ふいに男が笑い声をあげた。

「口？」

「星華が口を開けると、おまえも口を開けている。ほら」

　匙を口のなかに入れられる。真剣に見ているうちに、つられて、星華が口を開けるのと同時に口をぽかんと開けていたらしい。

　あむっと口のなかの粥を咀そ嚼しやくしてから、男を睨みつける。

　仮面に覆われているけれど、男がどんな表情なのかは想像することができた。愉快そうに眸を煌きらめかせ、笑っているに違いない。あの天てん真しん爛らん漫まんでいて、不ふ遜そんな笑顔。射い貫ぬくような強い眸と、整った顔立ちを思い出すと、心臓がどくんと高鳴った。

　そのとき、けふ……と、星華がむせた。

　自然と椿姫は、星華に手を差しのべて抱き上げていた。どっしりとした重たさに、昼に感じたものとは別な感かん慨がいを抱く。なんだかとても愛いとしいような──優しい気持ち。

　同時に、自分の振る舞いのすべてに羞恥を感じた。寝顔を見られていた。そして、星華が口を開けるのに合わせて、馬鹿みたいにぽかんと口を開いていたらしい顔も。

「どうして仮面を外さないの？」

「盗人としては素顔を警備隊の人間に見られるのは避さけたい」

「どうして……逃げなかったの？」

「警備の兵士を連れて来たのを見たときは、逃げようかと迷ったさ。でもまあ……約束は違たがえないことにしている。私はおまえを待つと約束した。だから、待った」

「そう」

　ふと疑問が頭に浮かぶ。雷牙の身分は制服で推察できるとして、オルガが宰相だと最初に指摘していたような。あのときは深く考えなかったが、他国の人間が、真雍の宰相を認識できるものなのだろうか？　以前にどこかで実際に二人が会っていたのだとしたら？

「なんで……オルガのことが宰相だとわかったの？　名乗りもしないのに身分を当てた」

「そんなこと言ったかな」

「言った。それに真雍のしきたりにのっとった挨拶をして……」

「挨拶については、どの国であってもその国の風習を頭に叩きこんでから訪ねるように心がけている。それから、遠目からでもオルガさんの金髪は目立った。真雍の宰相は金髪の外とつ国びとだというのは有名だ。そして変人だっていうのも他国にまで伝わるぐらいに有名だ。だからそうなんだろうなと思っただけだ。森を抜けようという突飛な行動をする姫と、それにつきあう金髪の人間ときたら──身分が高くて変人だ、だから宰相なのかな、と」

「他国にまで知れるほど変人で有名なの？」

　椿姫は知らなかったというのに──そうなのか。

「帰化したとはいえ元が真雍の人間ではないので、いまだ言葉遣いに問題があるだけです。気にしないで私の噂うわさ話をそのままお二人でひそひそとささやきあいなさい。私はそれをそっと背後で盗み聞きしますから。盗み聞きこそ宰相の喜びと嗜たしなみ」

「うわっ」

　振り返ると、オルガがたき火を背にして立ち、腕組みをして深くうなずいていた。

　気配がなかった。絶対にさっきまで後ろになどいなかった。なのにどうして、いま、こんなすぐ真後ろに？　オルガは本当にただ者ではない。

「変人だけど……腕が立つし頭もいいというのも有名だ」

「天女さん、その噂に、顔も気立てもいいというのをつけ足して、世界各国にばらまいてくれたらオルガはとても喜びますよ」

「そうするよ」

　仮面の奥で、男がくぐもった笑い声をあげる。

　それから、ひょいと椿姫の手元から星華を抱き上げた。

「まず食べないと。オルガさんと一緒に、火にあたって食べるといい。そのあいだ私が星華を見ていよう」

「ずるい。星華の面倒はオルガも見たい」

　悔くやしげに訴えるオルガの言葉を無視し、男は星華を抱いて向こうへと歩いていく。

「ええと……あの、羽織、ありがとう」

「どういたしまして。かけてさしあげた羽織が地面に落ちていようともオルガはまったく気にしない」

　即答され、絶対に気にしているんだこの言い方はと、椿姫は落ちた羽織を拾い上げ、ひきつって笑った。

　手渡した羽織を着ると、オルガもまた椀に粥を盛り、火の前に座る。

　椿姫も自分の粥の椀を手にし、その横に座った。

「さて、食べながら雷牙さんを待ちましょう。──六花さんと雪花さんが、椿姫さまに呪術と棒術を教えなくてはと言ってました。踊りと歌も、どの程度か見せてもらいましょう」

「……忙しいのね」

「いままでさぼっていたからですよ。仕方ない。まあ疲れて倒れられても困りますから、みんな手加減してお教えします、ご安心を」

「私……いつ寝たのかな」

「雪花さんが戻ってきて、人の緊張は首の後ろに出るものだとかいって、椿姫さまの首の後ろに太い鍼はりを差した途と端たん、ストンと寝てしまわれた。正直、椿姫さまは雪花さんに安楽死させられたのではと疑いましたが、こうやって目覚められたならなによりです」

「平気な顔で物ぶつ騒そうなこと言うよね」

「それがオルガです。博雅王が王じゃなければオルガはもう百回ぐらいは斬ざん首しゆされている。椿姫さまはオルガに慣れてみてください。慣れれば意外にいい奴で味わい深いと知るでしょう」

「自分で言うかな、そういうこと」

　でも眠りについた椿姫の身体にそっと自分の羽織をかけてくれる優しさはあるのだ。

「椿姫さまが寝てしまわれてから、ひとときも経ってはいません。寝かせておいてくれとは雪花さんの伝言でした。半月の旅をこなすために、最初から無理をするのはよいことではない、と。雷牙さんは水を汲くみに。六花さんは薪まきになる乾いた木の枝を拾い集めに出ています。雪花さんは魔物が近辺に出現しないように呪術の輪を野営の頭上に広げるそうです」

　こちらが質問しなくても、気になっていることを教えてくれる。

「水？」

「道案内を用意していただけたのは、予想外でしたがありがたいことでした。旅のあいだの飲み水は荷物をなるべく軽くするために最小限の用意にとどめていました。途中で調達するつもりだったので、案内人に川の在処ありかを示してもらえて本当に助かりました。巫女たちと一緒に雷牙さんが馬たちを連れて水を飲ませに行った。そのあとで馬を戻し、今度は自分たちの今夜と明日の水を汲みにいった。雷牙さんは、素直で良い青年だ」

「ええ」

　幼なじみの雷牙を褒められ、椿姫は微笑ほほえむ。

　オルガは粥をすすりながら、懐から薄く切った木片を取りだし眺める。椿姫もそれを覗きこんだ。木片に描かれているのは、孔雀湖と、そして森の簡単な地図だ。川が森のなかを蛇だ行こうして流れている。

「不完全でもなにもないよりはマシでしょう。今日ここまでの道筋です。天女さんに教えてもらいました。自分でも補完して、記していくつもりです。この森の地図がありませんので──いつか作りたいと願ってました。いい機会です」

　整った横顔を凝ぎよう視しする。とらえどころのない性質。でも基本、真ま面じ目めに仕事をする人間のようだ。

　そういう人材でなければ、博雅王が右腕として頼りにしたりはしないだろう。

「天女さんて呼び名はどうかと……」

「あんなに堂々と天女の仮面をつけているのはそう呼ばれたいからに決まってる」

　妙な断定をしてのけるオルガの勢いに飲まれ、椿姫は自分も粥をすする。

　ガサガサと枝が揺ゆれる音がして、雷牙が木こ陰かげから顔を出す。

　椿姫とオルガが座って粥を食べているのを見ると、雷牙のまなじりがつり上がった。不機嫌な顔つきで口を尖らせて、ずんずんと大股またで近づいてくる。

　首から、人数分の水すい筒とうを下げ、水のなみなみと入った鍋なべを両手で抱えている。

　自分はなにも知らないのだなと、またもや椿姫はそう感じていた。

　馬にくくられ、人が背負った荷の中身。椿姫が持ってきたのは魔物の赤子──星華だけ。荷造りは巫女たちとオルガが整えた。荷が開かれるまで、ピンとこないでいる自分はなんて世慣れていないのかと思う。食物と調理道具と容器と水。旅をするために必要なもの。

　立ち上がり、雷牙のもとへと駆け寄って水の入った鍋へと手を差し出した。

「ありがとう。雷牙。──私も今度は寝ないで手伝うから」

　けれど雷牙は椿姫の手伝いは不要と、迷惑そうに眉まゆをひそめた。

「椿姫は寝ていていいんだ」

「そんなわけにはいかないわよ」

「粥……まずいのか？　口に合わないかもしれないけど、我慢して。明日には森でなにか獲え物ものをつかまえて、もう少しいい食事を用意できると思うから」

　思いつめた顔をして雷牙が言い、椿姫は慌てて首を振る。

　自分は旅に出るというのに、食料としてなにを持参すればいいのかだなんて考えてもいなかったなと、己の能天気さに呆あきれるしかない。

　ぼんやりとそこに立っていれば、周囲がすべてを仕切り、用意してくれる。

　姫としての自分の気楽さを思い知り、胸が痛む。

「そんなことない。おいしいよ。米が荷物のなかにはいってたなんて知らなかった」

　雷牙は鍋を地面に置いた。水筒をひとつひとつ首から外していく。椿姫はそれをひとつひとつ受け取ると、地面に丁てい寧ねいな動作で並べる。

「米を干したものを持ってきてます。そのまま食べてもいいし、水で炊き直して粥にもできる。それから干した肉に干し果実。持ってきている荷物の中身が気になりますか？」

　問われ、うなずくとオルガが会話に加わった。

「なにを、どれだけ準備するかを考えるのは大切なこと。戦でもそうです。兵は食べないと弱ります。馬も水と食物がないと走れない。怪け我がをした兵を救護するための薬も必要。兵ひよう糧ろうや武器をどれだけ持って旅立つのかは、いつだって悩みの種。兵糧の計算ができる人材はとても重要です」

「計算式があるの？」

「経験がものをいいます。地形と旅程、兵の数。そこから推察し、計算する。臨りん機き応おう変へんに。それは雷牙さんに学ぶといい」

「え、俺？」

　雷牙が慌てたように顔を上げる。

「出し惜おしみしたり能ある鷹たかが爪を隠したりするのは実に嫌み。雷牙さんが実じつ践せんを含めて優秀な兵なのはこのオルガよーく知ってますから、遠慮せずに高飛車になって椿姫さまに戦に関わるなにもかもについてお教えするのが臣下の務つとめ」

　ビシッと言われ、雷牙が困惑顔になる。

　雷牙とのあいだにできた心の距離感は、いまだ埋うまらないままだ。どうやったら雷牙が元通りの、幼なじみの雷牙に戻るのか、椿姫にはわからない。

　でも──戻って欲しい。かけがえのない友だちとしての雷牙を、椿姫は好きなのだ。臣下としてではなく、友だちとして接することはもう無理なのだろうか。

「そうだね。高飛車になってもいいよ。雷牙が私より強いことも、私よりずっとちゃんと努力して学んできてることも、私はもうわかってるから。えらそうに、知ったかぶりしないでなんて、言い返さないよ。──もう」

　わざと明るくそう告げた。

　過去にそういえば、なにかを教えてくれようとした雷牙に癇かん癪しやくを起こしてくってかかったことがあったと思い返し、そっと「もう」とつけ加えると──雷牙は疑わしげな表情を浮かべながらも、

「わかりました。俺にわかることであれば」

　と応じたのだった。
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　昼には隙すきあらば打ちこまれ──さらに夜には棒術に短刀に舞いの練習、火か劉りゆうの言葉に火劉のしきたりに──次から次へと頭と身体からだに叩きこまれながらの旅がつづく。

　月と日が交互に空に上のぼる、そのくり返しを森のなかで十回数えた。

　異い臭しゆう──そして空を過よぎる黒い影。

「──下がって」

　蝙こう蝠もりの羽根のついた兎うさぎのような形の魔物たちが、ぱたぱたと頭上から降ってきた。

　先を行くのはいつも仮面の男。

　真しん雍ようから抜け出られないという仮面の呪じゆは解いたが、人の気配を消すという呪術はそのままになっている。だから男の気配は魔物たちからは感じられないらしい。

　魔物と対たい峙じするとき、天女面が発光する。銀月のようにおぼろの輝かがやきは、術が効きいているという証あかし。

　森に来てたくさんの魔物を見て悟さとった。

　魔物の形も大きさも、それぞれだ。動物の形や大きさがそれぞれであるのと同じようなものなのかもしれない。

　群むれて飛ぶ魔物たちが椿つばき姫ひめの一行に襲おそいかかる。魔物の真ん中で、男は微び動どうだにしない。川の流れが岩に当たり、ふたつに分かれるように、魔物の流れが動かぬ男の周囲で渦うず巻まき、右と左に分断され──通り過ぎて、また、ひとつに戻る。

　仮面のせいで魔物からすると人の気配がないらしいが、男の乗る馬の気は魔物たちにもわかる。馬が脅おびえて鼻の穴を膨ふくらませている。

　そしてもちろん──椿姫たちへと向かって魔物たちが飛びかかってくる。

　椿姫は腰に下げた刀を抜いて、周囲に群れる蝙蝠もどきを斬きりつける。斬っても、斬っても、次が出てくる。

　斬ると黒い液を逬ほとばしらせて地に落ちて消える。

　椿姫の背負う籠かごのなかで、魔物の子──星せい華かがなにごとかをつぶやいている。

　そういえば星華が人に似てきているせいでうっかりと忘れがちだが、この子も魔物の仲間であった。星華が蝙蝠もどきに嚙かまれないようにと気を配り、馬上で身体を捻ひねって刀でなぎ払う。

　魔物を守りながらも魔物を斬るという矛む盾じゆんを思い、ふと椿姫の手が止まった。

　と──椿姫の目の前に、それまでとはあきらかに形状の違う魔物が飛ひ翔しようしてきた。

「きゃ」

　猪いのししほどの体たい軀くに、巨大な蝙蝠の羽根。丸い胴体についた手足は申し訳程度のちいささで、ピンクの鋭するどい爪が先端にずらりとついている。しかし顔は鳥。ちいさな小ずるい黄色い目と、尖とがった嘴くちばし。開いた嘴の奥から棘とげの生はえた、ねばついた緑色の舌が突き出る。

　しゅっと音をさせてのびた舌が、椿姫の顔のすぐ前。

　嫌けん悪お感かんに身体からだをのけぞらせた刹せつ那な、椿姫の前を飛ぶ、蝙蝠もどきがその魔物の舌に捕とらわれ、くるくると巻いた舌で引き寄せられた。

　口中に消えていく魔物の断末魔の悲鳴が椿姫の耳を打つ。

「や……やだ」

　心臓が激しい音を立てる。頭のなかが真っ白になる。

　瞬間、椿姫の身体を支配したのは恐怖と悪お寒かんだった。弱肉強食は世界の倣ならい。頭ではわかっている。けれどいままで椿姫は実際の殺さつ戮りくの場も、小さなものが大きなものに捕食されるさまも、見たことがなかったのだ。

　それが自分の鼻先で行われている。

　しかも──捕食した側も、された側も魔物。

「椿姫──ぼうっとしていると、やられる」

　雷らい牙がの声がして、椿姫はハッと我に返る。

　刀を、と思う。振り回して、そして刃をあの気色の悪い猪のような蝙蝠のような鳥のような魔物に突きつけて、と思う。思うのに身動きが取れない。手がぶるぶると震ふるえている。胸焼けがする。気持ちが悪い。吐きそうだ。

　くわっと鳥の嘴が開き──異臭が鼻をつき、嘔おう吐と感かんが胸にせり上がる。

　が、そのまま魔物の胴が横一いつ閃せんで、まっぷたつに分かれ、落下する。

　胴体から突き出ているのは、仮面の男の大剣だ。

　魔物の身体が上と下とでまっぷたつにされ、頭部がごろりと端に落ちた。黒い粘ねん液えきが逬ほとばしるように噴ふき出し、悪臭が滲にじみでる。

　いつも背負っている大きな刀で、椿姫を襲う魔物を斬りつけ、さらに自身を隔へだてて左右に分かれる魔物の群れを斬りつける。

　右に一閃。次にまた左に一閃。まっすぐに半円を描く巨大な刀が、魔物たちをそれぞれ上下に切り分ける。噴き出る粘膜を浴びながら、飛翔する魔物の群れは羽ばたきを止めない。

　背中がざわりと粟あわ立だった。

　恐怖を感じたのは、魔物の造形やその数の多さではなく──仲間の屍しかばねにも気づかずに、飛び続ける無心さに、だ。

　自分よりちいさき魔物を捕食する、自然の掟おきてに、だ。

　魔物は誰も泣かず、魔物は誰も動どう揺ようせず、魔物は誰も自分の仲間を斬る男へ不ふ審しんの目を向けない。

「椿姫──」

　椿姫の周囲を雷牙と男とオルガが覆おおい、それぞれに刀を振るって魔物たちを葬ほうむり去った。

　その最中、椿姫は月げつ華かの上でただひたすら刀を片手に下げ呆ぼう然ぜんとしていた。

　手も足も出なかった。怖おぞ気けと嫌悪と嘔吐が椿姫の全身を蝕むしばみ──魔物の最後の一匹が消えるまで、椿姫はでくの坊と成りはてて黙ってその場に静止していた。

　すべてが終わったとき──先に椿姫のもとに走り寄ってきたのは、仮面の男だった。

　刀の刃を布で拭ぬぐい、背中の鞘さやに収め──そして苛いら立だったように怒ど鳴なる。

「死にたいのか。馬鹿姫」

　男の大声が椿姫を正気に引き戻した。

「な……」

「おまえのその手に持つ刀はお飾りか？　湖で最初に会ったとき俺に斬りつけてきたおまえの刃は、こけ脅おどしか？」

「違う……ただ」

　混乱した想いを抱かかえ、椿姫は口ごもる。死ぬということの意味がいまに至るまでわからなかったのだ。食べられるということの意味も。弱いものが狩られるということの意味も。背中に負う星華の重みと温ぬくもりが命だ。けれど星華もまた魔物で──そして人と人も戦のなかで殺し合い、動物たちも殺し合う。

　当たり前の現実。

　しかし椿姫はその現実の残ざん酷こくさを、こんなに身近に見たことがなかったのだ。

「ただ？」

「魔物が別な魔物を食べるのを見て、気持ちが悪くなったの……」

　う、と口元を押さえる。吐きそうだ。

「そりゃあ食べましょうよ。人の気をたくさん腹に収めた小さな魔物を、大きな魔物はその腹の中の気ごと食べましょう」

　六りつ花かがどこかのほほんとした声で言う。

「我らを襲って食べるより手軽ですからのう。それに魔物だけではなく姫さまも、野兎の肉を食べ、木の実を食べ、米を食べます。それが世の習い」

　雪せつ花かがさらに輪をかけてのほほんと言う。

「わかってる。だけど近くで見たら……気持ち悪い」

　雷牙が馬から降りて近づくと、馬上の椿姫の手を取った。

「椿姫、少し休もう。馬を降りて、水を飲もう。顔が真っ青だ」







　休きゆう憩けいを挟はさみ、また森を行く。

　それまでの森の日々──不思議と椿姫は毎日が楽しかった。身体は痛むし、オルガも巫み女こたちも辛しん辣らつだったが、自分が育っていく充実感があったのだ。いまにして思えば、どうして学ぶことをあれほど拒否していたのか。再び真雍に戻ったら、そのときはいままで追い出してきた教師たちをもう一度呼び戻し、非礼を謝罪して、授業を受けたい。

　さらに夜、たき火を囲んで過ごすひとときの居い心地ごこちの良さ。

　昨日の昼には雷牙が野兎を二羽、狩った。六花と雪花に食べられる野草の見分け方を習いながら椿姫が摘つんだ具材。それらのおかげで、今こ宵よいの鍋も豪勢だった。

　正直に言えば、昼に魔物の捕食を見たせいで、いまは肉を食べることに抵抗があった。とはいえせっかく雷牙が狩ってくれたものを粗そ末まつにはできない。椀わんを両手で抱えしばらく固まっていた。

　火を囲み──向こう側にぽつりと雷牙が座っている。

　雷牙とまた元のように屈くつ託たくなく話したいのだが、それがかなわないまま日が過ぎていく。

　椿姫は、非常時と、呼んだとき以外は決して側に近づかなくなった雷牙の様子に、ため息をついた。

　夜のこの、たき火を囲むときぐらいは、隣に座ってくれてもいいじゃないかと思う。命じたら横に並ぶだろうが、命じられて隣に座る雷牙を必要としているわけではないのだ。

　すると──気持ちを読んだかのように、雷牙が立ち上がり椿姫の側へと歩み寄る。

「気持ちが悪いなら、汁だけすするといい」

　雷牙は横に座ることはしなかったが、椿姫の手元を覗のぞきこんでぼそりと告げた。

　途と端たん、脇から仮面の男の叱しつ責せきが飛ぶ。

「あまり甘やかすな」

「甘やかしてるわけじゃない。心配しているだけだ。──椿姫、肉が気持ち悪いんじゃないのか？」

　気き遣づかうようにそう言われ、図星をさされた椿姫はうつむいて椀のなかの肉を凝ぎよう視しする。

　雷牙の気配りが胸に染しみる。同時に、自分を情けなく思う。雷牙に心配され、特別扱いされるたびに、自分はどこまで「お姫さま」なのかと悲しくなっていく。

　けれど雷牙にそんな態度を取らせているのは、他ならぬ、自分自身の言動ゆえだ。

「大丈夫よ。雷牙、あなたが狩ってくれた獲え物ものの肉を無む駄だになんてしない」

　箸はしで肉をつまみ口のなかに放りこむ。味などわからないが、勢いだけで咀そ嚼しやくしてゴクリと嚥えん下かした。

　雷牙と仮面の男がそれぞれに椿姫を見つめている。

「きちんと食わないと身体がもたないからな。肉は必要だ」

　ほっと吐息を漏もらし、安あん堵どしたように男がそう言う。

「甘やかしているわけじゃない。ただ俺は椿姫が大切なんだ」

　雷牙が椿姫から視線をそらし、そうつぶやくと、元いた位置へと歩いてしまう。

「え……雷牙……」

　雷牙とのあいだにあった冷たい膜まくが、するりと一枚剝はげ落ちた気がした。

「悔くやしいが、本当にあいつは、いい臣下だ」

　男が雷牙の背中に向けて、言葉を投げる。

「──天女さん、オルガだっていい臣下です」

　それまで黙っていたオルガがふいに割って入る。

　椿姫の隣に腰を下ろしたオルガに、男が笑い声で答える。

「オルガさんが博はく雅が王おうにとって最良の臣下なのはみんなが知っているさ」

「違います。博雅王がオルガにとって素す晴ばらしい王なのです」

　オルガは博雅王について語るとき、とても誇ほこらしい顔をする。自分の父が臣下に愛されているのを実感できるのは嬉うれしいことだ。

「椿姫さまのほうが、博雅王よりトンチキで考えなしなのは、あの二人巫女が乳う母ばなのだからどうしようもないことでしょうから、その点もオルガは問題視していません。それに椿姫さまは、だからこそ見ていてとてもおもしろいから、どうぞご自由に魔物の子どもを育てたり、綺き麗れいな着物を裂さいてその綺麗な足を露ろ出しゆつさせたり、だけど胸は貧弱だから胸元は鎧よろいを着こんで隠したりなさってください。オルガ思いますに、椿姫さま、その自分の長所をのみ見せる服装は大変よいことかと」

「胸……」

　胸が貧弱だなどと、いままで考えたこともないし、言われたこともない。しかし中年紳士のオルガに真顔でそう言われてしまうということは──つまり、胸に難点があるということか？　穏おん和わな顔つきで堂々と、とんでもない言葉をくりだすオルガを、椿姫は胡う乱ろんに見つめ返す。

「とんでもない宰さい相しようだな。自国の姫君の胸の貧弱さを対面で罵ののしるとは」

　からからと笑う声に、声の主の天女面を睨にらみつけ、オルガが鼻息を荒くする。

「天女さん、盗み聞きとは卑ひ怯きようなことを！」

「どこをどうしたらこれが盗み聞きになる？　あとから来たのはオルガさんのほうじゃないか。それに盗み聞きは宰相の喜びと嗜たしなみだって、オルガさんも言ってたじゃないですか」

「天女さんは宰相じゃないから嗜んではいけません。まあ、貴族社会に所属するならば盗み聞きや裏切りにも慣なれたほうがいいでしょうけど」

「じゃあ関係ないな」

　即答する男に、オルガが首を傾かしげてみせた。

「そうですか？」

　なんだか意味深なやり取りに、椿姫は耳をそばだてる。やっぱりオルガと男は──知りあいなのではないだろうか？　もう少し二人の会話が長くつづくのを期待して無言になった椿姫だったが、オルガはあっさりと引き、矛ほこ先さきを変えてしまう。

「あ、ちなみに雷牙さんも──盗み聞きする将軍というのは、部下の兵たちにとっては嫌いやなものではないかと思うので、やめておきなさいとオルガは忠告します」

　輪から外はずれてひとりむっつりとして鍋を食べていた雷牙は、突然、自分の名前を呼ばれ顔を上げる。

　目を瞬しばたたかせた雷牙に、オルガが悪いた戯ずらな顔をして告げる。

「いずれあなたは真雍の兵を束ねて将軍となるお方だ。汚い行動と裏工作はこのオルガと椿姫さまにまかせ、あなたはまっすぐに進むといいのだ。それが向いている」

「……ていうか、私も汚い行動と裏工作担当なの？」

　つぶやいた椿姫に、オルガが重々しくうなずく。

「そうです。似たもの同士で、一緒に仲良く星華を育てていきましょうね、椿姫さま」

「一緒に？」

　似たもの同士とくくられることに激しい抵抗を感じた椿姫である。似てない。絶対にオルガには似ていない。

「十六歳の身の上で、子育ては大変でしょう。なのでこのオルガが父親役を肩代わりすることに決めました」

「決めたの？」

「なるほど……それでオルガさまは、寝ている星華の口に無理に自分の左の薬指をねじ入れて、さあオルガの黒い気持ちを味わってもっと大きくなるのだぞと、優しく優しく言って聞かせておられたのですね」

　六花が合が点てんしたようにそう言う。

「星華の口に無理に……」

　その様子が想像できてしまい、椿姫はため息をついた。オルガなら、あり得る。

「でも星華はオルガさまの心ではお気に召さぬようでのう、ペッと舌で指を口の外に押し戻したので、オルガさまは大層悲しいお顔をしておられた」

　雪花がつけ加え、オルガが両手で頰ほおを覆おおって、身もだえた。

「やめてください、巫女さまたちは見るのが仕事だといってもオルガのそんな恥ずかしい姿を見て報告しないでください。オルガ困るじゃないですか」

「……恥ずかしいの、それが？」

　オルガの気持ちはさっぱりわからない。

　ただしオルガのおかげで、ぎくしゃくとした空気が晴れたのは確かだ。

　椿姫は、椀のなかにある肉を箸でもうひと切れつまむ。一度食べられたのだから、二度目も食べられる。食べたあとで会話を楽しみ笑えたのだから、きっともう気持ち悪くなどならない。思いこみだ。でも、思いこみというのは大切だ。

　ひとしきり笑ってから、仮面の男が鍋なべを椀に取り分けたものを持って離れた場所へと歩いていく。食べるのには仮面を取らねばならず、男は頑かたくなに素顔を見せようとしないので、食事を取るときは隠れて食べるのだ。

「天女さん天女さん。もうそろそろ観念して、一緒に食べればいいのに」

　片手をひらひらさせて、オルガが、立ち去る男に呼びかける。男は首を横に振って、椀を持って遠ざかる。

「じゃあオルガ、天女さんの恥ずかしい話しちゃいますよ！」

　男は一瞬立ち止まり、考えるようなそぶりを見せたが──結局は「好きにしろ」と言い捨てて背を向けた。

「……恥ずかしい話って？」

「あの天女の面は真雍の面作りの名人の手によるものですが、火劉国の美女の姿に模もして作ったのだと聞いています。それは美しく、そして聡そう明めいな女性だったのですが、唯一の欠点は、その身分」

「身分？　低かったっていうこと？」

　謎の男についての秘密が暴あばかれるかと思いきや、天女の面の曰いわくについてなのか。少し落らく胆たんしつつも、椿姫はオルガの話に耳を澄ませた。

「身分が低い女性が、財を手にするための方法のひとつは、身体を売ること。そういう仕事をしていた女性だったのですよ。そしてその女性は、とある高貴な身分の男性に愛され、子を産んだ。男子だったその子どもは、男の家に引き取られ、実子と変わらぬ育てられかたをしましたが──周囲の大人たちはその子の母を知っている。その子の出自を知っている。公然の秘密として、口に出されることはないが、きっと子どもはその家のなかで育つのに相当苦労はしたことでしょうな」

　淡々と語られる台詞せりふだが、ひとつひとつが椿姫の胸に染みた。

　身分が高くても低くても、女は身体を売ることでしか世渡りができないのだろうか。嫁に行くことに活路を見いだすしかない姫の自分と、貧しさゆえに身体を売ったという火劉の美女と──そこにさしたる差異もないように思える。

「その女性はもういまは亡なくなられ、この世にはいないのですが……。幼いうちに母から離されたがゆえに、真実の母の姿を知らない子はきっと、その母の姿を模したあの面をひと目見たいと望むものでしょう。あの面が火劉という国に帰りつくのも、ひとつの運命かとオルガは思います」

「え……つまり……あの人は、あの面の女性の子？」

　すべての話を整理していくと──仮面の男は、母の似姿を捜さがして倉から盗んだという意味になるのか？

　オルガはなにも答えず、微笑ほほえんだ。

「だから……オルガは盗んだ男を咎とがめなかったの？　あ……だけどそうなると、あの人はじゃあ火劉の国の身分の高い家の息子ということ？」

「仮定の話です。あの仮面を外して、顔を見せてもらえば、オルガの見知った顔かもしれない──。もしかしたらっていうお話ですよ。でもね、雷牙さんも、あまり敵意を剝むき出しにしないようにしてくださいな。もしかしたらでも、そういう可能性もあるんですから。ね」

　雷牙が口をへの字に曲げる。
















「知ってるんですからね。雷牙さんが天女さんの仮面を隙あらば剝がそうとしてたり、あと隙あらば天女さんに斬りかかろうとしてること。駄目ですよ。この森を抜けるまで、彼は私たちの仲間なんです」

「……わかりました。森を抜けるまでは放っておきます」

　とうとう雷牙がむっつりと応じる。

「オルガはいろいろなことを知っておるのう」

　六花と雪花が感心したようにそう言い、オルガはまた両手を頰に当ててもだえながら照れたのだった。







　翌日である。

　夕暮れが空の端を赤く変え、雲の断片が黄金に染そまりはじめる。

　布をかけるのにちょうどいい低木と、平らでなだらかな窪くぼ地ちを見つけた。今夜はここで野や営えいをしようと、馬を休ませ、準備をはじめる。椿姫は、眠る星華を籠から出し、木こ陰かげに寝ね床どこを作ってそっと横たえると、たき火にくべる乾いた枯れ枝を拾い集めに行く。

　雷牙は嫌な顔をするが、自分だけ休んでみんなに働いてもらうのは我が慢まんできなかった。椿姫にできることなど限られているが、足手まといにはなりたくなかった。

　そもそもこの旅は、椿姫の我わが儘ままと思いつきではじめたものなのだから。

「……だけど私って、本当に馬鹿」

　枝を拾って束ねて両手で抱え、野営の場へと戻る途中、これまでの出来事のすべてを思い返す椿姫からは自じ嘲ちようの言葉が口をついて出る。なにもかもが我が儘と思いつきで縁ふち取どられた、世間知らずの甘えっ子の姫の珍道中。

　──自分の身ですら自分で守れないのに、強くなるんだなんて自惚うぬぼれて、さ。

　昨日、魔物の群れに脅えて動けなくなったことが胸に突き刺さっている。痛くて痛くてたまらない。

　なんのために剣術や武道を習っているのだろう。実戦に役立たないなら強くなろうと極めても無駄だ。それは身体能力とは関係のない、心と覚悟の問題なのだ。

　枯れ枝をひと抱え持って帰り、草の上にどすんと置いた。

　まだ誰も戻っていない。巫女たちは野営のための守護の呪じゆを張って回っているはずだ。昼の移動に守護の呪を使えればいいのだが、固定した場を守るための呪なので、動きまわる場合には無理なのだそうだ。

　雷牙やオルガたちも、それぞれに準備をしているのだろう。

　もう一度、枝を集めに行くか、それともこれだけで足りるだろうかと思案しながら、星華が寝ている木陰を見る。

「……星華？」

　ところが、いるべきはずの星華の姿がそこにはなかった。

　走り寄り、付近を見渡す。横たえた布はそのままで、手を這はわせると温もりが残っていた。わずかにできたくぼみが、そこにいままで星華がいたことを物語っている。

「どうした？」

　最初に戻ってきたのは仮面の男だった。鍋に汲くんだ水を地面に置く。

「星華がいない。ここに寝かせていたのに。枝を集めて戻ったらいなくなってたの。どうして？　誰か星華を連れて行った？」

「いや。私が知る範囲では誰も星華を連れてはいなかったと思うが」

　男が戸と惑まどったように答え、椿姫の横に来て、同じようにあたりを見回す。と、ちょうど戻ってきたオルガに尋たずねた。

「オルガさん、星華を知らないか？　いなくなったらしい」

「星華？　寝ているところは見ましたが……。私が一番最後にここを出た、そのときにはたしかにそこで寝てました。いないんですか？」

「誰も連れて行っていないってことは……自分で動いたってことか」

　男がぽつりと言う。

「あの子、動けるようになったってこと？」

　魔物の子の成長速度はわからない。昨日まで寝返りもできなかったのに、今日になったら這はい這いをはじめてもおかしくはないのだ。

「だとしてもそんなに遠くには行ってないだろう、羽根がついてるわけじゃないんだし。捜さがそう」

「大変。オルガはあっちを捜します。お二人はそちらを！」

　男が椿姫の背中をとんと軽く叩いた。椿姫は弾はじかれたように顔を上げ、すぐに星華を捜すために再び鬱うつ蒼そうと木が茂しげる森の奥へと足を向ける。

「大丈夫。いくら魔物だからって、突然走りだしているはずもないだろう。遠くに行ってるわけがない。いままでの成長からしたら、せいぜい、四つん這いでそのへんを這い回ってるぐらいだ。だから、草が倒れてるところを捜せば……」

「うん」

　男の言葉がたのもしい。

　いつのまに星華の存在は、こんなにも愛いとしいものに変化していたのか。いつも背負って歩いていた。夜は一緒に添い寝した。自分が食事を取るのに合わせ、同じものを星華にも少し分けて食べさせた。巫女たちは、魔物は人の食事など気に入らないはずなのだがと不思議がっていたが──それでも星華は、椿姫の与えた食事を拒こばまず食べたのだ。

「大丈夫。見つかるさ」

「うん」

　目を皿のようにして星華の痕こん跡せきを探す。魔物だらけのこの森で、星華が襲われていたらどうしようと思うと、心臓がぎゅっと引き絞られるように痛んだ。魔物だから平気なんてことはなく、弱いものは食べられる世界。星華はまだ幼く、弱い存在だ。

「どうして目を離しちゃったんだろ」

　重たくなってきた星華を背負いつづけるのがつらくて、地面に横たえた。その少しのあいだならと油断した。

「大丈夫──。見てみろ。ここの草はまだ倒れて少ししか経ってないな。それに、ここの枝の下の隙間が、ちょうど星華がくぐれるぐらいだ」

　視界を遮さえぎる茂みを乗り越えると──

「星華？」

　星華が地面にぺたりと尻をつけて座りこんでいた。

　椿姫の呼びかけに反応し、こちらを見る。にこりと笑顔が浮かぶ。両手を口元に持っていき、ちゅぱちゅぱと音をさせて盛大に吸っている。よだれまみれの手を椿姫へとのばし、「あー」と、たどたどしい声をあげた。

　お腹なかがすいたということか。空腹のために食べ物を求めての大冒険？

　ほっとした。同時に、腹が立ってきた。

「心配させて。困った子。星華……星華……？」

　駆かけ寄って抱き上げようとしたそのときだ。

　昨日と同じ、蝙蝠の羽根を持つ魔物たちが、うぉんと空気を震わせて森の奥からこちらに向かって飛んできた。

　本能で身体が動く。

　星華を守らなくては！

　男より先に椿姫は刀を抜いた。星華を片手で拾い上げて抱くと、もう片方の手で雲うん霞かのごとく群れて襲ってくる蝙蝠もどきの魔物たちを斬り捨てる。なぎ払い、横に斬る。生き物を斬っているのだろう手て応ごたえは不快だが、今回は椿姫はひるまなかった。

　魔物は悪臭を漂ただよわせる。ひときわ強い臭においがして──またもや例の猪鳥もどき。

「なによこれ。こいつらはいつも、一緒なの？」

　猪鳥もどきの好物が、蝙蝠もどきということなのか？　蝙蝠もどきはまだしも、この猪のような鳥のような魔物の造形は苦手だ、なによりその、知性を感じさせるずるい目が嫌だ。それから嘴。そして舌。

　ぞわっと背中を悪寒が駆け抜けた。

　奇き矯きようで耳みみ障ざわりな鳴き声をあげ、猪鳥もどきが椿姫めがけて突っこんでくる。

　開いた口のあいだに、棘のついた舌。椿姫は気持ちの悪さと恐怖とに耐え、夢中でその嘴の奥へとめがけて刀を突き立てた。

　腕から肩にはっきりとした手応えがあった。形あるものに刃を立てた感触。

　のどの奥へと向けて刃を串刺しにされるように差し入れられた魔物は、悲鳴をあげて羽根をばたつかせる。口からしゅうっと臭しゆう気きが立ち上のぼる。

　地面にどおっと落下した猪鳥は、そのまま黒い粘液を撒まき散らし、消滅していく。

「あ──」

　殺した。

　自分の刃で魔物を殺した。

　緊張感が瞬間、ほどけ、左手で抱えていた星華の存在がずしりと重みを増したように感じる。

「あとは、まかせろ。雑ざ魚こだけだ」

　男の声がする。

　自分が戦うのに必死になっていて、男のことを忘れていた。

　椿姫が斬り損じた魔物たちは男の手にかけられていたようだ。

　声のしたほうへと視線を向ける。

　男が刀を振るたびに魔物たちの輪りん郭かくが崩くずれ、溶けていく。形を変え、分断された魔物の断片が、弾け飛ぶように消滅する。

　男が、右手を上げ、振り下ろす。舞うようにして左を向き、片足を踏みしめて立ち、流れてくる魔物の群れをまたなぎ払う。木々の枝を風が揺らす。

　どうしてだろう。

　椿姫のなかにあった恐怖感や、魔物を手にかけたことによる嫌悪感が、戦う男の姿を見た途端、消し飛んでしまった。

　いつのまにか日は暮れて、藍あい色の空に一番星が灯っている。

　星の淡い光だけが、魔物を斬る男を照らす。

　魔の眷けん属ぞくは、天女の仮面をつけた男の太刀で命を滅する。

　天女の面は微笑み顔。白く発光してでもいるような天女の顔立ちは優しく、それがとても恐ろしい。

　男の手にした刀の刃がきらりと瞬またたく。

　男の姿は、暴風に形を与えたようなものだ。荒れ狂い、風を巻き上げ、あたりにあるすべてを刀でなぎ払っていく。男の荒ぶる風に巻きこまれたものは、命も形も留とどめず、あっというまに消滅する。くるくると旋せん回かいする重い風。竜たつ巻まきが魔物たちを巻き上げ、滅していく。

　滅した魔物の黒い血が男の足下の地面に吸いこまれていく。

　消える命はどこに向かうのか。

　魔物の命も消えたときには天に上のぼるのか。

　それとも大地の奥にそっと沈むのか。

　男の右肩が上がる。上体がくるりと捻ひねられる。振り向きざまに、群れる魔物を刃で散らす。

　薄い闇のなか、男の刃と男の面が──光の軌き跡せきを描き踊る。踊りつづける。

　椿姫の視線が追いかけられぬほどの速さで、男の剣が旋せん回かいする。

　天が起こした災害のように、男はただその場を縦じゆう横おう無む尽じんに踏みにじる。自然が人に放つ刃の強きよう靱じんさと同じ、それ。そこにはなんのためらいも迷いもなく──なにより男はただ無心に、吹きすさぶ風となって魔物を斬っている。

　ただ、ただ、魔物を斬っているのだ。

　そして男の一連の動きに、椿姫の心が、切り取られた。

　男の刀は、たしかに椿姫の心にあるなにかを斬り、持っていった。

　皮ひ膚ふが裂かれれば血が流れる。心が裂かれたときはなにが流れるのか。

　椿姫の胸の内側が、熱く滾たぎっている。血潮のすべてが胸の内側に集まり、溜たまってしまったかのような強い痛みと痺しびれるような熱が椿姫を支配していた。

　男の持つ刀の柄えから低いうなりが聞こえる。ぶううううんという音に合わせたかのように、月が空の端に引っかかり、上るさまが見えた。

　刃に似た形の月に絡からめ取られ、夜に駆け上がる虎の幻が見えた。

　椿姫には見えたのだ。男は椿姫の目の前で、空と月と星へと跳ちよう躍やくする虎となった。赤い髪は月光を浴び、朱金に染まって跳ねている。

　魔物は倒れると無になる。どこに帰るのかその先を知らず──そうして椿姫は魅み入いられて魔物を相手に踊るように戦う男を凝視する。

　戦う男の姿は底知れぬ輝きを秘め──周囲に集つどう魔物の最後の一匹の命が滅したとき、天女の面と男の刃の放っていた淡い光がふつりと消えた。

　呼吸の仕方を忘れたまま、固唾かたずを飲んで見守っていた椿姫は、男の全身を包んでいた殺気が消えたことで、やっと我に返る。

「よくやったな」

　天女の面をつけた男が穏おだやかな声で椿姫に声をかける。

　魔物の姿が消えてしまえば、青光りする殺気のすべてもまた、夢む幻げんのように消滅していく。

　男は刀を背中に戻し、星華へと手をのばす。抱き上げ、星華を抱えて全身を眺める。星華は暢のん気きな声をあげ、ばたばたと手足をはためかせている。

「あ……の」

「星華を守るために夢中だったんだろう？　よくやった。昨日は怒鳴りつけて悪かった」

　男は星華を抱きかかえたまま椿姫に向かって謝罪する。下げられた頭を椿姫は呆然と見返すしかない。

「そういえばおまえが湖で刀で斬りつけたのも、きっと私を守ろうとして自然に身体が動いたのだろうな。それに気づかず、馬鹿姫呼ばわりして悪かったよ。おまえは誰かを守るための刀を知っている姫だ。勇ゆう敢かんな姫だ」

「勇敢？　ただの無む鉄てつ砲ぽうな馬鹿ってだけじゃない。弱いし、無知だし、己おのれの分ぶを知らないし……」

「無鉄砲だが馬鹿じゃない。弱いところもあるが、強さも持っている。自分が無知なことを知っている人間を、己の分を知らないとは言えないさ。私だってまだまだ修業の身だ。おまえと同じだ」

「そんなの……」

「本気で言ってる。私はおまえが好きだ。おまえのその生き方や、前向きさが好きだ」

　好きという言葉がすとんと心に落ちた。いままで幾いく多たもの好きという言葉を自分はいろいろなものに投げかけたし、自身が言われもした。

　なのに、いま聞く「好き」は違う言葉のように聞こえた。

　とても甘く、そしてとても痛く、椿姫の胸に染みこんだ。

　男が星華を抱いたまま「さて」と、つづける。

「戻らなくては。オルガさんあたりが大騒ぎしている。あの人は星華のことが大好きだからな。もちろん勇敢で無鉄砲で馬鹿な姫さまのことも大好きだしな。そうだろう？」

　からかうような笑い声と共に告げられた台詞が、今度は、椿姫の心を深く沈ませた。

　浮き上がった身体がずどんと地面にめりこんでいくような心地になる。

　そういう「好き」なのか。オルガが星華や椿姫を好きなのと、同じ、好き。

「そうね。早く戻らないと、逆上したオルガはなにかとんでもないことを言ったりやったりするに違いないもの」

　つぶやいた椿姫に、男はとても真しん摯しなものを響かせた声で、

「違いない」

　と答え──二人は急いで野営地へと戻った。







　旅はつづく。

　月と日が交互に空に上のぼるのをくり返し数える。魔物の群れをなぎ払いながらの旅も、そろそろ終しゆう盤ばんに到達したようだ。

　椿姫の身体も長時間馬に乗ることに馴な染じんできていた。火劉の言葉も片言ならわかるし、話せるようにもなった。魔物を斬ることに対してのためらいはまだ少し残っているが、それでも立ちすくんでしまうようなことはなくなった。

　棒術の修業もしたし、簡単な守護の呪文ならば唱となえられるようにもなった。

「大きくなりましたな」

　夜になってたき火を囲み、野営のための天幕を張りながら──オルガが星華を眺ながめてしみじみとそう言った。

　実際、星華は人でいえば一歳か二歳ぐらいの大きさになっていた。地面に置くと、よたよたと立ち上がり、二、三歩歩いてはこてんと転がる。上と下とのそれぞれに白い真しん珠じゆのような歯が生えはじめ、たまに声をあげて笑うようになった。

　背負ったままで馬に乗り、馬を走らせると、揺れるのが楽しいのか鈴が転がるような笑い声をあげる。その声の様子と笑顔の愛らしさに、オルガや椿姫の頰も綻ほころぶ。

　巫女たちは予言のとき以外は表情を変えないが、それでも星華のことは可か愛わいいようだ。

　天女の男も、その面に隠されていて表情は見えないが、やはり星華を可愛く感じているらしい。

　雷牙だけは仏ぶつ頂ちよう面づらで星華を見る。これはもう仕方ないとあきらめる。

「人ではないから、育つ速度にむらがあるのだと巫女たちが言ってましたが、どこまで大きくなるんですかね」

　オルガが、星華のぷくぷくと肉づきのいい手を握にぎりしめながら、つぶやく。

　それは椿姫も知りたいところだ。なにせそろそろ背負って連れ歩くのがつらくなってきている。これ以上育ってしまうと、用意した籠からはみ出してしまうに違いない。

「それに本当に椿姫さまに似てきてますね。どうしてオルガに似ないのだろう。気をたくさん食べた相手に似ると巫女たちが言ってましたが、姫さまの気はおいしくて、オルガの気はおいしくないんでしょうか」

　しょんぼりとうなだれながらオルガが聞いてきた。

「気にすることはない。我らの気もまずい」

　六花が妙な慰なぐさめの言葉をオルガにかける。オルガは眉まゆをひそめて首を振り、憂うれうようにつぶやいている。

「星華はゲテモノ喰ぐいなんでしょうか？　オルガの気や六花さんや雪花さんの気が、椿姫よりまずいだなんて腑ふに落ちませんよ。オルガの誇ほこりが激しく傷つく！」

　やり取りを聞いて、仮面の男が茶々を入れる。

「本当に真雍の姫君は臣下に愛されているなあ」

「こんな愛はどうかと思うの」

　即座に却下する椿姫である。

　男は朗ほがらかな笑い声をあげた。男の笑い声は、椿姫を安心させる。仮面の向こうで男が、あの虎のような野生の目を柔やわらかく細めている様子が想像できる。

　いつになったらこの男は仮面を外はずすのだろう。

　きっと、この旅が終わったら──この森を抜けてしまえば、男と自分たちは別れるのだ。

　椿姫は「森を抜けるまでの道案内を」と頼んだ。そこから先の約束はしていない。

　森を抜ければ、火劉国はすぐだ。

「明日には森を抜けるな。無事に、一人も欠けず、馬もやられず、火劉に到着しそうだ。抜けてしまうまでは気は抜けないが……」

　踊るたき火の炎を見やりながら、男がほうっと息を吐く。

「半月……長いようで短かったわ。あなたのおかげで森を抜けられた」

「私のおかげではなく、みんなの力だ。おまえの臣下はみんな素晴らしいよ。特に雷牙という男……目立たぬようにしているが、いつだっておまえのことを気遣っている。最上の臣下だ」

「友だちなの。一番大切な幼なじみよ」

　嬉しさと誇らしさと──まだ雷牙が頑かたくなさを捨てないがゆえの寂さびしさをこめて、椿姫は小声で返す。

「二人巫女も……。呪術の腕は本物だ。とうとう最後まで、表情を変えるところを見なかった。なにかしら予言というものを見たかった気がするが……」

「笑い女と泣き女は人に憑つく。真雍の言い伝えよ。あなたは火劉の人なんでしょう？　なのにそのあなたが、真雍の言い伝えを信じるの？」

「さあ、わからんな。もしも泣き女と笑い女が本物なんだと言い張るのなら、おまえは、人の世を動かすことのできる人物だというわけだな。笑い女と泣き女は人に憑き、乱世になにかを成す人物を養育し、理ことわりの輪を回す役目を負っているのだと聞いた。おまえはなにを成し遂とげるつもりなんだ？」

「私は──」

　笑い女と泣き女は人に憑く。

　ずっと言われていた言葉。それではどうして椿姫に憑いた？　椿姫はこれからなにを成す？　六花と雪花が見届けねばならないような「なにか」を、椿姫は本当に成し遂げることができるのだろうか。

　椿姫は言葉を失い、途方に暮れる。

　自分がなにかを成す人物だとは、いまはとうてい思えない。なにもできないから嫁に出されて、火劉の第二王子の手を借りて、父の博雅王のために泰たい国こくを勝ち取ってこいと命じられた。

　それが「成すべきこと」なのか？　自分が考えたわけでもなく、藪やぶから棒に父から言われ、反抗心からどうにかしようともがいた挙げ句に、国を出た。

　第二王子の顔を見て、自分より強ければ良し──そうでなければ結婚は断ると対面で言ってのけようと、城を出た。

　勢いだけはあったが、思いつきの計画の尻ぬぐいをし、荷造りを整え旅の準備をしたのはオルガたちだ。椿姫はいまだなにひとつ知らず、なにひとつできない、無駄に自じ尊そん心しんを膨ふくらませた我が儘な十六歳の姫。

　やっとどうにか、みんなの手を借りてここまで辿たどりつくことができた無力な姫。

「火劉の第二王子に決闘を申しこみに行くと言っていたな。その気持ちは変わらないままか？　だいたいなんで結婚の申しこみをされたのに、決闘をしに行くんだ？　正直、わけがわからない」

　からかい口く調ちようで男が尋たずねる。

　椿姫は重たい気持ちで口を開く。

「火劉国の第二王子から求婚されたから──返事をするだけよ。火劉への使者の先回りをしたいから、使者が通らない近道の森抜けをしたの」

「姫が自ら婚こん姻いんの返事を運ぶというのか？　型破りだな。万が一にでも自分の身になにかが起きるとは──そうか、おまえは巫女の予言があるから災さい厄やくについては大丈夫だと信じているんだったな。では、森を抜けて自分に会いに来るような姫を、相手の王子がどう思うかは考えなかったのか？」

「そういう私じゃ駄目だという王子なら、私のほうで用がないわ。私は、私より強くて大きな男じゃなきゃ、婚姻の承しよう諾だくはしないつもりで旅立ったの。だからとりあえず火劉に着いたら、第二王子に剣の試合を申しこむつもりよ。私に勝ったら結婚するし、私に勝てない上に、森を抜けて旅をする女は嫌だという男の人とは、そもそも私は添い遂げられない」

　でも──いまは？

　顔も知らない第二王子のことなど、どうでもよくなっていた。

　いつまでもこのおかしな旅がつづけばいいのに。

　星華を背負い、オルガの奇き天て烈れつな言葉を聞いて笑い、二人巫女に呪術を習い、雷牙に気を配られながら、仮面の男と共に──。

「なるほど」

　男がするりと仮面を取った。

「え？」

　いつか見た、野生の虎のようなあの茶色い目。端たん正せいな顔立ちをくしゃりと歪ゆがませて、顔いっぱいに大きな笑みを浮かべ、さらにつづける。

「私がその火劉の第二王子だ。求婚の返事、しかと受け取った」
















「ええっ？」

「おまえの刀の程度はすでにもうわかっている。女としては強いほうだろうが、私には敵かなわない。それでも私と打ち合いたいのなら、火劉の城で待っている」

「噓うそ!?」

　頭のなかが真っ白になった。この男が、火劉の第二王子？　王子というのはもっと上品で、きらきらしい服装で、城のなかにいるものなのでは？

　いや、博雅王はそうじゃない。そして自分も姫君なのに、そうじゃない。

　だったら目の前の男が、火劉の第二王子というのも、ありなのか？

「私も自分の意志など関係なく、政略結婚で、父に花嫁を決められて──しかも使者が立って、私が使者を追いかけても止められないぐらい時間が経ってから、やっと父王にその旨むねを聞かされた。それで腹が立って、使者より先に真雍の城に着こうと森をひとりで抜けて──けれど、こっそりとあなたの姿を盗み見たとき、気が変わったんだ。城の内庭で、若い男と向かい合って笑っているあなたの姿を見て、私は、勝手に婚姻相手を決められたときよりさらに腹が立った。未来の妻になる女が、私の知らない男と笑いあっているのが我慢ならなくて、つい、矢を射いてしまった」

　笑いながら男が言う。

「そのあとで私を追いかけてきて、魔物を拾って育てると言い張ったあなたに呆あきれ──こういう無茶でおかしな姫ならば、私の妻にするのもいいのかもしれないと考え直した。少なくとも、あなたは私を飽きさせない」

「でも、あなたが真実、第二王子かどうかは私にはわからないわ」

　疑いを捨てきれずにそう言い返すと、男が肩をすくめてみせた。

「城に来ればどうせわかる。火劉の人間に誰でもいい、私が第二王子かどうかを、指さして問えばいい。そして確かめればいい」

「というか、オルガが知ってます。天女さん天女さん、その素顔はオルガが泰国で出会った冬とう威い王子の育った姿だ。天女さん、その仮面はあなたの母親を写したものだ。どうぞお納めください」

　オルガが両手を前に差し出し、頭こうべを垂たれた。

「結ゆい納のうの贈おくり物のひとつとして、真雍から火劉国第二王子冬威殿にその天女面を奉ほうじます。どうぞお納めくださいますように」

「ありがたく受け取らせてもらおう」

　男は──火劉第二王子の冬威は、こくりとうなずいた。そして不敵な笑みと共に、椿姫に問うた。

「真雍の姫──もしも私がおまえに勝ったならば、おまえは私のもとに嫁とつぐか？　私はおそらくずっと火劉で過ごすことはない。いつもこんなふうに旅をして、あちこちをさすらうことになる」

　椿姫の口に自然と返答の言葉が上のぼる。なぜなら男の眸ひとみが真しん摯しだったからだ。博雅王と同じ。この男は、使える手段すべてを使い、己のために国を取ろうと決めている男だ。博雅王には経験があり、この男には若い野心がある。

「刀を交まじえて勝ったあとにもう一度お尋ねください」

　この男が未来の夫なら、椿姫もまた、退屈はしないで済みそうだった。







　予想外な事実を暴ばく露ろして、椿姫を混乱させておいて、男は指笛で馬を呼び、ひらりとまたがると、

「城で会おう」

　とだけ告げ、去っていった。夜の魔物の森を馬を走らせるだなんて無茶だと思うが、そんな無茶をずっと可能にしてきた男なのだろう。

　月明かりが男の行く先を照らしている。この月と星があれば、夜の森でも、そんなに危険ではないのだろうか。

　目指す先は同じ国だというのに、椿姫たちと共に行くつもりはないらしい。男の、去り際に見せた笑顔が椿姫のなかに刻まれる。愉快そうな、悪戯を仕掛けるような、やんちゃな笑みだった。一緒に遊ぼうと、友だちに誘われたときのような。わくわくとした気持ちがこみ上がる。

　ぼんやりと男の背中が遠ざかるのを見守っていた。

　すると──肩をぽんと叩かれ、椿姫は驚いて飛び上がった。

「城で会おう、とな」

　六花が、つぶやく。

「うわ。そうか。そうよね。見てたのよね。それで……とにかくみんなで固唾かたずを飲んで見てたのよね」

　振り返って、六花と雪花に文句を言おうとした椿姫の舌が途中で止まる。

「つーか、なんだあれ。あんなちゃらちゃらした男が火劉の第二王子なのか？　俺は認めんな。椿姫、あいつと決闘して、絶対にあいつに勝て。あんな男の嫁になどなるな」

　いままでどこか他人行儀だった雷牙が、爆発したように怒鳴りだした。まなじりがつり上がり、しきりと毒づいている。

「ちくしょう。あいつかよ。あいつが王子だっていうのかよ」

　本気で悔しがっている。

「いや、結構いい男なのではとオルガは思いました。得体の知れないところや神出鬼没なところと魔物を斬るのが趣味なところなど、常人には計はかり知れない部分に王者の証あかしを嗅かぎ取ることができます。博雅王もそうですが、結局、王になるのはどこか変態なほうがよいのです。そうオルガは愚ぐ考こうします」

「ちょっと……父君は変態じゃないわよ」

　抗議をしたがオルガは頓とん着ちやくせず、王というのは変態であってこそという持論の展開をはじめる。

「だいたい宰相にしろ臣下にしろせっかく自分が尽くすのですから王には特別なものを期待するわけですよ。馬鹿は論外。でもわかりやすい天才は退屈。奇矯さが愛あい嬌きようにつながるそんな王がオルガは大好きなのです。変態王あってこその宰相オルガ」

「いやいや、いいものを見せてもらいましたのう。見るのが仕事の我ら巫女としても、久しぶりに見る甲か斐いのある光景を」

「見た見た。覗のぞき見しましたのう」

　いつもながらの無表情で互いにうなずきあう六花と雪花。

「見てるだけって、俺が飛びこもうとしたらすごい勢いでこの二人、俺のこと羽は交がい締じめにするんだ。邪魔をしたらいけないって。でも俺があいつをぶちのめしたとしても、別に椿姫にとって邪魔じゃなかったよな？　なあ？」

「第二王子を雷牙さんがぶちのめしたら外交問題に発展しますので六花さん雪花さん止めて正解です。悔しさと妬ねたましさに歯がみする雷牙さんの姿を見られたことがオルガの今宵こよいの嗜みでした。いや、いいもの見せていただいた」

　それぞれにみんなが言いたいことを言いだし、それまでの静けさが噓のようなやかましさに、椿姫は思わず耳を両手でふさぎ「うーるーさーいー!!」と、叫んだ。

　喧けん々けん囂ごう々ごうと言いあう声が森の奥にこだまする。明るい月がそんなみんなを見下ろしていた。
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　火か劉りゆう国こくへと渡るための国境を守る関所を抜けるときだけ、オルガは、真しん雍ようの城にいるときと同じようにしゃんと背筋をのばし、取り澄ました、いかにも宰さい相しようという顔つきになっていた。

　火劉の言葉をたやすく扱あつかい、博はく雅が王おうからの親書を取り出し広げるオルガの様子は、あっぱれなものだ。挨あい拶さつや簡単な単語を習いはしたが、椿つばき姫ひめはまだ火劉の言葉を流りゆう暢ちようには使えないでいる。文法的には真雍と似ているので、言葉の数を記憶して、いくつかの特有の発音ができるようになったなら、すぐに上達するだろうとオルガに言われたが──早口でまくしたてる関所の役人の言葉を、ひとつとして聞き取れなかった椿姫は落らく胆たんに肩を落とした。

　たかが半月で覚えられるはずもないが──それでももう少し、どうにかなるのではと自惚うぬぼれていたのだ。

「いやいや、難なん儀ぎしましたよ。真雍の姫だと言ってもなかなか信じてくれやしない。こんな少ないお供の数で、なんの先触れもなく、自身が馬を駆かって、しかも森の方角から忽こつ然ぜんと姿を現した女性のことを、まさか姫だとはそりゃあ思わないでしょうね。おまけに背中に赤子の籠かごを背負っているし。オルガだとて自分が火劉の役人なら、信じない」

　長い時間がかかったが、とうとう関所を抜けてもいいとの許可が出た。オルガと共に、馬を引いて火劉へと入国する。地面はずっとつづいていて、どこに線引きがあるわけでもないというのに、たった一歩前に出るとそこは火劉国なのだ。人間というのは奇妙なことをしているなと思わないでもない。

　こんなに広い大地を、いちいち区分けして、細かく切り裂さいて分断している。鳥のように、獣のように、地続きの土地や空を好きなように旅すればいいのに。

「どうやって信じさせたの？」

　最初は居い丈たけ高だかで、ぞんざいだった役人たちが、ある瞬間からやけに愛あい想そが良くなったのは言葉がわからなくても見ていればわかる。どうやって丸めこんだのかに興味が湧わいた。

「とりあえず賄わい賂ろで通してもらいました。なので椿姫さまが姫だとは信じてませんよ役人は」

　オルガがしれっと答え、椿姫は困こん惑わくする。そんなことでいいのだろうか。

「別にいいじゃないですか。博雅王の親書は本物ですし、それだけは認めてる。そもそも国主とオルガは何度かお会いしているので、城まで行き着けば大丈夫です。さらに冬とう威い王子が、椿姫さまのことを本物の姫だと保証してくれるでしょうし」

「そんな適当なものでいいの？　関所って……」

「適当というよりきっと椿姫さまのことを、オルガの訳わけありの知り合いか、火劉に貢みつぐための女性か、そんな解釈をしたのでしょうね。あまり取りざたしても問題ありの、美しい女性が三人」

「三人？」

「六りつ花かさん、雪せつ花かさんは美人ですよ。そして椿姫さまも、ね。オルガときたら両手片足に花」

　暢のん気きに鼻歌を歌うオルガは、関所が見えなくなったところで、馬に乗る。合わせて、それぞれも自身の馬に乗る。

「役人というのはね、椿姫さま──首都から遠くに行けば行くだけ、腐ふ敗はいしていくものなんですよ。王の目が届かない土地で、王のために働くことを役人たちに徹底させるのは難しい。城から遠のくと、役人や貴族は、私腹を肥こやすことにのみ必死になる。それが人間です。でも関所は、大切です。他国との境さかいなのですからね。関所役人の人選には気を配らねばならぬとオルガもあらためて考えました」

　オルガが真顔になり、椿姫に対してというのではなく、ひとり語りのようにそう話した。椿姫はそのオルガの言葉と、いま見てきた役人たちの投げやりな態度と賄賂での豹ひよう変へんぶりを、忘れないでいようと思った。







　火劉の国は豊かな国だ。広い農地が国境を越えてからずっとつづいている。畑仕事をする農夫たちの身体からだつきはみな頑がん健けんだ。赤や茶色の髪に、大きな体たい軀くと長い手足を持つ男たちは、農民として優秀であると同時に、戦士としても有能だ。

　肥ひ沃よくな大地と、勇ゆう猛もうな兵士にもなる働き者の男たち。

　緑の絨じゆう毯たんの合間に、腰を屈かがめて農作業をしている男たちの様子を、馬上から眺ながめながら歩を進める。

「椿姫」

　雷らい牙がが椿姫の隣に並んだ。

「本当にこれでいいのか？　本気で火劉の第二王子のところに嫁にいくのか？　決闘を申しこんで椿姫が負けたらなんて言ってたけど……」

「あの男が冬威王子なら、私が勝てるはずはない。嫁にいくしかないでしょうね」

　淡々とそう応じると、雷牙が黙りこんだ。

「少しは否定してよ。もしかしたら椿姫にも勝てるかもって。椿姫は強いって」

　笑ってそうつづける。雷牙は困った顔になる。雷牙自身が兵士ゆえに、椿姫の力量も、冬威王子の力量も、わかっているはず。真ま面じ目めな雷牙は、そんな無責任なことは言えないのだろう。

「なんなら俺が椿姫の代わりに奴と闘う」

「それなら意味がない。私が闘うことに意味があったの。勝てても、勝てなくても」

「勝てなかったら意味なんてないじゃないか。椿姫、もしもこの結婚が本意でないなら、そう言ってくれ。いまならまだ間に合う。城に戻り、やっぱり嫌いやだと博雅王に断ってもらうこともできる」

「できないわ」

「でも博雅王は、椿姫の幸福を願う父でもある。椿姫が本気で嫌がれば、きっと……」

　椿姫は皮肉に微笑ほほえんだ。雷牙は、博雅王の性格を把は握あくしていない。真っ正直な雷牙には、きっと一生、博雅王を理解することはできないだろう。

　博雅王が、椿姫の父であることより、王であることを優先するのを、わかっていないのだ。

「それに私は、そんなに嫌じゃないのよ。雷牙、私ね、嫁に行けと言われたとき──女の身で、私にできるのはその立場と身体を売ることぐらいだと言われた気がしたの。ひとりでは立てるはずがないから、真雍の姫以外のものになりたいのなら、他国の王子の力を借りて立ち、そしてそこから成り上がれと言われたんだと思ったのよ」

「そんな……」

「姫という身分は、私が自分で得たものじゃなく、気づいたらそうだったもののひとつ。私の努力した結果じゃないのよね。で、自分で手をのばして必死でつかめるものってなんだろうって……とにかく暗い気持ちになったの……」

　椿姫は自分が背負いつづけた、魔物の養い子へとちらりと視線を流す。今日も籠に入れられ、背負われている。すやすやと眠る赤子は、とうとうすっかり椿姫の子どもとしか思えないような似た顔立ちになっていた。

　魔物を育てようと決めてから、いろいろなことが起こった。暗い気持ちに襲おそわれることが増えた。魔物のせいか、それともそういう時期だったのか──要因がどちらでもかまわない。

　椿姫は自分の手に握りしめたものを眺め──そして未来を想ったのだ。

　──私に、なにができる？　私は、これから、どうなりたい？

「あいつが本物の王子かなんてわからないさ。オルガさんの言うことなんて当てにならない」

　憤いきどおったように答える雷牙の台詞せりふを、椿姫は、不思議と穏おだやかな気持ちで聞いていた。

「あの人が本物の王子じゃなくても、どうでもいいことなの」

　あのとき──魔物を斬きる男の姿に、椿姫の心の一部が切り取られたのだ。

　誰かを恋しく思い、胸が痛むという感情を──椿姫はとうとう知ってしまった。

　椿姫は、あの男にもう一度会いたくて仕方がない。

　切られた心の一部は、穴が開いて、空くう洞どうとなった。穴の形は、天女の面をつけた男の姿形と一致する。再びあの男と会い、あの男を側に感じることで、きっと椿姫の心が満たされる。

「私は気づいたら、姫だった。姫という立場は、好きで手にしたわけじゃないけど、立場や身分しか売れない女の身で──のし上がれる未来があるというのなら、私はその予言に乗るわ」

　腹の底から力が湧いてくる。なにもできないと思っていた自分に、なにかが成し遂とげられる未来があるのだというのなら──やってみようではないか。

　上等ではないかと、喧けん嘩かを売るときのような胸の熱さと共に椿姫は思う。

　冬威王子のもとに嫁とつぐことを、椿姫はきっと後悔しない。その生き方と、その未来を、いまこの刹せつ那な、激しく求めている。

「本気なのか？」

　窺うかがうように聞いてくる雷牙に、椿姫は「本気よ」と、応じた。







　火劉の城は高く積つみ上げられた城壁で守られていた。城門は鎖くさりで上下する巨大な吊つるし戸で閉とざされている。真雍の城にも少し似ているが、真雍の城より縦に高い。城壁の向こうで、いくつもの塔が空に突き刺さっている。屋根が尖とがった造りの塔は細長く、実際に空に槍やりの先を突いているかのように見える。

　城に辿たどりついたとき──城の前に兵がずらりと並んで椿姫たちを待っていた。

　ひときわ目立つのは、立派な馬に乗っている、漆しつ黒こくの鎧よろいを身につけ、巨大な刀を背負った男の姿だった。一列に並んだ兵を背後に従え、椿姫たちの一行を真っ向から見み据すえる。

　天女の仮面こそつけていないが──その男は、椿姫が望み、もう一度会いたいと願った男だった。赤い髪を風になびかせ、ゆったりと構えて、こちらを見ている。

　会いたかったのだ。そうなのだ。

　自分の、切り取られた心が、いま目の前にある。

　椿姫の心が躍おどった。

　椿姫は、男の姿に向けて馬を駆る。なにも考えず、ただ一目算にそこをめがける。月げつ華かを早駆けさせて、まっすぐに男へと向かっていく。

「椿姫さま──挨拶の儀と、しきたりを」

　火劉の貴族社会のしきたりについて習っていたことなど、すっかり椿姫の頭のなかから抜け落ちている。いや、思い出そうとしたら、もちろん思い出せる。やろうと思うなら、できる。ただ、そんな面倒な儀を、あの男が欲しているとは思えない。

　実際、男もまた、自分へと走ってくる椿姫めがけて、馬を走らせる。

「待っていた──」

　男の声が朗ろう々ろうと響ひびく。だから椿姫は答える。

「はい」

「──じゃあとりあえず闘うか？　それが望みで来たのだろう？」

　男の手が後ろへとのび、背中の大太刀を引き抜いた。いままさに暮れようとする夕刻の赤い陽が、太刀の刃に黄金を灯ともす。

「はい！」

　どうして声が弾はずむのか。理由などわからないし、わからなくていいのだ。闘って椿姫より強ければ結婚を承しよう諾だくすると、そう告げた。それに対して理屈も文句もつけず、したいようにと男は椿姫の望みをただかなえてくれる。闘いたいなら、闘おう。すべてはそのあとで。

「椿姫さま──星せい華かが足手まといとなりましょう。打ち合うのであれば、こちらに星華を」

　オルガの叫さけびが後ろから聞こえる。そういえばそうだなと月華の身を翻ひるがえし、背負った籠を肩から抜くと、駆けつけてきたオルガに手渡す。

「止めないの？」

「どうして止める必要があるのですか？　椿姫さまはそのためにわざわざ森を抜けられたこと、オルガはわかっておりますのに」

　真顔のオルガの返答に、椿姫の口元から笑みが零こぼれる。

　笑っている自分に気づく。

　自分の気持ちの持ちようと、自分を支え、信じてくれる友の言葉や態度がどれほど人を助けるものかを実感する。

　ときどき人は──間違っている己おのれをも、受容してくれる他者を必要とするのだ。それは甘えでしかないが。自分は甘えているのだと嬉しく思いながら、椿姫は星華をオルガに預け、馬を降りる。

「馬を降りるか？　その判断は正しい。馬上では私のこの大太刀の長さが有利」

　言いながら、駆け寄ってきた男が馬を降りる。その右手に抜き身の刀。隙すきのない目をして、椿姫の挙動を見守る。男は椿姫相手でも、侮あなどらず、手を抜くことはしないようだ。男の全身から殺気が逬ほとばしる。

　それでこそ──とも思うのだ。

　だから椿姫は目の前の男に、恋をした。森の夜、踊るように魔物を斬った男の姿に恋をした。なんと危険で、なんと美しい姿だと、男の姿を心に焼きつけ、そうして心が焼き切れた。

「火劉国、第二王子、冬威──真雍の美しき誉ほまれ高き尊とうとき姫君にあらせられる、椿姫さまにお目もじかない、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　太刀を手に、優美に一礼をして見せる。その声は周囲の空気を震ふるわせる。後ろに控ひかえていた兵たちが同時に背筋をのばし、椿姫たちに向かい刀を捧ささげ持つ。

「真雍国、一の姫、椿姫。火劉の勇猛の誉れあり優れた武将にして二の王子であらせられる、冬威さまにお目もじかない、至高の喜びと存じます」

　椿姫もまた冬威に倣ならい、礼をする。両脇で裂いた着物の裾すそが、風をはらんで捲まくれる。藍あい色の濃淡に、星を象かたどる銀糸の刺し繡しゆう。流れる星の川に、月と虎。どうして荷物のなかにこんな模様の着物が紛まぎれていたのかは定かではないが、城に着くときになにを着ていればいいのかと、今け朝さ、まとめられた荷物のなかの着衣を眺め、即座に決めた。着物の下につけた防具が人びとの目に飛びこむ。

　見ればいいのだ。これが、椿姫だ。これこそが、真雍の姫だ。

　椿姫は懐ふところから、二人巫女に預けられた、両もろ刃はの変わり短刀を取り出す。ふたふりのその刀のそれぞれの鞘さやを抜き、地面に落とす。右と左に短刀を持ち、身を低くして、冬威に向かう。

　息を吸い、そして、告げる。

「参ります」

　先に仕掛けたのは、早そう計けいか。けれど待つのは苦手。椿姫は冬威の懐に飛びこみ、まず右の刀で切りかかる。冬威の太刀が椿姫の短刀を受け、あっさりと受け流す。刀の刃が触れあう金属音。なぎ払い、横に跳ぶ。合わせて椿姫も、同じに跳んだ。間かん髪はつ入れずに左手を回す。右、左と、打ちつける。左の腕には星華の魔が憑ついていて、薬指の爪が黒く染まっている。そのせいなのか、利きき腕でもないのに、左手の動きはたやすくなった。見た目は悪いが、戦うのにはありがたい。

　切って、受け、流す。冬威の動きはやはり舞踊のようだ。その動きに応じて左右に揺れる椿姫もまた、共にひとつの舞いを演じているようだ。打ち合う裂れつ帛ぱくの刀の音に酔いしれる。

　夕陽のなかの冬威の髪は、燃えるように赤い。動くたびに揺れるさまが、まるで炎。

　近づいては離れ──離れては近づき──二人の剣舞がつづく。気持ちが高鳴る。いつまでもこうしていたかった。けれどどうしたって、いつまでもこうしてなどいられないのだ。

　冬威の刀が、椿姫の刃を受けて跳ね上がる。弾き返された短刀が椿姫の手から離れ、宙に舞った。

「あ……」

　さらに一歩、冬威が足を前へと進める。返す刀で左へと流し、椿姫の左手の刀も跳ね飛ばす。

　低いうなりを発し、冬威の大太刀が淡あわく光る。

　太刀が椿姫の身体のすぐ前で静止した。

　椿姫は身じろぎ、冬威から身体を遠ざけようとする。

　冬威は太刀を鞘に収め、そして椿姫の手をつかんで引き寄せた。

「椿姫──結婚してくれ」

　握にぎられていた手を振りほどき、逃げようと身を翻したが、どこに逃げればいいのかわからない。強い獣の牙と爪にかけられた弱い獲え物ものが、喰くわれることを怖おそれて逃げ惑まどうのと似た行為。

　けれど男は椿姫を離さず──即座に椿姫の腰にもう片方の手を回し、引き寄せた。

　物狂おしいような荒ぶる気持ちが心に渦うず巻まく。いますぐ男の手を逃のがれたい。それでいて男の側から離れられずにいる。腕のなかにとらえられたことで、胸が震える。わずかに感じる甘い感情が、椿姫を惑わく乱らんさせるのだ。抱ほう擁ようが椿姫を陶とう酔すいさせる。こんな甘さを感じたことは、いままでなかった。どうしたいのか、自分で自分が、わからない。
















「椿姫？」

　重ねて問われ、椿姫はこくりとうなずいた。

　ささやくような小さな声。

「はい。──私は……冬威王子の求婚をお受けいたします」

　抱きしめられると心臓が破裂しそうだ。

　椿姫は耳まで熱く火ほ照てらせ、笑う冬威の腕から逃れる。

　そして、空手を前に差し出したままくるくると右に左に円を描いた。これが真雍のしきたり。火劉の王子は、真雍のしきたりについてももちろん知っている。

「お手合わせに感謝いたします。あらためまして、真雍国、一の姫、椿姫──火劉の国王、過か鉄てつ王おうへのお目もじをお願い申しあげます。真雍国、一の宰相、オルガ──ここに」

　名を呼ばれたオルガが、慌あわてて走ってくる。

　ここから先はオルガの領域だ。オルガにまかせ──椿姫は跳ね上がる心臓をそっと抑おさえ、吐息をついたのだった。







　月は薄い墨すみの色をした雲の奥に隠れ、星明かりもまばらだ。

　過鉄王との対面を無事に果たし、今宵こよいは疲れているのでと、用意された客室に引きこもった椿姫だった。掟おきて破やぶりの姫君だと、過鉄王は笑っていた。過鉄王はその物腰と、放つ雰ふん囲い気きが、冬威王子とよく似ていた。鋭い眼光にさらされて、椿姫の心臓がコトコトと鳴っていた。

　星華を過鉄王に見せるのは剣けん吞のんと、椿姫が王に謁えつ見けんしているあいだ、星華は巫み女こたちに託たくした。魔物はどうしたって魔物。王の側に魔物を連れて行くのは問題だろうと言ったのはオルガだった。

　オルガのくせになんて常識的なことを──と思いもしたが、そういえばオルガは宰相なのだった。

　ゆえに、今日、王に会ったのは椿姫とオルガのみ。

　第一王子の、春しゆん嵐らん王子は、穏おん和わそうな佇たたずまいの、優しい顔立ちをしていた。過鉄王や冬威王子のような威い厳げんはないが、陽光が人を安あん堵どさせるような温かみがあった。

　火劉国は、後継者に恵まれた、良い国だと椿姫は思う。うってかわって、我が国は──取り柄えのない姫である自分しかいないだなんてと、真雍の未来を憂うれう。博雅王でなくとも、心配で、他国に対してなんらかの布石を打たなくてはと思うに違いない。

　客室に、星華、六花、雪花と共にこもっていたら──冬威がふらりと顔を出した。

「星華を父君には対面させなかったようだが」

「はい。なにせこの子は魔物ですので」

　星華を抱いてあやしたまま、真面目に答えた椿姫に、冬威が笑う。椿姫がオルガの意見を「オルガのくせに」と感じたように、冬威はいまきっと「椿姫のくせにまともなことを」と内心で思っているのに違いない。

「ならば、私が星華を見ようか。魔物の世話はわりと得意なんだ」

「いつ魔物の世話を？」

「おもに森のなかで知り合いの魔物の子の子守を手伝って」

　しれっと冬威がそう応じる。

「結婚の式が行われるまで花嫁と花婿はしばらく共にはいられないものだが──ひとつの部屋で眠らずともよいが、常に星華の様子がわかるぐらいの距離で過ごさねばなあ」

　ひとり言のように、冬威がつぶやく。これには椿姫はうなずけない。ずっと冬威と過ごすのかと思うと、耳の先まで熱く火照り、全身が熱くなった。

「ところでものは相談。私は宴うたげが嫌いだ。明日の朝には旅に出る。孔く雀じやく湖この水を調べたいと、呪術師に頼まれて──湖水を器うつわに詰めるついでに、森抜けをして、真雍の博雅王に此こ度たびの婚姻の返礼のさらに返礼を申し上げにいくつもりだ。なんなら姫も共に行かないか？　宴が好きで出たいというなら無理にとは誘わぬが。どちらにしろ私は明日には出しゆつ立たつする」

「……短気なのですね」

「そうだな。それに、姫たちには一度、私の呪術師とも会ってもらいたい。きっと二人巫女とも話が合う。そして雷牙とオルガはうちの父と兄と、とても話が合うに違いないさ」

「本当に短気なのですね。いますぐ返事が必要？」

　胸のなかで星華がばたつく。合わせたように椿姫の心臓もばたばたしている。展開が早すぎてなのか、混乱のせいなのか、鼓動が速まる一方だ。

「これが私だ。慣れてくれ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで冬威が告げた。そのしかめた顔がどうしてか愛いとおしく、椿姫の心臓が、星華の手足のようにぱたぱたと動く。嬉うれしいような、くすぐったいような気持ち。

「いずれ慣れます。それに私も短気なの」

　それには冬威もうなずき返した。知っているさと笑う。

「婚姻もまだなのに椿姫と旅をしようと言うと、博雅王や宰相は不ふ埒らちな男だと私をなじるか？」

「そんなことを気にするの？」

　無む鉄てつ砲ぽうで、人にどう思われようと無む頓とん着ちやくな男だと思っていたのに。

「姫の親族に、認められないのは困るからな。反対されたとしても、奪って逃げるが──できるなら祝福されたかろう？」

　真顔で言われ──椿姫は笑った。

　それで、いい。それが、いい。

　椿姫は明日の朝、冬威王子と旅立とう。短気で無む鉄てつ砲ぽうなのは椿姫も同じ。六花と雪花は椿姫を見守るために共に行くだろう。

「行くわ」

　答えた椿姫の額ひたいに、冬威が唇くちびるを軽く押しつけた。







　そうして。

　その後の椿姫と冬威を語るのならば──二人は末永く波は瀾らん万ばん丈じように、血を沸わき立たせ、心躍らせて、幸福に幸福に暮らしつづけたのだということだ。








了
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　こんにちは。はじめまして。佐さ々さ木き禎てい子こと申します。

「スーパー歌か舞ぶ伎きみたいなお話が書きたいです」という私の妄もう想そうをビーズログ文庫さんに拾っていただき、今回、この物語ができあがりました。

　物語の主要舞台である『真しん雍よう』という国は、イメージ的には明治や大正あたりの日本。着物に鎧よろいに刀ですが、男性の頭髪は髷まげではありません。建築物も木造と煉れん瓦がや石が融ゆう合ごうしていて、色いろ硝子ガラスの窓に、家具調度品は西洋文化風のテーブルや椅い子すなど──私自身が明治から昭和初期の建築物やインテリアが大好きなので、そういう趣しゆ味みに走らせていただきました。

　物語としても自分の趣味に突っ走り、ゲーム的展開で、パーティーを組んで旅をして、途中の森で魔物退治をしたりアイテムを拾ったりしながら旅をつづけていくことで、キャラの経験値が上がって成長していくようなお話を目指して書きました。はたして無事に主人公は成長しているのか。イベントをきちんとクリアしているのか。目もく論ろ見み通りに書けているかなといまはちょっとドキドキしています。

　萌もえと勢いは書く前からたくさんあったのですが、私がいつも書いているものと違うテイストのお話でしたので、完成するまでにとても苦労しました。それもいまとなってはいい思い出です。

　担当の編集さんには本当にお世話になりました。初稿の段階では、私の妄想が肥大しすぎて全方向に膨ふくらんでいて収拾つかなくなった歪いびつな物語だったものを、すっきりとまとめるためのアドバイスをありがとうございます。

　イラストのキリシマソウ先生には、私が思い描いていた以上に魅力的で活き活きとしたキャラクターを紙の上に形にしていただけて、キャララフの段階で感激の嵐──色がついた表紙イラストを拝見したときは、自分ひとりで見るのがもったいなくて「見て見て見て見て見て」みたいな気持ちで友人知人に見せてまわってしまいました。命令形かつ連呼したいぐらいの興奮を私にもたらした美び麗れいイラストの数々を本当にありがとうございます。

　ラフも内輪で楽しむだけにするにはあまりにももったいなく、カバーをめくったあたりにオマケがついてます。ぜひご覧になってくださいませ。

　そして、この本を手に取ってくださった皆さんにもたくさんの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございます。私の好きな萌えをてんこ盛りにした、椿つばき姫ひめとその仲間たちの物語──どこか一箇所でも好きになってもらえたら、楽しんでいただけたなら幸いです。

　それでは、またどこかでお会いできますように──。
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北海道札幌市在住。

みずがめ座　Ｏ型

追いつめられると調理と散歩に逃げるので作って食べて歩いて作って食べて歩いてで結果として最近かなり健康です。

でも瘦せません……。
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11月13日生まれ、さそり座のＡＢ型。

神奈川県在住。

このお仕事を始める時に三味線と和太鼓中心な音楽を沢山集めてみました。

作業中はこれを聞きながら世界観に浸ってます。和は良いです。
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